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はじめに 


このたびは「キヤノンネットワークカメラ VB - C 6 日/ VB - C 6 日 B ( lU 下、本機)」をお買い巧めい 
たださまして、誠にありびとうございます。 

VB - C 6 日と VB - C 60 B の違いは外観色のみです。 

この 操作ガイドは、 本機の設定や活用ち法について説明しています。ご使用前によくお読みになつ 
て、本機を有効に活用してください。また、セットアップ CD - R 日 M の ReadMe ファイルも必ず 
お読みください。 

製品に関ずる最新情報（ファームウェアや同姻ソフトウェア、取扱説明書、動作環境など）は、 
ホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


著作権について 

お客様び撮影した映像や画像、録音した音声などは、著作権法上、権利者に無断で使用- 
公開することはでさませんのでごを意ください。 

ごま意 

1 . 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容について、将来予告なしに変更することびあります。 

3. 本書の内容については万全を期して作成しましたび、お気づさの点びございましたら、 
裏表紙に記載の窓□までご連絡ください。 

4. 運用した結果の影響につさましては、上記2項、3項に関わらず責任を負いかねます 
のでご了承ください。 
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ラジオやテレビなどへの電波障害についてのごま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス巨 
情報技術装置です。この装置を家庭環境でご使用する場合、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあります。本書に 
従って正しい取り扱いをしてください。 

^ - ) 


映像•音声の利用によるプライバシー.肖像権のを意 

本機の使用（映像•音声）につさましては、お客様の責任でプライバシーの保護や肖像権 
の侵害防止などに十分なご配慮の上、行ってください。弊社では一切の責任を負いません。 

く参考> 

♦ 特定の建築物や屋内などび映し出される場合には、管理者のちに対して、あらかじめ了 
承をいただいてからカメラを設置してください。 

法律上のま意事項 

カメラによる監視は法律によって禁止されている場合びあり、その内容は国によって異な 
ります。本製品をご利用になる前に、ご利用頂く地域の法律を確認してください。 
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はじめに 


商標について 

参 Canon および Canon □ゴはキヤノン株式会社の登録商標です。 

参 Microsoft Windows および Microsoft Internet Explorer は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

♦ Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

♦その他、本書に記載された商品名、社名などは各社の商標または登録商標です。 
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同個ソフトウェア rVK - LiteJ の利用に関するお願い（免責事頂） 

VK - Lite の不具合などにより、録画びでさなかったり、録画データび破壊、消失する場合 
びあります。これにより生じるお客様の損害について、キヤノンは一切の責任を負いかね 
ます。あらかじめご了承ください。 
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MPEG -4 のご利用について 

この製品は、 MPEG -4 VISUAL PATENT PORTFOLIO LICENSE に基づき、ミ肖費者による 
個人的且つ非商業的な、の MPEG -4 VISUAL STANDARD に準拠する動画化(下、 " MPEG - 
4ビデオ’’といいます。）をエンコードするための使用、および/または ai ) 個人的且つ非商 
業的活動に従事する消費者によってエンコードされた MPEG -4 ビデオをデコードするための 
使用のためのライセンスを MPEG LA ， LLC . から得ています。その他の使用のためのライセン 
スは、黙示的なライセンスを含め、許諾されていません。販売促進での使用、内部使用および 
商業的な使用、並びに追加ライセンス等に関連する追加情報については 、 MPEG LA , LLC . か 
ら得られることびありますので、 http :// www . mpegla . com をご覽下さい。 

「his product is licensed under AT&T patents for the MPEG -4 standard and may 
be used for encoding MPEG -4 compliant video and/or decodin 旨 MPEG -4 compliant 
video that was encoded only (1 )for a personal and non-commercial purpose or (2) 
by a video provider licensed under the AT&T patents to provide MPEG -4 compliant 
video . No license is 旨 ranted or implied for any other use for MPEG -4 standard ." 


第兰者のソフトウエアについて 

この製品（本体および同捆の VK - Lite ビューワー）には、第兰者のソフトウエアモジュー 
ルび含まれています。詳細については付属 CD の ReadMe - J . txt をご参照ください。ま 
た、各モジュールのライセンス条件につきましては、同じ付属 CD の UCENSE フオルタ' 

に含まれていますのでご参照ください。 

GPL および LGPL で許諾されるソフトウエアについて 

GPL および LGPU こ基づき、ソースコードの入手を希望されるちは、製品をお買い上げ 
いただいた販売会社または販売代理店にお問い合わせください。 
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本書の見かた 


スタートガイドおよび操作ガイドの文章とイラストは、 VB - C 目日を使って説明していますび、 
VB - C 60 B の場合でも同じです。 

本機にはスタートガイドとセツトアップ CD - ROM に入っている操作ガイド（本書）びあります。 

取扱説明書について 


スタート ガイド 


操作ガイド（本書） 

(同烟） 


( VBC 6 QOG _ J . pdf ) 



本機をご使用になる際 
の安全上のを意、同捆ソ 
フトウ I アの種類、動作 
環境、インス!-ールち 
法、本機の初期設定、設 
置ち法などについて解 
説しています。同書を参 
照していたださたい部 
分は底の マークと 記載 
ページを記しています。 



本機の基本設定のしか 
た、および V 目管理ツー 
ル、 V 目 - C 6 日ビューワー 
の使いかた、トラブル 
シューティングなどに 
ついて解説しています。 
本書はセツトアップ CD - 
ROM に収められていま 
す。 


さらにセットアップ CD - R 日 M には、録画ソフトウェアの簡易版の rVK-LiteJ (一 A スタート 
ガイド P .1- 已）び収録されています。1；(下の取扱説明書びあります。 


セットアップガイド 

(VK20SUG_J.pdf) 


システム管理者7ニユアル 

(VK20AM_J.pdf) 


ビューワー操作ガイド 

(VK20V0G_J.pdf) 



VK-Lite を 
ご使用にな 
る際のを意、 
動作環境、シ 
ステム構成、 
インストー 
ルち法や設 
定方法につ 


いて解説し 


ています。 



VK-Lite の 
詳しい使い 
かたについ 
て解説して 
います。必 
ずお読みく 
ださい。 



VK - Lite ビューワー 
の操作ガイドです。 
ビューワーの詳し 
い操作ち法は「シス 
テム管理者マニュ 
アル」をご参照くだ 
さい。 










本書の見かた 


本書で巧用しているアイコンについて 


本書では特にお読みいたださたい説明に、次のアイコンを使用しています。 


回 

お願い 

操作上必ず守っていたださたい重要事項や禁止事項び書かれています。 
機械の故障や損傷を防ぐために、必ずお読みください。 

因 

メモ 


操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになるこ 
とをおすすめします。 

A 

同捆のスタートガイドを参照してください。 


via 













カメラのトツプページについて 

設定メニューや VB - C 6 日ビューワーの表示など、本機のトップページについて説明します。 
Web ブラウヴーを使って本機のトップページにアクセスします。 

本機のトップぺージからは、映像を表示するための VB - C 6 日ビューワーや、本機の詳細設定を行 
う設定メニューに移動することびできます。 

初めてカメラにアクセスずる場台は、本機に同個のスタートガイドをご参照ください。 


回 


本書では、 IP アドレス"192.168 .] 日日 .1" (工場出荷設定）を用いて操作の説明を 
します。実際には、お客様び本機に設定した IP アドレスを入力してください。 


カメラのトツプページにアクセスする 

1. Web ブラウザーか5 http :// 1 92.168.100.1/ にアクセスします 

2. カメラのトップページび表示されます 

各 U ンクの概要は1；(下の通りです。 



言語切り換えボタン 

表示言語を切り換える場合に使用 
します。 

設定べージ(設定メニュ ー) のリンク 

本機の設定メニューを表示する場 
合にク U ックします。 

サンプルページのリンク 

本機のサンプルページを表示する 
場合にク U ックします。 

VB - C 60 ビューワー起動リンク 

本機で撮影した映像を Web ブラウ 
ヴーで表示する VB - C 6 日ビュー 
ワーを起動します。 


VB - C 60 ビューワーは、「管理者 
ビューワー」と「 V 目ビューワー」の 
2つのビューワーで構成されます 
(一 P .3-2)。 


♦各リンクの説明 

[管理者ビューワー] 


管理者ビューワーを起動します 


[ V 目ビューワ ー] 


V 目ビューワーを起動します 
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カメラのトツプページについで 


設定メニューにアクセスする場合 


本機の詳細設定を行う場合は、②をク U ックして設定メニューに進んでください。 
設定メニューの詳細については、第]章「詳細設定」をご参照ください（一 P .1-2)。 



サンプルぺージにアクセスする場合 


サンプルページにアクセスする場合は、③をク U ックしてください。 

静止画、動画、携帯電話への表示画像の3つのサンプルページび表示でさます。 


^サンプルページの具体的な活用ち法は、4章「映像配信用ホームページを作成しま 
^しよう」をご参照ください（一 P .4-2) 
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カメラのトツプページについで 


VB - C 6 Q ビューワーにアクセスする場合 


④「 V 目 - C 6 日ビューワー」の U ンクの中から「管理者ビューワー」または「 V 目ビューワー」を 
選択して VB - C 6 日ビューワーにアクセスしてください。 



管理ちビューワー 







VB ビューヮー 
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カメラのトツプページについで 


設定メニューまたは管理者ビューワーにアクセスずる場合のユーザー認証 


本機の「設定メニュー」または「管理者ビューワー」に 
アクセスする場合は、ユーヴー認証び必要になります。 

工場出荷設定では、 

ユーヴー名： root 
パスワード： VB - C 60 



ご論のサ-"-1胃細にはユ-ザ-をとバスワ-ド触 

驚®協お造纖鶴 iT 掛言 



曰バスワ-ド宿5馆する(技 


となっています。 

ユーヴー名 「 root 」 は、本機の管理者アカウントです。 



[設定ページ]からの認証画面 


ユーけ一ちヒバスワートザぶ至です* 
ュ-ヴ-を 



[管理ちビューワー]からの認証画面 


ra ♦ 同じパソコンを管理者と登録ユーヴーび共有して VB - C 6 日ビューワーを使用する 
場合には、[パスワードを保をする]のチェックを入れないことを強くおすすめし 
ます。 

♦ ユーヴー名またはパスワードの入力を間違えた場合、カメラへの接続びでさませ 
ん。正しいユーヴー名およびパスワードを入力して接続してください。 

♦ システムのセキュ U ティ上、管理者パスワードは必ず変更してください。変更後 
は、パスワードを忘れないよラにしてください。 

♦ 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 U セットスイッチを押して工場出荷 
設定に戻してください（一 P . 己-1已）。ただし、本機のずべての設定び工場出荷設 
定に戻りますのでごま意ください。 

♦ セキュ U ティ上、サンプルぺージ（一 P . 4-4) を削除する必要びある場合は 、 ftp 
でアクセスしてじ(下のパスのファイルを PC などにバックアップとしてコピーし 
た上で削除してください。 

日本語版サンプルのパス： / mn し flash / www / html / sample / 

英語版サンプルのパス： / mn し flash / www / html / sample / 

削除したサンプルページを復旧するには、 PC などにバックアップとしてコピーし 
たファイルを、上記パスに書さ戻す必要びあります。削除の前に必ずバックアツ 
プを作成してください。 



VB - C 6 日ビューワーおよびユーヴーの種別の詳細については、第3章 「 VB - C 6 日 
ビューワー」をご参照ください（一 P .3-2)。 


















詳細設定 

ネットワーク接続やカメラ制御、曰付、時刻、アクセス制御など、詳 
細設定について説明します。 




設定メニューにごいて 


設定メニューを起点として各設定ページへ移動し、本機のさまざまな設定を行ラことびでさます。 
各設定ページで設定でさる内容は、 I ソ下の通りです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 



♦ネットワーク 

管理者パスワード、 LAN 、 IPv 6、 DNS 、 SNMP の設定（一 P .1-7) 


• 日付と時刻 

カメラの日付と時刻の設定、タイムゾーンの設定（一 P .1-11) 

♦カメラ 

カメラ名、起動時設定、カメラ制御、デイナイト、設置条件、カメラ位置制御、外部入カデバイス名、外部 
出カデバイス名の設定（一 P .1-13) 

♦映像 

JPEG および MPEG -4 における映像品質、映像サイズ、フレームレートの設定（一 P .1-19) 

参アップ□ード 

HTTP 、 FTP でのアップ□-ドの設定、メール通報の設定（一 P .1-21) 

参 サーバー 

映像サーバー-オーディオサーバー- HTTP サーバーの設定（一 P .1-2 目） 

♦イベント 

映像バッファ、動さ検知、外部デバイス入力、インターバルタイマー、音声ファイルアップ□ー ドの設定 
(一 P .1-29) 


参アクセス制御 

登録ユーヴーアカウント、ユーヴー権限、ホストアクセス制御の設定（一 P .1-3 己） 

参 IPsec 

IPsec の設定（一 P .1-38) 

♦再起動項目 

再起動び必要となる項目の設定 (- P .1-41) 

•メンテナンス 

表示と実行（イベント□グの表示、現在の設定の表示、再起動、工場出荷設定に戻す） (- P .1-43) 
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設定メニューについで 


回 

お願い 


Windows Vista / XP でご使用いただく場合のミ主意事頃 

♦ [ Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示された場合は、[ブ 
□ックを解除する]ボタンをク U ックしてください。 

一度この設定を行ラと、降この警告ダイア□グは表示されなくなります。 


^ Windows たキユリテイの重要な尝呈 


このプログラムの巧能のいくつかが Windows ファイアウォールでブ□ックされてい 

ます 


觀媳織關系国を 織齋弓磁 

卷 


を前ぶ： 

発行元 (0: 

バス(ぶ： 

ネットワイ畑堀 
このブ□ジラムは、則のネツトワ、 


VB Initial Setting Tool Ver. 4DD1 
CANON INC. 

C 都のが am files¥canon¥webview¥vbini が 4£l¥vbinit ち xe 
バプリックネットワーク 


ス。卜つ. 
Iークの巧所 ( 


に巧して规ブ□ククされているか、ブ日ククを解様されています。 


[ ブ D が跡:り ] ぶ!プ日がを賠除朽姐）) 


各設定ページのヘルプおよびメンテナンスページの「イベント□グを見る」また 
は「現在の設定を見る」を表示しようとした際にダイア□グび表示され、ポップ 
アップびブ □ ックされている場合には、情報ノ く一の手順に従って「ポップアップ」 
を許可する設定にしてください。 


r.A VB-C60 メシテナンス - Windows Internet Explorer 

1 一"-が waf 

店ミ ^ . 、， http:// 192.168.100. 1/admir natnt€nance.htnriang=ja 

▼ い， 1 xj 1 Uve Search p ▼ | 

な み 1 爱 VB-C60 メンテナンス f || 

な ▼ 回，場 ▼ ベ—ジ似▼なッ-ル脚マ ’ 


巧ポジプアジスホブ□ジクされました • このポジプアップまた(が居阳オプションを表示するにはここをクリックしてください... 


詳細設定 
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設定メニューにアクセスする 


本機のさまざまな設定は、 Web ブラウヴーから本機にアクセスして行います。まずはトップペー 
ジにアクセスしてください（一 P . ix )。 

ユーヴー名とパスワードの入力については、 ( P . xii ) を参照してください。 


設定メニューについて 


設定メニューからは、各設定ページや管理者ビューワーへアクセスでさます。 


機種ちは 
VB-C60 —— 
と表示されます 


③一 





泣，囚，巧，陆ぺージ (P) ▼ 过ツール (0) 




システム管巧者用のバスワードおよびネットワークに関するをを 


制お•バラメーター-巧置を件などのわメラの巧定 


HTTP-FTP によるアツブロードおよびメールる巧の設定 


豊録ユーザーや IP アドレスなどを用いてアクセスをが巧する設定 


イベントログ • 設定值一置のま示’本体再起巧などのわメラのメンテ: 



ージが表示されました 



① [トップぺージへ]ボタン 

ク U ックするとカメラのトップページに移動します。 

② [管理者ビューワーへ]ボタン 

ク U ックすると管理者ビューワーに移動します。 

③ 設定メニュー 

ク U ックすると各設定ページに移動します。 


回 


セキュ U ティ上の観点から、設定ページによる設定び完了したら、ブラウヴーを終了 
してください。 
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設定メニューにアクセスずる 


各設定ぺージ共通頃目 


■ 設定変更の適用について 

各設定ページ内で設定の変更を行ラと、各設定ページち上に表示されている[適用]ボタンび、 
グレーアウトから青色に変わります。 


変更した設定を有効にするには、[適用]ボタンをク U ックしてください。 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]ボタンをク U ックしてください。 

I 再起動が必要な設定変更 

設定を変更するために、本機を再起動させる必要びある設定項目には、オレンジのマークび付 
いています。 


d アドレス記定ちま 


1アル i 


，〇 


オレンジのマークびある項目を変更した場合、各設定ページち上に表示されている[適用]ボ 
タンび、[適用して再起動]に変わります。 


巧用して再起め 


クリア 


変更した設定を確定にするには、[適用して再起動]ボタンをク U ックしてください。設定変更 
び反映され、本機び再起動します。 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]ボタンをク U ックしてください。 


固 

メモ 


[適用]または[適用して再起動]することによって、本機とブラウヴーび接続で 
さなくなるようなネットワークの変更び行なわれる際は、ダイア□グを出してを 
意喚起します。 

上記ネットワークの変更び行われ、自動で再接続でさない場合、接続先候補とな 
る URI への U ンクを表示します。ただし、あくまで候補にすぎないので、接続で 
きない場合は VB 初期設定ツールから再接続してください。 


詳細設定 
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設定メニューにアクセスずる 


■ 設定メニューに戻る 

各設定ページから設定メニューに戻る場合は、各設定ページち上の[設定メニューへ]ボタン 
をク U ックしてください。 


\/B~C60 Ver. 1.0.0 


• I つのカメラに対しては、必ず]つの設定ページで変更操作を行ってください。 
♦ ブラウヴーの[戻る]-[進む]ボタンによる設定ページ間の移動は行わないでく 
ださい。キャッシュの影響によりちい設定ページび表示され、設定値び元に戻っ 
てしまったり、意図しない変更びされてしまラ可能性びあります。 


^各設定ぺージの [ Help ] をク U ックすると、設定項目の詳細説明び表示されま 
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ここでは下の設定を行うことびできます。 

参管理者パスワード 

管理者パスワードの設定を行います。 

参 LAN 

IP アドレスなど LAN の接続に必要な設定を行います。 

♦ IPv6 

IPv 6 の設定を行います。 

参 DNS 

ネームサーバーアドレス、ホスト名、 DDNS の設定を行います。 

参 SNMP 

SNMP の設定を行います。 


▼管理者パスワード 



① 「パスワード」 

管理者パスワードを設定します。8文字助巧伴角）の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用 
でさます。出荷時設定は「 V 巨 - C 目0」です。管理者ビューワーや V 巨管理ツールなどび接続している場合は、 
接続を終了してからパスワードを変更してください。 

② 「パスワード（確認用)」 

上と同じパスワードを確認のため入力します。 


回 


システムのセキュ U ティ上、管理者パスワードは必ず変更してください。変更後 
は、パスワードを忘れないよラにしてください。 

管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 U セットスイッチを押して工場出荷 
設定に戻してください（一 P . 已 -1 已）。 ただし、本機のずべての設定び工場出荷設 
定に戻りますのでごま意ください。 


管理者パスワ-ドや LAN 、 IPv 6. DNS などを設定するはットワ-ク) 
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管理者パスワードや LAN 、 IPv 6、 DNS などを設定する(ネットワーク) 


▼ LAN 



① r アドレス設定方式」 

アドレス設定方式を「自動設定 （ DHCP )」 または「マニュアル設定」から選択します。[自動設定 ( DHCP )] 
を選択した場合は、 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフオルトゲートウェイアドレス」には DHCP 
サーバーから自動的に取得した値び用いられます。[マニュアル設定]を選択した場合は、使用する環境に合 
わせた値を、直接入力してください。 

② rip アドレス」 

①び「マニュアル設定」の場合、固定の IP アドレスを入力します。 

③ r ヴブネットマスク」 

①び「マニュアル設定」の場合、ネットワーク毎に指定されたサブネットマスク値を入力します。 

④ 「デフオルトゲートウェイアドレス」 

①び「マニュアル設定」の場合に入力します。本機をビューワーと異なるサブネットに接続するとさは、必 
ず設定してください。 

⑥ 「 LAN インターフェース」 

「オート」「全二重」「半二重」から選択します。通常は「オート」をご使用ください。 

⑥ r 最大パケットサイズ」 

一度に送信するパケットの最大サイズを入力します。通常は1己00から変更する必要はありません。 


♦ rip アドレス」「ヴブネットマスク」「デフオルトゲートウェイアドレス」は、ネッ 

» トワーク管理者にお問い合わせください。 

♦ rip アドレス」「サブネットマスク」「デフオルトゲートウェイアドレス」の設定 
に、いずれか誤りびある場合、ネットワーク経由でアクセスでさなくなることび 
あります。この場合は、 V 目初期設定ツール ver .4.0 (一赢スタートガイド P .2- 
9) を用いて再度アドレス設定を行ってください。 

♦ riP アドレス」「サブネットマスク」「デフオルトゲートウェイ」 「 LAN インター 
フェース」「最大パケットサイズ」の設定を変更する場合は、起動中のブラウヴー 
からカメラに接続できなくなる可能性びあります。 r 再起動び必要となる項目の設 
定」のお願い（一 P .1-41) に記載しているを意事項を事前にご確認ください。 
riPv 6 の使用」、 「 DNS 」 の各項目設定（一 P .1-9) を変更する場合も、同様の確 
認を行ってください。 

♦ アドレス設定を「自動設定 （ DHCP )」 でご使用の場合、 DHCP サーバーと本機 
の間にルーターびあるような環境では、 IP アドレスび正しく割り振られない場合 
びあります。 

その場合は、「マニュアル設定」から固定の IP アドレスを割り振ってください。 

♦ IPv 6 をご使用の場合は、「最大パケットサイズ」を] 28日！;(上に設定してくださ 
い。 
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管理者パスワードや IPv 6、 DNS などを設定する(ネットワーク) 


m • ADSL をご利用の際に、最大パケットサイズの数値を少し下げて設定いただくと 
^ 送信効率び上びる場合びあります。 

♦ 「自動設定 （ DHCP )」 で割り付けられた IP アドレスは、 V 目初期設定ツールで確 
認でさます。 


▼ IPv6 



① npv 6 ①使用」 

IPv 目の使用を、「使用しない」または「使用する」から選択します。 



② riPv 6 アドレス」 

IPv6 を「使用する」にした場合、自動的に取得したアドレスび表示されます。 



IPv 6 び使用できない環境では、 IPv 6 を「使用する」に設定しても 「 IPv 6 アドレス」 
表示欄は空欄のままになります。 


▼ DNS 



l " d ネームサーバーアドレス1 

192.168.100100 

0ネームサーバーアドレス2 


0ホストを63文宇 i 义 *I 

hostname 

| d ホストをの DDNS 登録 

登錄する ▼ 


① r ネームサーバーア ドレス1〜2」 

登録したいネームサーバーアドレスを入力します。一つしか登録しないときは、「ネームサーバーアドレス2」 
は空欄のままにしてください。 


②「ホスト名の DDNS 登録」 

「登録する」を選択し、ホスト名を入力します。ネームサーバーにホスト名を登録することびでさます。 
目3文字！;(内伴角）の A-Z、a-z、 09、 - 、 . 、の文字び使用できます。 



♦ 本機を「自動設定 （ DHCP )」 卜 P .1-8) で運用する場合に登録すると便利です。 
あらかじめ DNS サーバーに登録を行うための設定び必要です。 DNS ヴーパ'-の 
設定についてはシステム管理者にお問い合わせください。 

♦ ネームサーバー アドレス]び利用でさない場合は、 ネームサーバー アドレス2に 
アクセスします。ただし、 ネームサーバー アドレス2び事前に設定されているこ 
とび前提です。 
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管理者パスワードや LAN 、 IPv 6、 DNS などを設定する(ネットワーク) 


▼ SNMP 



① 「 SNMP ①使用」 

SNMP の使用を、「使用しない」または「使用する」から選択します。「使用する」を選択すると SNMP マ 
ネージャーから本機の情報を参照することび可能になります。 

② 「コミュニティ名」 

SNMP のコミュニティ名を設定します。システムのセキュ U ティ上、コミュニティ名は変更して運用するこ 
とをおすすめします。 

③ r 管理を連絡先」 

本機の管理者連絡先（メールアドレスなど）を設定します。設定内容は SNMP マネージャーから参照でさ 
ます。 

④ r 管理用の機器名称」 

本機の管理用機器名称を設定します。設定内容は SNMP マネージャーから参照でさます。 

空白の場合は、規定値として 「 VB - C 目0」を使用します。 

⑥ r 設置場所」 

本機の設置場所の情報を設定します。設定内容は SNMP マネージャーから参照でさます。 



♦ SNMP マネージヤーからは、本機の情報は読み取り専用です。 

♦ SNMP M 旧2 ( RFC 12 T 3 対応）の SNMP マネージヤーをお使いください。 
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日付と時刻を設定する（日付と時刻) 



ここでは下の設定を行うことびできます。 

♦ 現在の日付と時刻 

本機に設定されている日付と時刻び表示されます。 

参設定 

本機の日付と時刻の設定ち法、タイムゾーンを選択します。 


巧!在の日付と時刻 



。日か yyyy / mm/dd 

2008/04/08 1 

み時剤 hh ; nim:nn 

19:42:46 1 


旧付」「時刻」 

現在、本機に設定されている日付と時刻び表示されます。 


r 設定 



1み設定方る 

キ助で設定する ▼ 

。日付 yyyy 加 W が 

2008/04/08 

み時刻 hh : inm:nn 

19:43:41 

1けタイムブーン 

( GMT +09:00) 大阪、ホし倾、東を ▼ 


① r 設定方法」 

「手動で設定する」、 「 NTP サーバーに合わせる」、 「 NTP ブ□ー ドキャストモードを使用する」、「このコン 
ピューターに合わせる」から選択します。 
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日付と時刻を設定する(曰付と時刻) 


② 「日付」「時刻」 

①「設定方法」の選択によって、しツ下の設定をします。 

「手動で設定ずる」 

任意の日付と時刻に設定することびできます。日付は[年/月/日]、時刻は24時間制で[時間:分:秒] 
の順に入力します（月、曰、時刻は2巧の数字)。 

例： 2008年8月23曰午後1時23分4秒は、 [2008/08/23] •[13:23:04] と入力。 



「NTP サーバーに 合わせる」 

NTP ヴーノ く一の時刻に合わせます。 NTP ヴーノ く一の IP アドレスを入力してください。 


d 設定方ま 

NTP サーバーに 合わせる ▼ 

dNTPtr —バー （ IP アドレス） 


0タイムソーン 

( GMT +09:00) 大版、 化幅、東を ▼ 


「 NTP ブ□ー ドキャストモードを使用ずる」 

NTP ブ□ー ドキャストに時刻を合わせます。 


d まをホま 

I NTP ブロー ドキャストモー ドを ほ 用する こ] 

a タイムゾーン 

( GMT 4€9:00) 大阪、化幅、まま ▼ 


r このコンピューターに合わせる」 

現在本機にアクセスしているコンピューターの日付、時刻に合わせます。タイムゾーンを自動的に選択 
されます。 


a 設定モホ 

I このつ ン ビューターに さねせる こ] 

な 曰げ yyyy / mm/dd 

2008の8の3 

け 時巧 hh : mm:ss 

17:01:05 

d タイムゾーン 

( GMT 409:00) ホ版、化嚼、まを 


③ r タイムゾーン」 

グ U ニツジ標準時との時差を U ストから選択します。 



♦ [適用]ボタンをク U ックして設定を適用後は、「設定ち法」の表示び「手動で設 
定する」に戻ります。 

♦「 NTP サーバーに合わせる」を選択した場合、 NTP サーバーの IP アドレスび正 
しくないなど、 NTP サーバーと接続でさないとさは、曰付と時刻は変更されませ 
ん。 
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カメラの制細やか部デバイスちを設定する（カメラ） 



ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦ カメラ名 

カメラ名を入力します。 VK -64 などを併用する際に必要となります。 

参カメラ制御 

AE モードやシャッタースピード、フオーカス、デジタルズーム、ブレ補正の設定 
を行います。 

参デイナイト 

デイナイトの切り換えモードを設定します。 

♦ 設置条件 

ドームの使用や LED の点灯、設置ち法を設定します。 

♦ カメラ位置制御 

カメラのパン•チルト-ズーム操作について、事前に登録したプ U セット位置へ 
の限定の有無を設定します。また、制御権要巧びない場合の動作を設定します。 

♦ 外部デバイス名 

外部入カデバイス名、外部出カデバイス名を設定します。 


▼カメラ名 




I けカメラを（半ち英巧宇） 化文をな内 

Camera 

I d カメラを （ 0 木語） 1 5 文をは内 



r カメラ名」 

カメラ名（半角英数字）は必ず入力してください。カメラ名（日本語）び無指定の場合は、カメラ名（半角 
英数字）び用いられます。 

カメラ名（半角英数字）には1曰文字!;(内の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用でさます。 
カメラ名（日本語）には1己文字じ(内の JIS X 0208-1 990に含まれる文字び使用できます。 


固 

メモ 


カメラ名（日本語）に使用できる文字数は、全角•半角に関係なく ] 己文字です。 
オプションの録画ソフトウェア （ VK -64/ VK -16、 同捆の VK - Lite ) をご利用の 
場合、カメラ登録時にここで設定したカメラ名び表示されます。 


詳細設定 
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カメラの制御やが部デバイス名を設定する けメラ； 


▼起動時設定 



① 「AE モー ド」と「ス□—シャッター」「シャッタースピード」 

カメラの露出制御とシャッタースピードを設定します。 

fAE モード」 
r 才ート」 

自動的に露出を制御します。 


「オート（フリッカーレス）」 

壁光灯などの影響による映像のチラツキを低減するモードです。使用環境の明るさに応じて、シャッ 
タースピードび自動的に調整されます。 


「才ート（シャッター優巧)」 

シャッタースピードを指定でさるモードです。 

「ス □ —シャッター」 

ス□ーシャッターは 「 AE モード」を「オート」に選択した場合のみ設定でさます。 

暗いシーンの撮影時に自動露出モードで使用する最長のス□ーシャッター時間を設定します。「使用し 
ない」、「1/1引、「1/8」から選択します。シャッター時間を長くする程、動きのある被写体では残像 
び発生しますので撮影シーンに合った適切な時間を選択してください。 

「シャッタースピード」 

シャッタースピードは 「 AE モード」を「オート（シャッター優先)」に選択した場合のみ設定できます。 
カメラのシャッタースピードを「1/8」から「1/8000」まで12段階の設定から選択します。動き 
のある被写体を撮影する場合、早いシャッタースピードを選択することで、像ブレの少ない映像表示び 
可能になります。 

② r フオーカスモード」 

カメラのフオーカスモードを設定します。 

r 才ート」 

自動的にピントを合わせます。通常は「オート」を選択してください。 

「無限違固定」 

無限遠近傍にフオーカスを固定したままにできます。 


m • 室内から窓ガラス越しに屋外を撮影するような条件では、ガラス面に塵や水滴び 
Ubb 付着していると、ガラス面にピントび合ってしまう場合びあります。ガラス面と 

カメラをなるべく短い距離 （3 日 cm 1；(内）で設置してご使用ください。 

♦ カメラ制御の①-②の項目は、カメラ起動時の初期値です。カメラの電源を再投入 
した場合やカメラを再起動した場合に、変更した設定び反映されます。 

実際の運用時の設定は、 VB - C 6 日ビューワーの管理者コント□ールで設定してく 
ださい（一 P .3-21)。 
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カメラの制御やが部デバイス名を設定ずる けメラ； 


▼カメラ制御 


カメラか》 

〇 

巧デジタル ズーム 

ほ巧しない 

マ 




0ブレ S 正 

ほ巧しない 

▼ 

1 


① r デジタルズーム」 

デジタルズームを、「使用する」または「使用しない」から選択します。 
※デジタルズームは、倍率び高くなるに従い画質び低下します。 


信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点滅して表示されるこ 
とびあります。 

「AE モード」を「才ート（シャツター優先)」に変更して、]/]日日より低速のシャツ 
タースピードを選択すると、現象び緩和される場合びあります。 


固 

メモ 


次のような被写倘ま、才ートフオーカスではピントび合いにくいことびあります。 


白い壁など明暗の斜めになっている 強い光び反射して 

差びないちの ちの いるちの 


斜め線や横搞のみ炎や煙など実体の ガラス越しのをの 

のをの ないをの 




動さび速いをの 暗いところや夜景 


遠くと近くに同時 
にある 


ピントの合う範囲（目安）は「デイナイト」などの設定により、下の表の通り 
となります。 


X 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 

ドーム設定 

ホが照明 

ワイド端 

てレ端 

ワイド端 

テレ端 

才ート 

使用しない 

なし 

0.3m 〜〇〇 

1.已 m 〜〇〇 

0.5m 〜〇〇 

1 .8m 〜〇〇 

使用する 

なし 

2. 1 m 〜〇〇 

2.4m 〜〇〇 

使用しない 

あ0 



0.5m 〜〇〇 

1 .8m 〜〇〇 

使用する 

あ0 



日.己 m 〜〇〇 

2.4m 〜〇〇 

無限遠固定 

なし 

無限遠近傍 

あ0 

無限遠近傍 

ただしピントび合わなくなる場合びあります 


夜の風景など明暗の差びないものでピントび合いにくい場合には、フオーカス 
モードを無限遠固定にして運用することをおすすめします。 


詳細設定 




















































































カメラの制御やが部デバイス名を設定する けメラ； 


② r ブレ補正」 

ブレ補正を、「使用しない」「日 nl 」 「加2」から選択します。ブレ補正機能は映像のブレを補正する効果び 
あります。 「 Onl 」 を選択してブレび残る場合は「日口2」をお試しください。 

ブレ補正の「日 nl 」 または「日 n 2」 を選択した場合、「使用しない」を選択した場合と比べて画角び狭くな 
り、映像も粗くなりますび異常ではありません。 



対応するブレの大ささ 

画角比率 

有効画素 

使用しない 

— 

1日日％ 

約3 ] 万画素 

加1 

ル 

83% 

約2 ] 万画素 

加2 

大 

已日％ 

約8万画素 


回 

お願い 


♦ r0n2J でご使用の場合は、「320X240」よりルさい映像受信サイズの選択を 
お奨めします。 

♦ ブレ補正機能は被写体ブレには効果びありません。 

♦ ブレ補正機能は一定の範囲を越えた振動や、瞬間的な振動には対応でさません。 
♦ ブレ補正を設定した場合のビューワーのを意事項は、 P.3-2 日をご参照ください。 


▼デイナイト 



① r モード」 

デイナイトのモードを「マニュアル」または「オート」から選択します。「オート」を選択した場合、カメラ 
を設置される環境や希望される切り換え条件にあわせて「切り換える明るさ」、「応答性」を設定します。 
※赤外照明を併用する環境下では、「オート」はご使用になれません。 


② r 切り換える明るさ」 

デイモード/ナイトモードの切り換わる明るさを設定します。「暗い」「やや暗い」「標準」「やや明るい」「明 
るい」から選択します。出来るだけカラーで撮影したい場合は「暗い」を選択して下さい。 

白黒でもノイズ感を軽減したい場合は「明るい」を選択してください。 


③ r 応答性（秒)」 

デイモード/ナイトモードを切り換える判断をするために要する秒数を設定します。「日」、「10」、「20」、 
「30」、「目〇」から選択します。 

それぞれ上記の秒数の間、継続して②で設定した明るさを超えるか、または下回ると、デイモード/ナイト 
モードび切り換わります。 

カメラの前を光源び通過するなど、明るさの変化び頻繁な場合は「30」や「目0」を選択してください。明 
るさの変化び少ない場合は「5」「10」を選択して下さい。 


• 「デイナイト」をは一りでご使用の場合は、事前に十分な運用テストを行ない、 
有効性を確認した上でご利用ください。 

♦ 「デイナイト」を「オート」でご使用の場合は、「露出」設定を「オート」または 
「フ IJ ッカーレス」でご使用ください（一 P.3-2 已）。 

♦ 赤外照明を併用する場合は「デイナイト」を「マニュアル」で運用してください。 
「オート」ではご使用になれません。 

♦ 「デイナイト」の設定をはート」にした場合、デイナイト切換え時に赤外線カッ 
トフィルターび数回往復動作することびあります。その間、パン•チルト-ズー 
ム-マニュアルフォーカスは動作しません。 




















カメラの制御やが部デバイス名を設定ずる けメラ； 


▼設置条件 



la ド-ム 

使用しな、 ▼ ■ 

I け LED® 点灯 

ホなする ▼ 

a 設置でま 



左 

■ 


① 「ドーム」 

ドームの使用を選択します。ドーム八ウジングと組み合わせて使用する場合、「使用する」を選択してくださ 
い。 

② 「LED ①点な」 

カメラのヘッドアーム部 LED の状態を、「消巧する」または「点灯する」から選択します。オプションの屋 
内ドーム八ウジング（ V 巨- RD 日 1 S - C / S ) をご利用の場合や、反射した LED び撮影領域に入るなど、撮影 
の妨げになるとさや点灯させたくないとさは「消灯する」に設定してください。 

③ r 設置方法」 

カメラを設置する向さに応じて選択します。工場出荷設定は天吊りです。 


固 

メモ 


♦「LED の点灯」を「消灯する」に設定した場合でち、起動時は LED び一度点灯し 
ます。 

♦ 「設置ち法」の天吊り画像は、天井取付用カバーを付けた状態です（天井取付用力 
バーはオプション品です）。 


r カメラ位置制御 



I d ブリ它ットに限定 

限定しない 

▼ 

| a が巧おを待たない時の巧作 

ホームポジションへ巧勒しない ▼ 


① r プリセットに限定」 

カメラ制御をプリセットに「限定しない」または「限定する」から選択します。「限定する」を選択すると、 
管理者しソ外のカメラ制御をプ U セット設定したアングルのみに制限でさます。 

② r 制御権を持たない時の動作」 

ホームポジションの設定をしている状態で、制御権要求びない場合、カメラを「ホームポジションへ移動し 
ない」または「ホームポジションへ移動する」から選択します。 

「ホームポジションへ移動する」を選択した場合、カメラの制御権を誰も取得していない時は、カメラび自動 
的にホームポジションに移動します。この機能を使用する場合は、あらかじめカメラのホームポジション設 
定を行っておく必要びあります。ホームポジションの設定は、 V 目管理ツール（一 P .2-18) で行ってくださ 
し、。 


Q 詳謹定 
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カメラの制御やが部デバイス名を設定する けメラ； 


▼外部入カデバイス1〜2/外部出カデバイス1〜2 


外が入カデ/ 

外が入カデ/ 



外部出カデ/ 

外がホカデ/ 



外部入カデバイス/外部出カデノ（イスの「デバイス名」 

接続した外部デバイスを識別するため、デバイス名はぶ、ず入力してください。デバイス名（半角英数字）は 
1己文字!;(内の「"」を除く ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）で入力します。デバイス名（曰本 
語）の指定びなければ、デバイス名（半角英数字）び用いられます。デバイス名（日本語）び入力されると、 
日本語名び表示されます。外部デバイス名（日本語）には15文字しソ内の J 旧 X 0208-1 990に含まれる 
文字び使用でさます。 


固 

メモ 


管理者ビューワーやオプションの録画ソフトウェア （ VK -64/ VK -16、 同捆の VL - 
Lite ) をご利用の場合、ここで設定した外部デバイス名び表示されます。 
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JPEG 



I d 巧は品頁： 160x120 

3 

- 

1 d かは品貸： 320x240 

3 

- 

1け巧は品頁： 640x480 

3 

▼ 

d かほヴイプ：映はを信 

320x240 

▼ 

A を大フレームレート：映なを信01〜 

け30 

30.0 

Iけ巧ほサイズ：アッブロード 

320x240 

▼ 


① r 映像品質」 

JPEG による各映像サイズの送信映像品質を、1 
値び大さいほど高品質になります。 


'己（己段階）から選択します。 


⑤ r 映像サイズ：映像送信」 

送信する映像サイズを、 [160 X 120」、「320 X 240」、 [640 x 480」から選択します。各種ビュー 
ワーで使用されるデフオルトの映像サイズになります。 

③ r 最大フレームレート：映像送信」 

1秒間に送信する最大フレームレートを制限することにより、ビューワーの負荷を軽減します。最大30フ 
レーム/秒で、 0.1 〜30.0の数値を入力します。 

④ r 映像サイズ：アップ□ー ド」 

アップ□-ド機能使用時の送信映像サイズを、 [160 X 120」、「320 X 240」、 [640 x 480」から 
選択します。アップ□ー ドの設定については、 P .1-21 をご参照ください。 


MPEG-4 



Iみ巧 f ま品質 

3 

I 

I け巧ほヴイプ 

320x240 


I ぶキャブチャーフレームレート 

30 



① r 映像品質」 

MPEG -4 による送信映像の品質を、1〜5 (5 段階）から選択します。 

値び大さいほど高品質になります。 

② r 映像サイズ」 

送信する映像サイズを、「320 X 240」または「640 X 480」から選択します。 

③ r キヤ プチ ヤーフレームレート」 

キヤプチヤーフレームレートを、「10」、「1日」、 「30」( fps ) から選択します。 


映像のサイズや品質、フレームレートを設定する（映像) 



Q 詳謹定 
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映像のサイズや品質、フレームレートを設定ずる(映像) 


回 

お願い 


♦ 映像サイズを大さめに設定したり、映像品質を高めに設定すると、]フレームあ 
たりのデータ容量び大さくなり、ネットワーク負荷び高くなります。 

JPEG :フレームレートび低下する場合びあります 

MPEG-4 :映像び一時的に途切れる場合びあります 
♦ 被写体の種類や、被写体の動さによってはデータ容量び大さくなる場合びありま 
す。フレームレートの低下などび長時間にわたって継続する場合は、映像サイズ 
をルさくしたり、映像品質を低く設定し直したりしてください。 

♦ オプションの録画ソフトウエア VK -64/ VK -1 6、同捆の VK - Lite をご使用の場合 
には、録画時の八ードディスク容量にを影響しますのでごを意ください。 
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HTTP や FTP でのアップ□-ド、メ-ル通報を設定するヴップ□-ド) 



ここでは下の設定を行うことびできます。 

♦ アップ□ード全般 

アップ□ー ドの動作の設定を行います。 

♦ HTTP アップ□—ド 

HTTP 接続でのアップ□ー ドの設定を行います。 

♦ FTP アップ□ー ド 

FTP 接続でのアップ□ー ドの設定を行います。 

♦ メール 通報 

イベント情報や映像のメール送信に関する設定を行います。 


▼アップ□ード全般 


I a アップロードのみ作 


HTT 巧アッブロード 


「アップ□ー ドの動作」 

アップ□-ドの方式を「アップ□-ド無効」 「 HTTP でアップ□-ド」 「 FTP でアップ □- 


ド」から選択します。 


回 

お願い 


アップ□-ド機能を使用する場合、「イベント」メニューの設定（一 P .1-29) も 
必要になります。 

テキストと映像によるメール通報と、 HTTP / FTP アップ□-ドによる映像アップ 
□-ドを両方利用する場合は、「映像サイズ：アップ□-ド」(一 P .]-19) を「32日 
X 24日」じ(下にしてください。 

映像の大ささ、サーバーまでのネットワークの状況により、アップ□ードもしく 
はメール通報を連続して行う設定になっていると、送信しされない映像もしくは 
メールび発生する可能性びあります。この場合、イベント□グにメッセージび表 
示されます。 


固 

メモ 


アップ□ー ドやメール通報の負荷を下げるには、次のことを行ってみてください。ま 
た、サーバーまでのネットワークを含んだ設定もあわせてご確認ください。 

♦ 映像ファイルのサイズをルさくする： 

- JPEG の「映像品質」をルさな値に設定する（一 P .1-1 9)。 

- JPEG の「映像サイズ：アップ□-ド」をルさなサイズにする（一 P .1-1 9)。 
♦ アップ□ードび行われる頻度を下げる： 

-「イベント前バッファ（枚数)」、「イベント後バッファ（枚数)」の枚数を少な 
くする（一 P .1-29)。 

-「動さ検知イベント」有効時、「日 N イベント時の動作」「日 FF イベント時の動 
作」「検知あり状態時の動作」のどれかを無効にする卜 P .1-3 日)。 


詳細設定 
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HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報を設定ずる(アップロード) 


-「外部デバイス入カイベント」有効時、「日 N イベント時の動作」 「 OFF イベン 
卜時の動作」のどちらかを無効にする （^ P .1-32)。 

-「インターバルタイマーイベント」有効時、「タイマーの間隔」を長くする（一 
P .1-33)。 

♦ メール通報び行われる頻度を下げる： 

-「動さ検知イベント」有効時、「日 N イベント時の動作」「日 FF イベント時の動 
作」「検知あり状態時の動作」のどれかを無効にする （^ P . l -30)。 

-「外部デバイス入カイベント」有効時、「日 N イベント時の動作」 「 OFF イベン 
卜時の動作」のどちらかを無効にする （^ P .1-32)。 

-「インターバルタイマーイベント」有効時、「タイマーの間隔」を長くする（一 
P .1-33)。 


▼ HTTP アップ□-ド 



① r 通報内容」 

通報の内容を 「 HTTP で通知のみ行う」または 「 HTTP で映像を添付する」から選択します。 

② ruRi 」 

アップ□ー ドする URI を入力します （2 己己文字じ(内）。 

③ r ユーザー 名」「パスワード」 

認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 

④ r プ□キシヴーバー」 

プ□キシサーバーのホスト名または IP アドレスを入力します (63 文字じ(内)。 

⑥ r プ□キシポート番号」 

プ□キシサーバーのポート番号を入力します（デフォルトは「80」）。 

⑥ 「プロキシユーザー名」「プ□キシパスワード」 

プ□キシサーバーのユーヴー名とパスワードを入力します。 

⑦ r パラメーター （query string)」 

パラメーターの入力をします （127 文字！;(内）。「％」文字によるパラメーター記述び可能です（一 P ..5-2)。 


⑥ 「HTTP アップ□-ドテスト」 

[実行]ボタンを押すと、適用済みの設定値に対してアップ□ー ドテストを行います。 
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HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報を設定ずる(アップロード) 


▼ FTP アップ□-ド 



け适巧の容 

映傑を FTP する 

d FTP サーバー 63 文字 Wl 

ftpserver 

d ユーザーを31 文字な巧 

username 

々パスワード 6 なぞ"巧 

*«♦«**« 貪 

け PASV モード 

使用する 

- 1 

，ファイルアジブロー ドバス 
け255 文字な巧 

1 

0ファイルを記録方す 

年月日時み抄 ms 

芽 1 

0 FTP アツブロードテスト 



① r 通報内容」 

通報の内容は「映像を FTP する」に設定されます。 

② 「FTP ヴーバー」 

FTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力します (63 文字じ(内)。 

③ !"ユーザー 名」「パスワード」 

認証にぶ、要なユーヴー名とパスワードを入力します。 

④ IPASV モード」 

FTP によるアップ□-ドを行う際に、 PASV モードを「使用する」または「使用しない」から選択します。 

⑥ 「ファイルアップ□-ドパス」 

映像ファイルアップ□ー ド先のノくス名を入力します (255 文字!;(内）。 

⑥ r ファイル名記録方式」 

ファイル名記録方式を設定します。 

「年月日時分秒 ms」 

"{年 U 月 U 曰 U 時 U 分}けが{ミリ秒 Up 呂"というファイル名で映像をアップ□-ドします。（例: 
20080123112122000 jp 呂） 

「年月日サブディレクトリ/時分秒 ms」 

"件 H 月 H 日 r という名前のサブディレクトリを作成した上で"{時り分 H 秒 H ミリ秒邮呂"というファイル名 
で日央像をアップ□—ドします。り列： 20080123/112122000 jpg ) 

r ル—プ」 

「最大ループ数」で設定した値を上限とする番号をファイル名として、映像をアップ□ー ドします。（例 
: 0000 jpg, 0001 jpg) 

「ユーザー設定」 

「作成サブデイレクト U 名」と「作成ファイル名」で指定されたファイル名で映像をアップ□ー ドしま 
す。 


a ファイルを記録方ま 

ルーブ ▼ 

みを大 ルー ブ巧〇-" 99 

0 


wm 「プ□キシサーバー」「プ□キシポート番号」「プ□キシューヴー名」「プ□キシパス 
ワード」は、プ□キシ経由で接続する場合に入力してください。 


詳細設定 


r 最大 ループ 数」 

記録方式を「ループ」にした場合、最大ループ数を〇〜9999の範囲で入力します。 
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HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報を設定ずる(アップロード) 


け ファイルを記録方す 

: L ープー設定 - 

作成サブディレクトリを 
。 。な字な巧 


d 作成ファイルを12な字口内 

image.jpg 

け FTP アツブロードテスト 



「作成サブディレクトリ名」「作成ファイル名」 

記録方式を「ユーヴー設定」にした場合、作成するサブディレクト U 名および作成ファイル名を入力し 
ます （127 文字じ(内）。入力は、「％」文字によるパラメーター記述び可能です（一 P . 己-2)。 

⑦ 「FTP アップロードテスト」 

[実行]ボタンを押すと、適用済みの設定値に対してアップ□ー ドテストを行います。 


▼メール通報 



① r 通報内容」 

通報の内容を「テキストのみ」または「テキストと映像」から選択します。 

② r メールヴーバー」 

SMTP ヴーノく一のホスト名または IP アドレスを入力します (63 文字内)。 

③ r メールポー ト番号」 

SMTP ヴーバーのポート番号を入力します（デフォルトはに引）。 

④ r 差出人メールアドレス （From)」 

メール発信するアドレスを設定します (63 文字内)。 

⑥ r 宛先メールアドレス （To)」 

メール受信するアドレスを設定します (63 文字 I 乂巧)。 
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HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報を設定ずる(アップロード) 


⑥ r メール認証方式」 

メール認証方式を、「なし 」 「POP before SMTP 」「 SMTP - AUTH 」 から選択します。 

送信先 SMTP サーバーの認証方式に合わせて設定してください。 

「ユーザー名」「パスワード」 「POP サーバー」 

メール認証方式を 「POP before SMTP 」 にした場合、認証に必要なユーヴー名とパスワード 、 POP 
サーバーのホスト名または IP アドレスを入力します。 



r ユーザー 名」「パスワード」 

メール認証方式を 「 SMTP - AUTH 」 にした場合、認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 



⑦ 「表題」 

メール送信時の表題を入力します （3] 文字!;(内）。 

⑧ 「本文」 

メール送信時の本文（テキスト）を入力します （2 己己文字じ(内）。テキストには「％」文字によるパラメー 
ター記述び可能です（一 P .5-2)。 

⑨ r メール 通報テスト」 

[実行]ボタンを押すと、適用済みの設定値に対してメール通報テストを行います。 


詳細設定 
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映像ヴ-パ-、才-ティオサ-パ-、 HTTP サ-パ-を設定するけ-パ’-) 



ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

参映像 サーバー 

本機から映像配信するための設定を行います。 

参オーディオヴーバー 

音声の送受信に関する設定を行います。 

♦ HTTP ヴーバー 

HTTP ポートや Web ページ配信の設定を行います。 

V ノ 


▼映像ヴーバー 


d 最大クライアント致 0-30 

30 

d 最大初な巧待ち巧〇~30 

30 

け最大巧技時巧(巧） 0-65535 

0 

d カメラ制巧時巧(巧） 1-3600 

20 


① r 最大クライアント数」 

本機に同時に接続でさるクライアント数の最大値を設定します。最大30クライアントまで設定でさます。 
0のとさは、管理者ビューワー！;(外の接続は禁止されます。 

② r 最大制御権待ち数」 

ビューワーからカメラ制御権の要求を受け付けるクライアント数を設定します。最大数は3 0で、 
〇〜30の整数を入力します。0のとさは、管理者外のカメラ制御は禁止されます。 

③ r 最大接続時間（秒)」 

個々のクライアントび本機に接続でさる時間を秒単位で設定します。 


④ r カメラ制御時間（秒)」 

ビューワーからカメラ制御びでさる最大時間を設定します。最大は3目00秒で、1〜3目00の整数を入力 
します。 
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映像サ —ノ I — 、才ー デイオヴ —ノ I — 、 HTTP ヴ — パーを設定する（ヴ —/ (—) 


▼オーァイオヴーバー 



オーディオサー/ 


① r カメラからの音声送信」 

「送信する」を選択すると、カメラに取り付けたマイクで入力した音声を VB-C 目0ビューワーに送信するこ 
とびでさます。 

② r 入力音量」 

入力する音声の音量を、1〜100の範囲で設定します。値び大さいほど、入力音量は大さくなります。 

③ r 無音検出」 

「検出する」を選択すると、音声び無音になったとさ、音声データの送信データ量を一時的に減らします。こ 
れにより使用するネットワークの負荷を減らすことびでさます。 

④ r ビューワーからの 音芦受信」 

「受信する」を選択すると、オプションの VK ビューワー、または同捆の VK-Lite ビューワーから発信した 
音声を受信し、カメラに取り付けたアンプ付さスピーカーで出力することびでさます。 

⑥ r 出力音量」 

出力する音声の音量を、1〜100の範囲で設定します。値び大さいほど、出力音量は大さくなります。 

⑥ r エコー キャンセラー」 

「使用する」を選択すると、マイクとスピーカーの間で発生するエコーを防ぎます。 

⑦ 「音芦入カモード」 

マイクの入力を設定します。「ライン•イン」「マイク•イン（ダイナミックマイク）」「マイク•イン（コン 
デンヴーマイク）」から選択します。 


• 音声送信 
•入力音量 
• 無音検出 



詳細設定 


• 音声受信 
• 出力音量 


















































映像ヴ —ノ I— 、 才ーデイオサ —ノ r— 、 HTTP ヴ — パーを設定する（ヴ —/ (—) 


回 

お願い 


♦ マイクの仕様に合わせて、ライン-インとマイク-インを設定ページから切り換 
えてご使用ください（一 P . 1-27)。 

間違えて使用した場合、本機やマイクの故障の原因になりますので、正しい設定 
を行ってください。 

♦ 使用されるマイクの特性で、音量-音質などび変化する場合びあります。 

♦ 本機の音声出力端子から音声を送信するには、 VK - Lite ビューワーをご使用くだ 
さい。 VB - C 60 ビューワーからは音声を送信できません（一必スタートガイド 
P .1-7)。 


♦ 本機に接続するスピーカーはアンプ付さのものをご利用ください（一息スター 
トガイド P .3-7)。 


♦ 「エコーキャンセラー」を「使用する」を選択すると、音質や音量に影響を及ぼす 
可能性びあります。設置環境や使用ち法にあわせ、必要に応じてご利用ください。 


♦ 音声を送信する際には、「音声に関するを意事項」（^感スタートガィド P . xi ) を 
よくお読みください。 


▼ HTTP ヴーバー 




I a HTTP ボートま号抓，1024…65535 

80 - 

|a Web ページのグロー/ \ルアドレス 

IP アドレス ▼ 

- IP アドレス （ Web ページのグ□—バル 
。ァドレス） 


.ポートを号 （ We いージのグローバル 
1 。 ァドレス） 1-65535 



① 「HTTP ポート番号」 

HTTP ポート番号を、80、1024〜目己己35の範囲で設定します。 
通常は「80」（出荷時設定）を利用します。 


② rweb ぺージ①グ□-バルアドレス」 

ルーターの NAT 機能を利用して固定のグ□ーバルアドレスを本機に割り当てて利用するような場合卜 P .4- 
10)、 ここにグ□ーバルアドレスとポート番号を設定してくださし、 「 IP アドレス」を選択した場合は 、 「IP 
アドレス」欄に指定された IP アドレスを入力します。「ホスト名」を選択した場合は、「ネットワーク」の 
「 DNS 」 で指定したホスト名び使用されます。 「 DNS 」 で必要な設定を行ってください （一 P .1-9)。 


回 

お願い 


♦「 HTTP ポート番号」の設定を変更する場合は、起動中のブラウヴーからカメラに 
接続でさなくなる可能性びあります。「再起動び必要となる項目の設定」のお願い 
(一 P . 1 -42) に記載しているま意事項を事前にご確認ください。 

♦「 Web ページのグ□ーバルアドレス」で riP アドレス」を選択した場合は 、 「IP 
アドレス （ Web ぺージのグ□-バルアドレス)」と「ポートき号（同)」の両方を 
必ず設定してください。「ホスト名」を選択した場合は、 r ネットワーク」設定ぺ一 
ジの 「 DNS ー ホスト名」も必ず設定してください。 
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ここでは下の設定を行うことびできます。 

参映像バッファ 

映像ノ くッファに映像を一時保をする際の設定を行います。 

♦ 動さ検知 

動さ検知時の動作の設定を行います。 

♦ 外部デバイス入力 

外部デバイス入力でイベント時の動作の設定を行います。 

参インターパルタイマー 

メール通報やアップ□ード時のタイマー間隔の設定を行います。 

♦ 再生音ファイル登録 

再生音として登録する音声フアイルの設定を行います。 


▼映像バッファ 



Iなフレームレート1〜10 

1 

|d イペント前バッファ（巧を） 0-100 

0 

|d イベント後バッファ（巧数） 0-100 

0 


① 「フ レームレー ト」 

映像ノ くッファに映像を一時保存する際のフレームレートを設定します。 

② 「イベント前バッファ（枚数)」 

イベント発生からさかのぼって一時イ呆存する映像の枚数を設定します。 

③ 「イベント後バッファ（枚数)」 

イベント発生後に一時保存する映像の枚数を設定します。 


回 


映像バッファの最大容量は、約 4 M 目です。 

映像サイズを大きく設定している場合、フレームレート、イベント前バッファ、イ 
ベント後バッファび、設定通り実行できない場合びあります（一 P . 1-21)。 

設定通りバッファび実行できない場合、イベント□グにメッセージび表示されま 
す。 

イベント□グび発生していないことをご確認の上ご使用ください（一 P . 1-21)。 


映像 A ツファ、動き觀、音謂生、インターバルタイマーの醜(イベント) 
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映像蓄積、 勤き㈱田、 音芦再生、インターバルタイマーの設定(イベント) 


▼動き検知 


お)きお巧 〇 

d 動き技巧イベント 

有効 

0 

a ON イベント時の君)作 

有効 - 

0 

a OFF イベント時の勤作 

有効 ▼ 

〇 

0巧かありが態時の動作 

有効 ▼ 

0 

け アツブロード 

実行する ▼ 

0 

巧 メール 适巧 

実行する ， 

の 

〇 ON イベント時の音声再生 

再生する ， 

© 

〇 OFF イベント時の音声再生 

再生する - 

〇 

d 再ち音 

sound 1 ▼ 

⑩ 

a 音量1〜100 

50 

の 

a ON イペント時の自勤追馬 

自動で首おり動作する - 

⑩ 

a 最大追尾時問けが 1-300 

60 


① 「動き検知イベント」 

動さ検知イベントの有効/無効を表示します。この項目の値は V 巨管理ツールの動さ検知設定ツールで変更 
することびできます（一 P .2-27)。 

② 「ON イベント時の動作」 

日 N イベント時の動作を選択します。「有効」を選択すると、「検知あり」の状態になったとき （ ON イベント) 
をさっかけに、アップ□ー ドとメール通報の動作び有効になります。 

③ rOFF イベント時の動作」 

日 FF イベント時の動作を選択します。「有効」を選択すると、「検知あり」の状態を終了したとき（日 FF イべ 
ント）をさっかけに、アップ□ー ドとメール通報の動作び有効になります。 

④ 「検知有り状態時の動作」 

動さ検知しているとさの動作を選択します。「有効」を選択すると、動さを検知している期間、アップ□ー ド 
とメール通報の動作び有効になります。 


⑥ 「アップ□-ド」 

アップ□ー ドの動作を選択します。「実行する」を選択すると、動さ検知イベントびあるとさに、アップ□一 
ドを実行します。また、使用するためには「アップ□ー ド」メニューの「アップ□ー ド全般」サブメニュー、 
および 「 HTTP アップ□ー ド」または 「 FTP アップ□ー ド」サブメニューの設定を必要です。 

⑥ 「メール通報」 

メール通報の動作を選択します。「実行する」を選択すると、動さ検知イベントびあるとさに、メール通報を 
実行します。また、使用するためには「アップ□ー ド」メニューの「メール通報」サブメニューの設定も必 
要です。 


⑦ 「ON イベント時①音声再生」 

日 N イベント時の音声再生の動作を選択します。「再生する」を選択すると、「検知あり」の状態になったと 
さ（日 N イベント）に、「再生音名 r 」 で指定した音声を再生します。 

⑧ 「OFF イベント時の音声再生」 

日 FF イベント時の音声再生の動作を選択します。「再生する」を選択すると、「検知あり」の状態を終了した 
とき （ OFF イベント）に、「再生音を」で指定した音声を再生します。 

⑨ 「再生音を」 

再生する再生音を選択します。再生音の登録は、 P .1-34 をご参照ください。 

⑩ 情量」 

再生音の音量を1〜100の整数の間で設定します。値び大さいほど音量は大さくなります。 
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映像蓄積、 勤き㈱田、 音声再生、インターバルタイマーの設定(イベント) 


⑩ 「ON イベント時の自動追尾」 

自動追尾の動作を選択します。「自動で首振り動作する」を選択すると、「検知あり」の状態になったとき （ON 
イベント）に、自動で首を振る動作を開始します。 


⑩ 「最大追尾時間（秒)」 

自動追尾を続ける時間を1 


'300 秒の間で設定します。 



固 

メモ 


動さ検知で、動作のさっかけとなるものにはのものびあります。 

-日 N イベント 
-日 FF イベント 

•検知あり状態（検知ありの期間） 

それぞれのさっかけに対して、「アップ□ー ド•メール通報有効」の場合、下の 
動作び設定でさます。 

-アップ□-ド 
- メール 通報 

上記の動作の内容は、それぞれ1；(下で設定でさます。 

-アップ□-ド：「アップ□-ド」メニュー与「アップ□-ド全般」ヴブメニュー 
および 「 HTTP アップ□-ド」ヴブメニューまたは 「 FTP アッ 
プ□-ド」ヴブメニュー 

-メール通報：「アップ□-ド」メニュー与「メール通報」サブメニュ ー 

また、アップ□ー ドで、映像をアップ□ー ドする設定にした場合、「イベント」メ 
ニューの「映像バッファ」サブメニューの設定に従った映像をアップ□ードしま 
す。 

動さ検知のイベントに対して一切の動作び設定されていない場合でち、「動さ検 
知イベント」び有効であれば、 I ソ下の標準動作び行われます。 

-クライアントへのイベント通知 

このほかに、日 N イベント時と日 FF イベント時それぞれに対して「音声再生」を 
「再生する/再生しない」の設定を、別途行ラことびでさます。 

動さ検知のを意事項については、逆スタートガイド P . xi をご参照ください。 


詳細設定 
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映像蓄積、 勤き㈱田、 音声再生、インターバルタイマーの設定(イベント) 


▼外部デバイス入力 


外部デバイス入力 〇 

々外部デバイス入カイベント 

有効 - 

外部デバイス入力 1 0 

对 ON イベント時の勤作 

有効 ▼ 

0 

d OFF イベント時の動作 

有効 ▼ 

〇 

0 ブりた ット 

ブリセット 1 ▼ 

0 

け アツ ブロード 

実行する ▼ 

0 

け メール 通巧 

実行する ▼ 

の 

a ON イベント時の音京再ち 

再生する ， 

© 

a OFF イベント時の音声再生 

再生する - 

0 

々再ち音 

sound2 I 

⑩ 

a 音量 1 〜 100 

50 


① 「外部デバイス入カイベント」 

外部デバイス入カイベントの「有効」「無効」を選択します。 

② 「ON イベント時の動作」 

日 N イベント時の動作を選択します。「有効」を選択すると、外部デバイスから日 N 入力びあったとさ(日 N イ 
ベント）をさっかけに、プ U セット動作とアップ□ー ドとメール通報の動作び有効になります。 

③ rOFF イベント時の動作」 

日 FF イベント時の動作を選択します。「有効」を選択すると、外部デバイスからの入力び日 FF になったとき 
(日 FF イベント）をきっかけに、プ U セツト動作とアップ□ー ドとメール通報の動作び有効になります。 


④ 「プリセット」 

プ U セット位置を選択します。外部デバイスからのイベントでカメラ操作したい場合は、 V 目管理ツールの 
プ U セット設定ツールで適当なプ U セット位置を設定した上で (- P .2-18). 対応するプリセットを「プリ 
セット1」から「プ U セット20」の値で選択してください。カメラ操作の必要びない場合は「プリセット 
を指定しない」を選択してください。 

⑥ 「アップ□-ド」 

アップ□ー ドの動作を選択します。「実行する」を選択すると、外部デバイス入カイベントびあるとさに、アッ 
プ□ー ドを実行します。また、使用するためには「アップ□ー ド」メニューの「アップ□ー ド全般」ヴブメ 
ニュー、および 「 HTTP アップ□-ド」または 「 FTP アップ□-ド」サブメニューの設定も必要です。 

⑥ 「メール通報」 

メール通報の動作を選択します。「実行する」を選択すると、外部デバイス入カイベントで「有効」のとさに、 
メール通報を実行します。また、使用するためには「アップ□ー ド」メニューの「メール通報」サブメニュー 
の設定ち必要です。 

⑦ 「ON イベント時①音声再生」 

日 N イベント時の音声再生の動作を選択します。「再生する」を選択すると、外部デバイスから日 N 入力び 
あったとさに、「再生音名 r 」 で指定した音声を再生します。 

⑧ 「OFF イベント時の音声再生」 

日 FF イベント時の音声再生の動作を選択します。「再生する」を選択すると、外部デバイスからの入力び日 FF 
になったとさに、「再生音を」で指定した音声を再生します。 

⑨ 「再生音を」 

再生する再生音を選択します。再生音の登録は、 P .1-34 をご参照ください。 

⑩ 「音量」 

再生音の音量を1〜100の整数の間で設定します。値び大さいほど音量は大さくなります。 


1-32 
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固 

メモ 


動作のさっかけとなるものには下のものびあります。 

- ON イベント 

- OFF イベント 

それぞれのさっかけに対して、「アップ□ー ド•メール通報有効」の場合、1；(下の動 
作び設定でさます。 

-アップ□-ド 
-メール 通報 
•プ U セッ h 制御 

上記の動作の内容は、それぞれ1；(下で設定でさます。 

•アップ□-ド：「アップ□-ド」メニュー与「アップ□-ド全般」ヴブメニュー 
および 「 HTTP アップ□-ド」ヴブメニューまたは 「 FTP アッ 
プ□-ド」ヴブメニュー 

-メール通報 ：「アップ□-ド」メニュー与「メール通報」サブメニュ ー 

-プ IJ セット制御： V 目管理ツールづプ U セット設定ツールおよび「イベント」メ 
ニューづ「外部デバイス入力] 〇「2」ヴブメニュー与 r プ U セッ 
卜」設定項目 

また、アップ□ー ドで、映像をアップ□ー ドする設定にした場合、「イベント」メ 
ニューの「映像バッファ」サブメニューの設定に従った映像をアップ□-ドします。 

外部デバイス入力のイベントに対して一切の動作び設定されていない場合でち、「外 
部デバイス入カイベント」び有効であれば、下の標準動作び行われます。 

-クライアントへのイベント通知 

このほかに、 ON イベント時と日 FF イベント時それぞれに対して r 音声再生」を「再 
生する/再生しない I の設定を、別途行うことびでさます。 


r インター八ルタイ7— 


インターバルタイマー 〇 

々インターバルタイマーイペント 

有効 

- 


d タイマーの間隔 

1み 

▼ 

0 

d アツ ブロード 

実行する 

- 

〇 

d メール通報 

実行する 

- 


①「インターバルタイマーイベント」 

タイマーイベントの「有効」「無効」を選択します。 


⑤「タイマーの間隔」 

タイマーの間隔を「1秒」 


「24時間」までのプルダウンメニューから選択します。 


③ 「アップ□-ド」 

アップ□ー ドの動作を選択します。「実行する」を選択すると、設定した間隔でアップ□ー ドを実行します。 
また、使用するためには「アップ□ー ド」メニューの設定を必要です。 

④ 「メール通報」 

メール通報の動作を選択します。「実行する」を選択すると、設定した間隔でメール通報を実行します。 


Q 詳謹定 
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インターバルタイマーで、動作のさっかけとなるのは、「タイマーの間隔」ごとのイ 
ンターバルタイマーイベントです。 


このさっかけに対して、「アップ□ー ド-メール通報有効」の場合、 I ソ下の動作び設 
定できます。 

-アップ□-ド 
-メール通報 


上記の動作の内容は、それぞれ政下で設定でさます。 

.アップ□-ド：「アップ□-ド」メニューづ「アップ□-ド全般」ヴブメニューお 
よび 「 HTTP アップ□-ド」ヴブメニューまたは 「 FTP アップ □- 
ド」ヴブメニュー 

•メール通報：「アップ □ —ド」メニューづ「メール通報」ヴブメニュー 


▼再生音フアイル登録 


巧を音ファイル査る 


〇 爹おファイル 

I 参昭 . I 



け再を音を 15 女をは内 



① 「参照ファイル」 

再生音として登録する音声ファイルを指定します。 

② 「再生音名」 

再生音として登録する音声ファイルに名前を設定します （ 15文字！;(内）。 

登録済みの音声を削除するには、削除したい再生音名の横にある悄リ除]ボタンをク U ックします。 



設定できる音声ファイルは、再生時間び2 日 秒まででファイル形式び 「. wav 」 iu - 
law、PCM 8 ビット。 ヴンプ U ング周波数 8 日日日 Hz 、 モノラル）のみです。 
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ユーザーのアクセス権を設定する（アクセス制御） 



ここではじ(下の設定を行うことびでさます。 

♦ 登録 ユーザー アカウント 

本機へ接続でさるユーヴーを登録します。 

♦ ユーザー 権限 

登録ユーヴーと 一 般ユーヴーの権限を設定します。 

♦ ホストアクセス制御 

アクセスを許可するホストと制限するホストを指定します。 


▼登録 ユーザー アカウント 



ユ—ザ—を S 女ずな内 
バスワード8女をな内 




① r ユーザー 名」「パスワード」 

ユーヴー名とパスワードを入力し、[追力日]ボタンをク U ックすると、ユーヴー U ストに登録ユーヴーを追加 
します。 

ユーヴー名には8文字!;(内（半角）の A - Z 、 a - z 、0-9 の文字び使用できます。 

パスワードには8文字！;(内（半角）の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用でさます。 

(D r ユーザーリスト」 

登録されたユーヴーの U ストを表示します。これらのユーヴーに対してユーヴー権限を設定することびでさ 
ます。管理者 ( root ) I ツ外に、最大曰0ユーヴーまで登録できます。 

また、ち側の ▲ ▼ ボタンでユーヴーの並び順を切り換えることびでさます。 

ユーヴーを削除する場合は、ユーヴー U ストからユーヴーを選択して、梢り除]ボタンをク U ックします。 


▼ユーザー権限 





特巧カメラが》 

一巧カメラ巧な 

W を£信 

音声丘信 

d 

査致ユープー 

17 

17 

17 

厂 


一た ユーザー 


口 

17 

厂 


[特権カメラ制娜[-般カメラ制御][映像配信][音声配信] 

登録ユーヴーと一般ユーヴーのユーヴー権限を設定します。それぞれに対して、利用を許可する項目にチェッ 
クを入れてください。 



詳細設定 
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ユーザーのアクセス権を設定する(アクセス制御) 



登録 ユー ヴ ーは 一般 ユー ヴーよりち上位の権限を設定でさます。 


▼ホストアクセス制御 


け本ストリスト 30 巧目 H 内 


け HTTP サーバー にこのリストを適用 

通用しむい 

- 

a W をを信にこのリストをさ巧 

通吊しない 

▼ 

d 音声を信にこのリストを遮巧 

通巧しない 

▼ 


① r ホストリスト」 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定一覧を表示します。 

② 「HTTP サーバーにこのリストを適用」 

「適用する」を選択すると、 HTTP サーバーへのアクセスにホスト U ストを適用します。各種ビューワーか 
らのアクセスだけでなくトップページや設定ページへのアクセスも制限されます。 

映像送信と音声送信にち適用されます。 


③ 「映像送信にこのリストを適用」 

「適用する」を選択すると、映像送信機能の利用にホストリストを適用します。各種ビューヮーからのァクセ 
スを制限することびでさます。 

音声送信にも適用されます。 

④ 「音声送信にこのリストを適用」 

「適用する」を選択すると、音声送信機能の利用にホスト U ストを適用します。音声の利用を制限することび 
でさます。 


回 

お願い 


♦ ホスト U ストび無い場合には、すべてのホストにアクセスび許可されます。 

♦ すべてのアクセスを禁止するようなホスト U ストび与えられた場合には、ホスト 
制限機能は無効となり、すべてのホストにアクセスび許巧されます。 

♦ HTTP 接続でプ□キシサーバー経由のアクセスを禁止するには、プ□キシサー 
バーのアドレスを設定する必要びあります。 

•誤ったホスト制限設定を行ラと、設定ページへのアクセス自体び禁止され、工場 
出荷時設定に戻す外に復旧する手段びなくなることびあります。 

♦ ホストアクセス制御をする場合は、 IPv 6 での本機への接続はでさません。 

♦ 「ホスト U スト」 「 HTTP ヴーパーにこの U ストを適胤の設定を変更する場合は、 
起動中のブラウヴーからカメラに接続でさなくなる可能性びあります。「再起動び 
必要となる項目の設定」のお願い (- P .1-42) に記載しているま意事項を事前 
にご確認ください。 
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ユーザーのアクセス権を設定ずる(アクセス制御) 


m ホスト制限機能は、ビューワーなどのクライアントアプ U ケーシヨンび稼働するホス 
^卜を限定する機能であり、下記の記述形式からなるエント U を一つまたは複数記述し 
た U ストによってアクセス制限を実現します。 

記述お式 

[ ! ] addr [ - add 「2 ] 

♦ " ad か"は標準 IP アドレス形式で記述します。 

参" ad か"と " ad か 2" は IP アドレスの範囲を与えるもので、ある I P アドレス A び ad か1；( 
上 ad か2 I ソ下であれば、 A は ad か- ad か2に含まれます。 ad か2は省略可能で、省略時 
は addr と同じ値になります。 

♦ エント U の先頭び"！"であれば、アクセスは禁止され、"！"びなければアクセスび許可さ 
れます。 

♦ あるホストのアドレスび複数のエント U に対応している場合、ホストリストの先頭から最初 
に対応するエント U の設定でアクセス許可/禁止び判定されます。したびって、し:!下の例3 
〜己では禁止するアドレスのエント U の前に、許可するアドレスのエント U を指定する必要 
びあることにミち意してください。 

♦ リストに含まれる冗長なエントリや矛盾するエントリは、リストから自動的に削除されます。 
♦ ホストのアドレスびどのエント U にち属さないとさは、アクセスは許可されます。 

記述例 

例1 . あるホスト①アクセスを禁止ずる 

!172.20 .0.10 

172.20 .0. 10のアドレスのホストからのアクセスは禁止されます。 

例 2. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずる 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から] 72.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されます。 

例 3. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを許可し、それ外のアクセスを禁止ずる 

172.20 .0.10-172.20.0.1 2 
の.0.0 .0-255.255. 2已5.0 

1 72.20.0. 10から1 72.20.0.12 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスのみ許可さ 
れます。 

例 4. あるアドレスの節囲のホスト①アクセスを禁止ずるび、その節囲内のあるアドレスのホス 
卜は許可ずる 

172.20 .0.10 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から172.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、172.20 .0. 10のアドレスのホストからのアクセスのみ許可されます。 

例己あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずるび、その節囲内のあるアドレスの節囲 
のホストは許可ずる 

172.20 .0.10-172.20.0. 15 
!172.20.日. 0-172.20.0.20 

172.20 .0.0 から172.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、1 72.20.0.10 から172.20 .0.1 己までのアドレスの範囲のホストからのアクセスは許 
可されます。 


詳細設定 
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IPsee の設定 ( IPsec ) 




IPsec 




■; 再起み I 





ここではじ(下の設定を行うことびできます。 

♦ IPsec の各種設定を5つの通信相手まで巧えます。 

V ノ 


▼ IPsec セット 

IPsec セットは]〜己まであり、各 IPsec セットに]つの通信相手の IPsec 設定びできます。 



d IPsec 設定方ま 

手動設定 

▼ ■ 

け IPsec 動作モード 

トンネルモード 

▼ ■ 

〇接镜先アドレス （IPv4/IPv6) 

192.168.200 0 ■ 

け送信元アドレス （IPv か IPv6) 

192.168.1001 - 

け IPsec ブロトコル 

ESP 

■1 

_セキュリティヴートウIイのアドレス 

口 （IPv4/IPv6) 

192.168 .10.1 ■ 

a 接結先のブレフィックス長 

24 ■ 


① riPsec 設定方法」 

IPsec を使用する場合は、「手動設定」を選択します。 IPsec を使用しない場合は、 「 IPsec 無効」を選択し 
ます。 


② riPsec 動作モード」 

IPsec の動作モードを「トンネルモード」または「トランスポートモード」から選択します。 


③ 「接続巧アドレス （ IPv 4/ IPv 6)」 

接続先の IP アドレスを入力します。 


④ 「送信元アドレス （ IPv 4/ IPv 6)」 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑥^ IPsec プ□トコル」 

使用する IPsec プ□卜]ルを ESP 」、[ AHJ またはに SP と AH 」 から選択します。 
「 ESP 」 を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目のみ入力します。 

「 AH 」 を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入力します。 

「 ESP と AH 」 を選択した場合は、すべての設定項目を入力します。 


⑥ 「セキュリティゲートウェイのアドレス （ IPv 4/ IPv 6)」 

②の IPsec 動作モードを「トンネルモード」に設定した場合、セキュリティゲートウェイの IP アドレスを 
設定します。 

⑦ 「接続先のプレフィックス長」 

②の IPsec 動作モードを「トンネルモード」に設定した場合のみ必要な設定です。 

接続先のプレフィックス長は、〇〜128の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、〇〜32の間で入力します。 


1-38 


















IPsec の設定 (IPsec) 


⑥ rSA ESP 暗号化アルゴリズム」 

ESP の暗号化アルゴリズムを、接続先の機器びヴポートしている暗号化アルゴリズムにあわせて、 「 AES 」 
「3 DES 」「 DES 」「 NULL 」 から選択します。 

通常は 「 AES 」 または 「3 DES 」 での運用をお勧めします。 

⑨ rSA ESP 認証アルゴリズム」 

ESP の認証アルゴリズムを、接続先の機器びヴポートしている認証アルゴ U ズムにあわせて 「 HMAC _ SHA 1_96」 
「 HMAC _ MD 己_9目」「認証なし」から選択します。 

「 ESP 」 のみを使用する場合、「認証なし」は選択でさません。 

⑩ rSA ESP 暗号鍵（送信)」 

送信用 SA の暗号鍵を設定します。⑨び 「 AES 」 ならば 128 bit 、「3 DES 」 ならば 192 bit 、「 DES 」 な 
らば目 4 bit に相当する1目進数で設定してください。 「 NULL 」 の場合は設定不要です。 

⑩ rSA ESP 認話鍵（送信)」 

送イ言用 SA の認、証鍵を言ミ定します。⑨び 「 HMAC _ SHA 1_9 目」ならば1目 Obit 、「 HMAC _ MD 5_9 目」な 
らば 128 bit に相当する1目進数で設定してください。「認証なし」の場合は設定不要です。 

⑩ rSA ESP SPI (送信)」 

送信用 SA の SPI の値を設定します。2己目〜42949目729己の間で設定してくださし、 

⑩ rSA ESP 暗号鍵（受信)」 

受信用 SA の暗号鍵を設定します。⑨び 「 AES 」 ならば 128 bit 、「3 DES 」 ならば 192 bit 、「 DES 」 な 
らば目 4 bit に相当する1目進数で設定してください。 「 NULL 」 の場合は設定不要です。 

⑩ rSA ESP 認話鍵（受信)」 

受信用 SA の認証鍵を設定します。⑨び 「 HMAC _ SHA 1_9 目」ならば1目 Obit 、「「 HMAC _ MD 己_9目」 
ならば 128 bit に相当する1目進数で設定してください。「認証なし」の場合は設定不要です。 

⑩ rSA ESP S 円 （受信)」 

受信用 SA の SPI の値を設定します。2己目〜42949目729己の間で設定してくださし、。設定値は SA を 
識別するための ID 番号として使用されるので、受信用の SPI として、他の ESP の SPI と同じ値を指定 
しないよラにごミち意ください。 



■⑥の 「 IPsec プ□トコル」を 「 ESP 」 または 「 ESP と AH 」 に設定した場合、しソ下の項目の設定び必要に 
なります。 


け IPsec プロトコル 

ESP マ ■ 

，セキュリティヴートウエイのアドレス 
口 (IPv4/IPv6) 

192.168 .10.1 ■ 

d 接镜先のブレフィックス長 

24 ■ 

0 SA ESP 暗号化アルゴリブム 

AES ▼ ■ 

0 SA ESP 認証アルコ’リブム 

HMAC SHA1 96 ▼ ■ 

d SA ESP 暗号達（送信） 

OF 445981 962E9AC7E 79385 E037C35FC3 ■ 

a SA ESP 認証堯（送信） 

BB 64787768 DFC8DE7EB4D84EC81B 45316 

8F 犯 32F ■ 

a SA ESP SR (送信） 

1000 ■ 

d SA ESP 暗号结（受信） 

6F822A 37272 BF55EB581A91A53770C57 ■ 

d SA ESP 認 IE 堯（受信） 

81E4DC 85387 FB09192B26CA1A2FBD 97202 

15 犯 96 ■ 

a SA ESP SPI (受信） 

2000 ■ 


^詳謹定 


⑥③⑩⑩⑩⑩⑩嚴 
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IPsec の設定 (IPsec) 


■⑥の 「IPsec プ□トコル」を 「AH」 または 「ESP と AH」 に設定した場合、1ソ下の項目の設定び必要にな 
D ます。 


⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

娜 

⑩ rSA AH 認証アルゴリズム」 

A H の認証アルゴリズムを、接続先の機器びサポートしている認証アルゴ U ズムにあわせて、 
「HMAC_SHA1_9 目」または 「HMAC_MD 己_9目」から選択します。 

⑩ rSA AH 認話鍵（送信)」 

送信用 SA の認証鍵を設定します。⑩び 「HMAC_SHA1_9 目」ならば1目 Obit、「HMAC_MD 己_9目」な 
らば 128bit に相当する1目進数で設定してください。 

⑩ rSA AH SPI (送信)」 

送信用 SA の SPI の値を設定します。2己目〜42949目729日の間で設定してください。 

⑩ rSA AH 認話鍵（受信)」 

受信用 SA の認証鍵を設定します。⑩び 「HMAC_SHA1_9 目」ならば1目 Obit、「「HMAC_MD 日_9目」 
ならば 128bit に相当する1目進数で設定してください。 


け IPsec プロトコル 

AH > ■ 

—セキュリティヴートウエイのアドレス 
0 ( IPv 4/ IPv 6) 

192.168 .10.1 ■ 

み接镜先のブレフィックス長 

24 - 

a SA AH 認11アルゴリブム 

HMAC SHA1 96 ▼ ■ 

aSA AH 認証结（送信） 

6F 92282 D51B290EA4B51D8833A4EFF295A 
6E5F40 

々SAAH SPI (送信） 

3000 ■ 

々SAAH 認郭结（受信） 

7E0E6F639A0A81A83B6C5642EFE 85988 1B 
2883AE 

々SAAH SPI (受信） 

4000 - 


® rSA AH SPI (受信)」 

受信用 SA の S 円の値を設定します。2己目〜42949目729己の間で設定してくださし、。設定値は SA を 
識別するための ID 番号として使用されるので、受信用の SPI として、他の AH の SPI と同じ値を指定し 
ないよラにごを意ください。 


m • 本機を IPsec で運用するためには、あらかじめ通信相手やネットワークの設定び 
必要です。これらの設定についてはシステム管理者にお問い合わせください。 

♦「 IPsec 」 メニューで設定を変更する場合は、起動中のブラウヴーからカメラに接 
続でさなくなる可能性びあります。「再起動び必要となる項目の設定」のお願い 
(- P .1-42) に記載しているを意事項を事前にご確認ください。 
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再起動び化要となる項目の設定（再起動項目) 


d アドレス設定方ぶ 

マニュアル 設定 ▼ ■ 

1け IP アドレス 

192.168.1001 ■ 

| d サブネットマスク 

255.255.2550 ■ 

1 分デフオルトヴートウェイアドレス 

- 

|a LAN インターフ; L ース 

オート ▼ ■ 

| d 最大パケットサイブ 576〜1500 

1500 ■ 

|d IPv 6 の使用 

1 吏用する ▼ ■ 

|〇ドーム 

1 吏用しない ▼ ■ 

〇設置方ま 

巧 

み M 曼 

I a 映像サイブ 

320 x 240 ▼- 

I 巧キャブチャーフレームレート 

30 ▼ ■ 

d HTTP ボートを号 80,102 4—65535 

80 ■ 


① 「 LAN 」 

IP アドレスなど LAN の接続に必要な設定（一 P. 1 -8) 

⑨ riPv6j 

IPv 目の使用についての設定（一 P.1-9) 

③ r 設置条件」 

カメラの設置条件についての設定 (-P.1-17) 

④ rMPEG-4 」 

MPEG-4 での映像サイズやフレームレートについての設定（一 P. 1 - 1 9) 

⑥ 「 HTTP ヴーバー」 

HTTP ポートき号の設定（一 P. 1 -28) 


ここでは設定の変更を行った際、再起動び必要となる！;(下の項目を集めています。 

♦ LAN 、 IPv 6、設置条件、 MPEG -4、 HTTP サーパ'—、アップ□—ド全般 




詳細設定 
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再起動び必要となる項目の設定(再起動項目) 


ネットワークの接続に関わる設定で、起動中のブラウヴーからカメラに接続できなく 
なる可能性のある設定値を変更した場合、下のダイア□グび表示されを意を促しま 
“’す。 



変更した設定を適用する場合は、[日ロボタンをク U ックしてください。 

設定変更によってカメラび再起動したあと、カメラに再接続でさない場合びありま 
す。このとさ、カメラに再接続するための URI の候補びあれば、下のように表示 
されます。 



カメラに再接続する場合は、表示された URI をお試しください。 

表示された URI でカメラに接続でさない場合は、システム管理者にお問い合わせく 
ださい。 

《「再起動項目」メニューで、ネットワークの接続に関わる設定は 「 IP アドレス」「ヴ 
ブネットマスク」「デフオルトゲートウェイ」 「 HTTP ポート番号」です。 
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イベント D グや祕の關觀就、メンテナンスを新する（メンテナンス) 




メンテナンス 

■:再起か 


ここではじ(下の項目を使用することびでさます。 

♦ 表示と実行 

本機の設定の表示や初期化を行います。 

\_ J 



▼表示と実行 



① r イベント□グを見る」 

本機の動作および各種ビューワーなどとの接続の履歴を表示します（一 P.2-3 目）。 

② r 現在の設定を見る」 

現在の設定を一覽表示します。 

③ 「再起動」 

本機を再起動します。 

④ r 工場出荷設定に戻ず」 

本機の管理者パスワード•ネットワーク設定 （IP アドレス、ヴブネットマスク、デフォルトゲートウェイ） • 
日付-時刻-タイムゾーン- LAN インターフェース-最大パケットサイズ- IPv6 の使用を除くすべての設 
定項目について、ユーヴーの設定値を破棄して工場出荷設定に戻します。実行すると、自動的に再起動を行 
います。 


回 


r 工場出荷設定に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切らないでください。電源 
を切ると、正常に起動しなくなる場合びあります。 



♦ 「工場出荷設定に戻す」で、工場出荷設定の状態に戻す際には、現在の各設定値を 
控えた後に行うことをおすすめします（一 P . 已-14)。 

♦ IJ セットスイッチによっても初期化状態に戻すことびできますび、全設定び初期 
化状態に戻るのでご注意ください（一 P . 己-1己）。 
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VB 管理ツール 


VB 管理ツールによるカメラの設定ち法を説明します。パノラマ作成、 
可視範囲設定、プ U セット設定、動さ検知設定、□グの閲覧、管理者 
ビューワーの起動びできます。あらかじめ、]章で必要な詳細設定を 
行ってから設定してください。 


VB 管理ツールの概要 


VB 管理ツールは「パノラマ作成ツール」「可視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」「動さ 
検知設定ツール」「□グビューワー」「管理者ビューワー」の各アプ U ケーシヨンで構成されていま 
す。ネットワークを通じて、遠隔から本機の設定や特権的な映像閲覧、動作状況の確認、□グ取 
得などび簡単に行えます。 

VB 管理ツール（一 P.2-4) 


V 目管理ツールのメインパネルです。ここから各ツールび 
起動でさます。最初に VB 管理ツールのインス!-ールを 
行ってください。（一赢スタートガイド P .2 -已） 


パノラマ作ぶツール （一 P .2-6) 


本機び撮影可能な全領域を表示するノ く ノラマ画像の撮影 • 
作成ツールです。パノラマ画像を撮影して登録すると 
V 目 - C 6 日ビューワーのパノラマ表示領域に表示されます。 
可視範囲やプ U セットの設定を行ラ際に、設定した領域 
び、全領域のどの部分を占めているのかび一目でわかりま 
す。 


可視轟囲設定ツール（一 P •を1 1) 


可視範囲設定を、視覚的に行ラことのでさるツールです。 
パノラマによるプレビューを参照しなびら、マウス操作で 
の範囲設定び行えます。 
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VB 管理ツールの概要 


プリセット設定ツール（一 P •を 18) 


プ U セットやホームポジシヨンの設定を、視覚的に行うこ 
とのでさるツールです。パノラマによるプレビューを参照 
しなびら、マウス操作での設定び行えます。 

また、複数のプ U セットを巡回して監視を行う「プ U セッ 
卜巡回」の設定を行うことびできます。 







レ■レ a 


動ま巧知設定ツール（一 P •を 27) 


被写体び動<ことで映像の一部に変化びあった場合、その 
時点でアップ□ー ド、ビューワーへの通知、□グの記録な 
どを行う動さ検知機能を設定するためのツールです。カメ 
ラの映像を見なびら、動さ検知領域の位置や大ささ、検知 
する時の判定条件の設定などび行えます。 



□グビューワー(一 P .2-3 目） 


本機に出力された動作状況の□グを閲覽でさるビューワー 
です。 


管理者ビューワー(一 P .3-5) 


ヴピニ-，-.け■■— 

一.-，ザ-地 iMKti ftSOO へ*プ化） 

3 -卜 sit >>なージ 

A0 拍化 W- MT-root pn^ix 

1M10043. wmt vtMo •が 
A030 06 «U が : 46 w- N9»C-l«-ie$.lOOJ3. «ir-toeC pno-51 

- 一•け Mvrooc ドー SI 

tJMr.roet 


*03J 化 09 化 »:4S w.hoc 

AO JO OfcWH : 推巧 w-tac 

が 30 0A09U ： H ： l» W- hoit-1921«« 10043. vMr.root prto-Sl 
A031 06 05 It ' 化巧 w. heK.i92 16«100 83. uwreeL viM»-)pg: 化 《 

A03C MM 11; な ; M w- 10043 . Mvrooc, pno-Sl 

AO 拍 06 w. hoct.t«2-X««.10a«3.inr- r oot,pn».l44 
:1 たけ （vMnwLC 打 07)SytttmMtan9»i«M«d 

10:41 W- hoK-19 ： t«e 10043. iMr-root pdo-lM 

10043 . MV^roec viM».jp9：nO 
IW lM.ie043, uMr-roet pno-lM 
l*M««.Ua«3, Mtr-fOOt. oiMo-W か，] 


SOOS 06 ■ が 11 
A030 06.09U 


本機の管理者向けビューワーです。カメラの制御、露出や 
ホワイトバランス、外部デバイス出力など、 V 目ビュー 
ワーにはない特権的な機能びあります。 



VB 管理ツ—ル 
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① ホスト名（一 P.1-8) 

本機の IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

⑤ ューザー名 

本機に設定されている管理者アカウント 「 root 」 を入力します。 

③ パスワード（一 P.1-7) 

管理者パスワードを入力します（工場出荷の設定は V 目 - C 目 0/ V 目 - C 目0目ともに「 V 目 - C 目0」）。 

④ HTTP ポート番号（一 P.1-28) 

デフォルトは「80」です。 

⑥ 設定用 URI 

本機に設定されている管理者用 URI は 「 admin 」 で変更でさません。 

⑥プ□キシ 

※プ□キシの設定については、ネットワーク管理者にご確認ください。 

- [HTTP プ□キ シサーバーを 経由ずる] 

プ□キシヴーノ く一を経由して本機に接続する場合にチェックします。 

-ホスト名 

プ□キシサーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。 

• ポート番号 

プ□キシサーバーのポート番号を入力します（デフォルトは「8080」）。 

. [プ□キシ情報を取り这む] 

クリックすると 、 Internet Explorer で設定されているプ□キシサーバーの情報を自動的に取り込み 
ます。 


起動のしかた 

デスクトップ上の 「 VB 管理ツール V 4.0」アイ 
コンをダブルクリック、または「スタートメ 
ニュー」の「プ□グラム」 から rwebview 
Livescope 」 一 「 VB 管理ツール v 4.0」 を選択 
して起動します 


デスクトップ上のアイコンか 5 起動 


鹽 

VB 管巧、ツー 
ル V 4.0 


またはスタートメニューか 5 起動 

i Webview Live 
S VB き理ッ- 


瞄ミツ-ル V4.0 
>* Video Recorder ’ 


i 巧に民る 

がも如 B 巧 


2. 接続巧カメラの指定ダイア□グび表示されます 

V 目管理ツールを利用するには、まず本機へ接続する必要びあります。各項目を入力して 
[ OK ] ボタンをク U ックします。 


巧爲巧カメラの指定 


試を雨 URI 


ホスト名： 

ユーザー名： 

バスワード： 

HTTP ボートせ号： 
http：// 192.168 .100.1/ 


admin 


因 HTTP ブロキシサーパーを経由する ■ 
ホストを： 

ボート番号： 


I 抓如 


I ブロキシ’店沛ぞ巧りをむ 


图 PASV モードをほ巧する< 


II キャンたル I 


VB 管理ツールを起動する 


①②③④⑥⑥ 
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VB 管理ツールを起動ずる 


⑦ FTP 

VB 管理ツールのパノラマ作成ツール、□グビューワーを使用するには、本機と FTP 接続する必要びあ 
ります。 FTP 接続のモードは、 PASV モードと PORT モードを選択することびできます。 

.[PASV モードを使用ずる] 

PASV モードを選択する場合、チェックします。通常は、 PASV モードでご使用ください。チェック 
を外すと、 PORT モードで接続します。 

3. 確認メッセージび表示されます 

[ OK ] ボタンをク U ックします。 


4. VB 管理ツールび起動します 

各ツールのボタンをク U ックして「パノラマ作成ツー 
ル」「可視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」 
「動さ検知設定ツール」「□グビューワー」「管理者 
ビューワー」の6つのツールを起動することびできま 
す。 


起動後に接続び切断された場合などには、メニュー 
バーの「ファイル」から「接続」を選択すると「接続 
先カメラの指定」ダイア□グび表示されます。 


Windows Vista / XP でご®用いただく場合のを意事頃 

[ Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示された場合は、[ブ□ックを解 
除する]ボタンをク U ックしてください。 

一度この設定を行ラと、1；(降この警告ダイア□グは表示されなくなります。 


IPv 6 アドレスを入力して接続した場合 、 Internet Explorer 6では管理者ビューヮー 
を使用でさません。 


♦ 「パノラマ作成ツール」「可視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」「動さ検 
知設定ツール」はそれぞれ同時に起動することはできません。「□グビューワー」 
と「管理者ビューワー」は同時に起動することび巧能です。 

♦ 本機外のキヤノン製ネットワークカメラに接続した場合、一部のツールび使用 
でさない場合びあります。 








VB 管理ツ—ル 
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パノラマ作ぶツール 


本機び撮影巧能な全領域を表示するパノラマ画像の撮影 • 作成ツールです。 VB - C 60 ビューワー 
でパン•チルト-ズーム操作を行う際やプ U セツトの設定を行う際に、設定した領域び、全領域 
のどの部分を占めているのかび一目でわかります。 



管理者ビューヮー 



プリセツ ト 設定 ツール 



—設定した領域び、全領域の 


どの部分を占めているのか 
一目でわかります。 
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パノラマ作ぶツールの表巧画面について 


パノラマ作成ツール 


② 



⑦ ⑥⑥ 

① [登録パノラマ画像の表示]ボタン 

本機に登録されているパノラマ画像を表示します。 

⑤ [パノラマ画像の登録]ボタン 

現在表示されているパノラマ画像を本機に登録します。 

③ カメラ機種•撮影日付表示 

現在接続しているカメラの機種、パノラマ画像び撮影済みの場合は撮影された曰付を表示します。 

④ パノラマ画像表示 

撮影されたパノラマ画像を表示します。 

⑥ [撮影]ボタン 

パノラマ画像を撮影します。 

⑥ 梢!!除]ボタン 

撮影したパノラマ画像を削除します。 

⑦ 「AE □ックの位置」 

AE □ックの位置を[パノラマの中必]または[現在のカメラ位置]に切り換えます。 AE □ッ 
クは設定した位置の明るさを基準にして撮影を行ラ機能です。 

⑧ 「屋内ドームハウジング （VB-RD 己 1S)」 

チェックを入れるとオプションの屋内ドーム八ウジング ( VB - RD 51 S - C / S ) によって隠れる 
部分を撮影しません。 


VB 管理ツ—ル 
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パノラマ作成ツール 


パノラ7画像を撮影する 


撮暴のしかた 


1. [撮影]ボタンをクリックすると撮影び開始され 
ます 

必要に応じて AE □ックの位置を切り換えてください。 
また、オプシヨンの屋内ドームノ Vウジングをご使用の 
場合は、「屋内ドーム八ウジング（V目- RD 己] S)」 に 
チェックを入れてください。 



途中で撮影を中止したい場合は[中断]ボタンをク 
U ックします。 



2. 撮影び完了し、その画像でよければ [0 K ] ボタ 
ンをクリックします 

撮影し直す場合は[再撮影]ボタンをク U ックします。 
また、表示された格テの各部分をダブルク U ックする 
と、その部分のみ再撮影することびでさます。 
撮影した画像を破棄する場合は、[キャンセル]ボタ 
ンをク IJ ックします。 




パノラマ画像の撮影中は、一時的にブレ補正機能び解除されます。 
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パノラマ作成ツール 


I ノラマ画像を登録/削除する 


撮影び完了したら、本機に送信してパノラマ画像を登録することで、画像び反映されます。 

営録のしかた 

[パノラマ画像の登録]ボタンをクリックします 


呜バノラ7作ぶツール-192.16 8.1 的 .1■ 


ノ くノラマ画像び登録されます。 


お桂： Canon VB-C60 巧を日巧： 2008/06/04 08：55：30 


削除のしかた 

撮影したパノラマ画像を削除したい場 S ま、[削 
除]ボタンをクリックし、[パノラマ画像の登 
録]ボタンをクリックします 

本機に保をされたパノラマ画像び削除されます。 


イ相パ. 


おは：じ anon Vかじ加 巧を tirr: V!UUB/Ub/U4 化日り; w 


固 

メモ 


パノラマ画像の登録び終了すると、本機は自動的に再起動を行い、 VB 管理ツールと 
の接続を中止します。再起動後に再び本機と接続するかを問うダイア□グび表示され 
ます。 [ OK ] ボタンをク U ックすると再接続します。 


VB 管理ツ—ル 
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パノラマ作成ツール 


再接続する 


本機との接続び中断された場合、再接続を行います。 

再接続のしかた 

メニューパ’一の「ファイル」か5「再接続」を た•因〜! 

選択します 


パノラ7画像を画像ファイルか6開く/画像ファイルとして保巧する 


画像ファイルをパノラマ画像として開いたり、また、撮影したパノラマ画像を画像ファイルとし 
て保をすることびでさます。扱える画像ファイルはパノラマ作成ツールで作成した JPEG 画像の 
みです。 


画像ファイルか6の開をかた 


メニューパ’一の「ファイル」か5「開く」を選 
び、表示されたダイア□グで、使用したい画像 
ファイルを選択します 

巧巧のしかた 

メニューバーの「ファイル」か5「保存」を選 
び、表示されたダイア□グで、保存するフォル 
ダを選択し、ファイル名を入力します 




田 < の，.. . 
^贿 (S) … 
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可視範囲設定ツールは、カメラで撮影でさる範囲を制限するツールです。可視範囲設定を行った 
場合は、 VB - C 60 ビューワーで表示可能な撮影範囲を制限でさます。 




ライブ映像公開などでズームや一部 
の視野に制限をかけたいようなケー 
スでは、可視節囲設定ツールで簡単 
に可視節囲を設定でをます。 






[可視節囲設定による制限の適用] 

可視範囲設定ツ ー J レによる制限はじ(下 
の場合に適用されます。 

♦登録ユーヴー権限で管理者ビュー 
ワーにアクセスした場合 

♦ V 目ビューワーにアクセスした場合 



可視節囲設定ツール 


VB 管理ツ—ル 
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可視範囲設定ツール 


碟桂： （ 

: anon VB-C60 

图可視範囲おI眼を適巧する ♦ 

上端： 

如.77 

(-24 お〜1109 3) 

下端： 

-1938 

(-4593 〜脚煎） 

左端： 

-13353 

卜17999〜1的另1) 

を端： 

121丘0 

(-1 的ぶ〜1孤孤） 

望谨： 

3742 

の38〜55如） 

にち： 

55 DO 

の如〜5日如） 


[を边者中-ワ 1I ブレむ- 1 ( 


が可視巧因(広ち)からかれました.ヴーム= SSJ 
jJ が巧な巧因からかれました.（チルト= 0.00，ス 


プリ t ット3: r スーム J 
ホームポジション： r 下端 J 
ホームポジション： r スーム J が可視が囲胆角)からかれました.（ズーム 
巧祝鹿回利巧：設定値の適用に巧なしました • 


55.80) 


-20.93) 


3 | 


⑩ 


⑨ 


⑧ 


① [可視節囲情報の読み込み]ボタン 

本機の現在の可視範囲設定値を読み込みます。 

② [可視節囲情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用した可視範囲設定値を本機に保をします。 

可視節囲設定を行った勵ま、(2、ず[可視節囲情報の保存]ボタンで設定値を本機に保存してく 
ださい。 

③ パノラマプレビュー 

本機に登録されているパノラマ画像び表示されます。また、可視範囲設定値を再現した可視範 
囲制限プレビュー枠び表示され、ドラッグ操作で枠の変形を行い、可視範囲設定値に反映する 
ことびでさます。 

♦ 可視節囲制限プレビュー枠 

@-1パン-チルトプレビュー枠（赤色枠）上•下•左-ち端の視野の範囲 

③ -2 広角プレビュー枠（緑色枠） . 広角制限設定（撮影枠の制限） 

③ -3 望遠プレビュー枠（黄色枠） . 望遠制限設定（最大倍率の制限） 


可視節囲設定ツールの表示画面について 


①② 


③ 


：^ァィ|<£)カメラI 


、ツール- 192.168.100.1 
(C) 〜レプ化） 


④⑥ 遺 ③ 


- T 

画置画画國删 



12 3 

- 論 . 

③③③ 
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可視節囲設定ツール 


④ 「機種」 

接続しているカメラの機種び表示されます。 

⑥ [可視節囲制限を適用する] 

可視範囲制限を使用する場合は、チェックボックスにチェックを入れてください。 

⑥ 可視節囲設定値入カボックスおよび[取込]ポタン 

可視範囲設定値入カボックスに数値を入力することで設定値を変更でさます。[取込]ボタン 
をク U ックすると、現在のカメラアングルを各設定値に取り込むことびできます。 

♦可視節囲設定値 

上端 . 可視範囲の上端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の上端値を取得。 

下端 . 可視範囲の下端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の下端値を取得。 

左端 . 可視範囲の左端限界値。[取込]ボタンで撮影画角の左端値を取得。 

ち端 . 可視範囲のち端限界値。[取込]ボタンで撮影画角のち端値を取得。 

望遠 . 可視範囲の望遠限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 

広角 . 可視範囲の広角限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 

⑦ [適用]ボタン 

現在の可視範囲の設定を本機に適用します。この時点では本機に設定値は保をされません。必 
ず「可視範囲情報の保を」を行ってください。 

⑧ [プレビュー]ボタン 

可視範囲設定値入カボックスの設定値を可視範囲制限プレビュー枠に反映させます。 

⑨ [管理者ビューワー]ボタン 

管理者ビューワーを起動します。 

⑩ ステータス リスト 

本ツールで行った操作の結果を表示します。 

警告メ ッセージは 青色、 エラー メ ッセージは 赤色で表示されます。 


回 

お願い 


[適用]ボタンをク U ックしただけでは、編集内容は本機に保存されません。編集 
内容を有効にするには[可視範囲情報の保を]ボタンをク U ックしてください。 
IPv 6 アドレスを入力して接続した場合 、 Internet Explorer 6では管理者ビユー 
ワーを使用でさません。 


VB 管理ツ—ル 
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可視範囲設定ツール 


可視節囲を設定する 


可視範囲は、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力するか、可視範囲制限プレビュー枠から 
または管理者ビューワーのカメラアングルから設定値を変更でさます。お使いの環境またはお好 
みに応じて選択してください。 

■ 可視節囲制限プレビュー砕か S 設定値を変更ずる 

パノラマ画像上のプレビュー枠を利用して、可視範囲を設定します。 

設定のしかた 


1 . [可視節囲制限を適用する]にチェックを入れ mm - Canon VB-C60 


ます 


图離 iHiiiiiis 


2. パノラマ画像の上に表示された「パン•チルト 
プレビュー枠（赤色枠)」 r 望遠プレビュー枠（黄 
色枠)」「広角プレビュー枠（緑色枠)」をドラッ 
グして変おし、可視節囲を設定します 

望遠-広角プレビュー枠は拡大-縮ルの際、縦横比は 
一定になります。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することもできます。 



3. [適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[可視範囲情報の保存]ボタンをク U ックすると、 
本機に設定値び保をされます。 
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可視節囲設定ツール 


カメラ制御権取得/解放ボタン 


4. カメラを操作し、上端-下端-左端-ち端- 
望違•広角を設定したい位置に合わせて、各 
[取込]ボタンをクリックします 

取り込まれた可視範囲は可視範囲設定値入カボック 
ス、または可視範囲制限プレビュー枠で確認でさま 
す。 


上端： 

卜24游〜110期） 

下端： 

卜4日が〜煎批） 

左端： 

(-179 99〜169別） 

右端： 

(-169 別〜1如如） 

望谨： 

の孤〜历另の 

は:巧： 

の;38〜55抓） 


I ち理をピューヮー …]I ブレピュー1[ 


日.[適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[可視範囲情報の保存]ボタンをク U ックすると、 
本機に設定値び保存されます。 


も@ 


■管理者ビューワーのカメラアングルか S 設定値を変更ずる 

管理者ビューワーを起動し、映像で位置を確認しなびら、可視範囲を設定します。 

設定のしかた 

1 . [可視節囲制限を適用する]にチェックを入れ mt ■- Canon VB-C60 

ます 图巧視あ囲利巧を適巧する 

2. [管理者ビューワ ー] ボタンをクリックして、管 cTi 巧をビュ- I ブレビュ- II 通巧 I 

理者ビューワーを起動します 

管理者ビューワーにアクセスするにはユーヴー認証び 
必要になります (- P . xii)o 

3. 管理者ビューワーで[カメラ制御権取得/解が] 

ボタンをクリックして、カメラの制御権を取得 
します 




脚画国画困 II 


> B 薑ツ—ル 
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可視範囲設定ツール 


回 


♦ カメラの設置ち法の設定を変更した場合は、パノラマ画像を撮影しなおして再登 
録してください。 

♦ パノラマプレビューは実際の映像と若干異なる場合びあります。可視範囲設定を 
行ったのち、必ず VB ビューワーで可視範囲設定び正しく反映されているかどラ 
かの確認を行ってください。 

♦ 設定の確認は V 巨ビューワーで行ってください（管理者ビューワーでは可視範囲 
制限び適用されません)。 

•可視範囲設定を行った後、ブレ補正の設定を変更すると、設定時の可視範囲と操 


作時の可視範囲び一致しなくなります P .3-2 日）。 


♦ ブレ補正、電子ズームの設定を変更した場合は、可視範囲設定を再度確認してく 
ださい。 


m ♦可視範囲設定をしていても、可視範囲の境界付近にカメラを制御した場合、一瞬 
^ 可視範囲外び映り込むことびあります。 

♦ 可視範囲設定を解除したい場合は、[可視範囲制限を適用する]のチェックを外し 
て[適用]ボタン、[可視範囲情報の保存]ボタンをク U ックします。 

♦ [可視範囲制限を適用する]にチェックを入れた状態で設定値を空欄にすると、最 
大巧視範囲び設定されます。 

♦ 制御可能範囲と撮影可能範囲は1；(下のよラになっています。 



2-16 
























♦パンおよびチルトの範囲はズーム倍率（視野角）によって変わります。 


可視範囲を設定すると、 
自動的にカメラの動作角度び 
制限されます。 


A 


広角にした場合、カメラの動作 
角度びそのままだと、可視範囲 
を越えて撮像してしまラので、 
自動的に動作角度はルさくなり 
ます。 




制限した可視節囲 

カメラの動作ち度 


撮該される映像 


ズームを広角側に制御することで、可視範囲を越えてしまう場合は、自動的に力 
メラの向さ（パン-チルト）び調整されます。 

撮影される映像 

\ I \ \ 

\ 制限した可視範囲 \ \ 



可視範囲を狭くするとそれに伴つてズームの範囲ち狭くなることびあります。 


VB 管理ツ—ル 
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プリセット設定ツール 


プ U セツトやホームポジションの設定を、より視覚的に、容易に行うことのでさるツールです。パ 
ノラマによるプレビユーを参照しなびら、マウス操作での設定び行えます。また、複数のプ U セツ 
卜を巡回して監視を行う「プ U セット巡回」の設定を行うことびできます。 



プリセットを設定後、プリセット 
巡回を設定します 



プリセツ ト 設定 ツール 


h が y-，v •け）：い：； 
ブリた,けむぺ A ブ化） 


iitei 

!，パな卜 か(<け）の Mit 巧 ■ 

Iかわ卜， 1 J 0 

1かれ卜3 11 0 
[かかり I 1 0 

が，ーウーで 

1 かれ卜もけ •nm Omek^Pi** 

I かわ卜4旧巧!> 

1 f な -130 (.tW か•、巧の 

*か ,• （-aaKn の 

ス■ム nao 〇13-411〇> 

が巧 («11—3 

7*-のモイ内-卜 • 116も 

か-^ anwvtvHfiffl twiUA* ^ 

上. •； ; fMA«gr(^T) t , ) 

_ IMWMIO 1 1 5 

1 »• , 

け於- ] »止 "W 化） 0 J IX 

ブ'-‘=. • 

«；IUUC« 巧•二ががゴみ J レ 5. 

プ y 艺 yht 巧■ご*，こ巧 w， 一? t. 

7ソた > 卜* B : TOvfvt. 1 
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プリセット設定ツール 


プリセツト設定ツールの表示画面について 


プ IJ セット設定ツールの表示画面は、「プ U セット設定エ U ア」と「プ U セット巡回設定エ U ア」 
とに分けられます。「プ U セット設定エ U ア」では、パノラマによるプレビューを参照しなびら最 
大2日個のプ U セットとホームポジションの設定を行います。「プ U セット巡回設定エ U ア」では、 
複数のプ IJ セットを巡回して監視を行ラ「プ U セット巡回」の設定を行います。 

ここでは、「プ IJ セット設定エ U ア」の表示画面について説明します。 

「プ U セツト巡回設定ェ U ア」については、プ U セツト巡回について（一 P .2-24) をご覧ください。 


■プリセツト設定エリアの表巧画面について 


① 


⑤ 


①② 


③ 


④ 


⑥ 


プリセット 
設定エリア 


プリセツト巡回 
設定エリア—— 
(一 P .2-24) 



⑩ ⑩⑩⑩ 

[プリセット情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のプ U セットの設定値を読み込みます。 

[プリセット情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用したプ U セット情報値を本機に保をします。 

プ IJ セット設定を行った際は、必ず[プ U セット情報の保を]ボタンで保存してください。 

③ パノラマプレビュー 

本機に登録されているパノラマ画像び表示されます。また、プ U セット設定値を再現したプ U 
セットプレビュー枠（黄色）び表示され、ドラッグ操作で枠のサイズ変更•移動を行い、プ U 
セット設定値に反映することびできます。 

④ プリセット選択ボックス 

設定を行ラプ IJ セットまたはホームポジションの選択をします。 

⑥ [ビューワーで使用しない] 

V 巨 - C 6 日ビューワーからプ U セットを使用する場合は、チェックを外してください。「プリ 
セット選択ボックス」で「ホームポジション」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示 
(設定不可）になります。 


VB 管理ツ—ル 
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プ u セツト設定ツール 


⑥ プリセット名 

プ U セット名を入力でさます。日本語と半角英数字の名称び設定でさます。「プリセット選択ボッ 
クス」で「ホームポジション」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示（設定不可）にな 
ります。 

日本語と半角英数字を両方入力した場合、 VB - C 6 日ビューワーのプ U セットには日本語び優 
先で表示されます。半角英数字のプ U セット名は必ず入力してください。 

プ U セット名（半角英数字）には]已文字内の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字） 
び使用でさます。 

プ U セット名（日本語）には]已文字内の JIS X 日2日 8- 199日に含まれる文字び使用で 
さます。 

⑦ res 」 

接続している機種び表示されます。 

⑧ カメラ パラメーター 

「パン」、「チルト」でセットしたいアングルの中むの角度を入力してください。「ズーム」は視 
野角を入力して < ださい。 

♦カメラアングル 

パン . カメラのパン位置を設定します。 

チルト . カメラのチルト位置を設定します。 

ズーム . カメラの画角を設定します。 

参逆光補正 

カメラの「逆光補正」を設定します。「切」「入」のどちらかを選択します。 

参フォーカスモード 

カメラの「フォーカスモード」を設定します。「オート」「無限遠固定」「マニュアル」のど 
れかを選択します （ P .3-24)。 

⑨ [取込]ボタン 

本機で選択されているカメラの現在のカメラアングルとフォーカス位置（マニュアルの場合） 
および逆光補正の設定を、カメラパラメーターとして取り込みます。 

⑩ [適用]ボタン 

現在のプ U セットおよびプ U セット巡回の設定を本機に適用します。 

⑩ [プレビュー]ボタン 

カメラパラメーターの設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また本機のカメラア 
ングルびこのプ U セットに切り換わり、管理者ビューワーから確認でさます。 

⑩ [管理者ビューワー]ボタン 

管理者ビューワーを起動します。 

管理者ビューワーで実際に映像を見なびらプ U セットを設定する場合に使用します。 

管理者ビューワーでプ U セットを設定する位置にカメラを向けてから[取込]ボタン、次に 
[適用]ボタンの順番でプ U セットを設定します。 

⑩ ステータス リスト 

本ツールと本機で行われた通信の結果を表示します。 

警告メッ セージは 青色、 エラー メッ セージは 赤色で表示されます。 
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プ u セツト設定ツール 


回 

お願い 


[適用]ボタンで編集した内容を本機に送信した段階では、編集内容は本機には保 
をされません。編集内容を確認した後、必ず[プ U セット情報の保を]ボタンで 
本機に設定を保をしてください。 

IPv6 アドレスを入力して接続した場合、 Internet Explorer 6では管理者ビユー 
ワーを使用でさません。 


プ IJ セットを設定する 


プ U セツトは、次の2種類の方法で設定でさます。お使いの環境またはお好みに応じて選択して 
<ださい。 


回 

お願い 


VB-C6 日ビューワーでプ U セットを使用するには、「ビューワーで使用しない」の 
チェックを外してください。 


■プリセツトプレビユー砕か S 設定値を変更する 

パノラマ画像上のプレビュー枠を利用して、プ U セツトを設定します。 


設定のしかた 

1. 設定するプリセットをプリセット選択ボックス 
か5選択し、「プリセット名」を入力します 

プ U セット名(半角英数字)は必ず入力してください。 

2. パノラマ画像の上に表示されたプリセットプレ 
ビュー枠をドラッグして移動-変おしてプリ 
セットを設定します 

画像上をク U ックすると、その地点を中必とするよう 
にプレビュー枠び移動します。 

このとさ、カメラパラメーターの数値を編集して設定 
位置を微調整することちでさます。 

3. [適用]ボタンをクリックします 

ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、[プ IJ セット情報の保存]ボタンをク U ックする 
と、本機に設定値び保存されます。 


ブリゎソト：〔ブリたット1 


图ビューワーでほ用しない 
ブリセットを（半ち巧数字）： ' p ^ 


ブリか卜る（日本語)：1ブリか M 




I 管巧电ピューワー… 11 ブレビュー I ぐ通巧节 


るプリたジト設定ツール- 192.168.100.1 
ファイルに）プリたット坦）〜レプ吐！） 

さ感 


> B 薑ツ—ル 




























プ u セツ ト 設定 ツール 


■管理ちビユーワーのカメラアングルか S 設定値を変更ずる 

管理者ビューワーを起動し、その撮影画角をプ U セツトに設定します。 


設定のしかた 


1. 設定するプリセットをプリセット選択ボックス 
か5選択し、「プリセット名」を入力します 


ブリわット：1ブリたット1 ，| 

图ビューワーでほ巧しない 
ブリたットる（半ち巧数字）：下?^ 
ブリたットを（日本語）：ブリたッ M ~ 


2. 憎理者ビューワ ー] ボタンをクリックして、管 口些 ED 

理者ビューワーを起動します 

管理者ビューワーにアクセスするにはユーヴー認証び 
必要になります（一 P.xii)。 


3. 管理者ビューワーで[カメラ制御権取得/解が] 
ボタンをクリックして、カメラの制御権を取得 
します 



4. カメラを操作し、設定したい位置に合わせて、 
[取込]ボタンをクリックします 

取り込まれた値は、カメラパラメーターまたはプ U 
セツトプレビュー枠で確認でさます。 

このとさ、カメラパラメーターの数値を編集して設定 
位置を微調整することちでさます。 


欄き： 

Canon VB - C 60 


い•ン： 

-1.20 

(-17000—1 70 DO ) 

チルト： 

如煎 

卜巧 DO 〜如咖） 

ズーム： 

55如 

(152-5580) 

速ホ補正： 

1入 マ1 


フォーカスモード：[マニュアル 



1管理をビュ- 

'ワー…11ブレビュー 

-II 適巧1 


5. [適用]ボタンをクリックします 


[肯巧をビューワー —.]I ブレビュー 


ステータス U ストで正しく適用されたことを確認し 
て、「プ IJ セット情報の保を」ボタンをク U ックする 
と、本機に設定値び保存されます。 
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プリセツ ト 設定 ツール 


回 

お願い 


パノラマプレビューを使ったプレビューは実際の映像と若干異なる場合びありま 
す。プ U セット設定を行ったのち、必ず管理者ビューワーでプ U セット設定び正 
しく反映されているか確認を行ってください。 

フォーカスモードをマニュアルにする場合は、管理者ビューワーで実際の映像を 
見なびらマニュアルでフォーカスの調整を行います。フォーカスの調整後、[取 
込]ボタンで設定してください。 

プ U セット設定を行った後、ブレ補正の設定を変更すると、設定時の画角と操作 
時の画角び一致しなくなります卜 P .3-2 日)。ブレ補正の設定を変更した場合は、 
プ U セット設定を再度確認してください。 

ドーム八ウジングを使用する場合は、必ずドームを装着した状態でプ U セット設 
定を行ってください。 

カメラの設置ち法を変更した場合は、プ U セツト設定をしなおしてください。 


固 

メモ 


プ IJ セットは最大2日個まで設定することびできます。 

プ IJ セットの設定変更は、接続中のビューワーには反映されません。 

[ビューワーで使用しない](一 P .2-19) にチェックを入れると、 V 巨 - C 6 日ビュー 
ワーでプ U セッ 卜を使用しないようにでさます。 

デジタルズーム領域でのプ U セット位置設定はでさません。 

プ U セットを複数設定し、「プ U セット情報の保を」ボタンで一括保をすることも 
でさます。 


VB 管理ツ—ル 
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プリセット設定ツール 


プリ七ット巡回について 

すでに設定した複数のプ U セツトを巡回して監視を行う、プ U セツト巡回を設定します。 


■プリセット巡回設定エリアの表示画面について 

① ②③ 


⑥ 


週司スヴジュール 


ブリわソト 速度が...速度の 靜ム巧間 
プリたット1 2 

ブリ t ット2 2 

ブリ它ット3 2 

ブ I 化ット4 2 


自かブリ它ット迎回: 
转か速度げで： 


I ほ巧しない 


④ ⑥ 


⑦ 

⑧ 

⑨ 


① 巡回スケジュールー覧 

プ IJ セット巡回設定をしたプ U セットの一覽び表示されます。 

② [追加]ボタン 

設定したプ U セットを巡回スケジュールー覧に追加します。 

③ [上へ]-[下へ]ボタン 

一覧のプ IJ セットを選択し、[上へ]または[下へ]ボタンをク U ックすると、プ U セット巡 
回の順序を変更します。プ U セット巡回は上から順に行われます。 

④ [削除]ボタン 

選択したプリセットを削除します。 

⑥ [プレビュー]ボタン 

選択したプ U セット設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また、本機のカメラア 
ングルびこのプ IJ セットに切り換わり、管理者ビューワーから確認でさます。 

⑥ 自動プリセット巡回 

プ U セット巡回を行ラタイミングをじ(下から選択します。 

「使用しない」 

プ U セット巡回は作動しません。 

「ビューワー接続中」 

VB - C 目日ビューワーなどでカメラに接続しているときに作動します。 

「常時」 

プ U セット巡回は常に作動します。 

⑦ 移動速度 （ PT ) 

パン-チルトを行う際のカメラの移動速度を]〜3の範囲で設定します。スライドバーを左 
からちへ移動すると、数値び大さくなり速度は速くなります。 

⑧ 移動速度 （ Z ) 

ズームを行う際のカメラの速度を]〜2の範囲で設定します。スライドバーを左からちへ移 
動すると、数値び大さくなり速度は速くなります。 
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プリセット設定ツール 


⑨静止時間（秒） 

プ U セツト位置にカメラび停止する時間を日' 


120秒の範囲で日秒単位で設定します。 


下の警告表示び出た場合には、下表を参考に設定内容の変更を検討して下さい。 


回 

<6*^ 胃"*'警告画面例 


プリたツト設定ツール 


国 


m 


ごを音： 

現在のプリ t ジト巡回設定では、バシ • チルトな宙が潮問で巧巧 
巧巧が必要になる巧がはがちります， 

なお、バン.チルト搏巧などの消耗梯植部品は獅の巧をかとなる 
毎合があウます. 

巧吳回逆ち法； 

•巡回スケジユ ーJ レの設定などで移封星(角度)をならしてください. 
-「を止時な（巧) J を長くしてください. 

設定西面に戻る毎合は r キでンかし！をクリックして下さい. 


] 臣 


* 画面内の巡回時間は設定により変わります。 

キャンセルを巧すと設定画面に戻ります。 

0K を押すとそのまま設定データは保をされます。 

(プ U セット設定ツールをご使用の場合、設定ぺージの「保初をク U ックして下さい。） 

パン • チルト機構の耐义目安はフル角度作動時で3日万往復です。総巡回時間は移動速 
度/移動範囲/静止時間の組み合わせでみまります。下表を参考に設定して下さい。 

パンち向のプ U セツト巡回び3日万往復相当に至るまでの総巡回時間（目安） 


移動速度 （PT) 1の場合 


移動速度 （PT) 2の場合 


静止時間 
(秒） 

パン方向移動範囲（度） 

±已日 

± 100 

± ]已日 

0 

11616 

1]47己 

11427 

10 

17000 

14166 

13222 

20 

22666 

17000 

1己11 ] 

30 

28333 

19833 

17000 


静止時間 
(秒） 

パン方向移動範囲（度） 

±已日 

± 100 

± ]已日 

0 

己9已〇 

己808 

已 76] 

10 

11333 

8己00 

7已已已 

20 

17000 

11333 

9444 

30 

22666 

14166 

11333 


(単位：時間） 


(単位：時間） 


例：移動速度 （PT ) : ] 、静止時間： 3日秒、パンち向の移動範囲询啟：±已日度 
の場合、28333時間で3日万往復相当に至ります。 


固 

メモ 


VB-C6 日ビューワーなどでカメラ制御び行われているときは、プ U セツト巡回は 
行われません。 

プ U セツト巡回は、オプションの VK-64/VK - 16, VK-Lite や、動き検知設定ツー 
ルなどびカメラに接続している場合には、 作動しません。 


VB 管理ツ—ル 
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プ u セツト設定ツール 


■プリセット巡回を設定ずる 


設定のしかた 


1. 「自動プリセット巡回」か5巡回方法を選択します 

「ビューワー接続中」または「常時」を選択してください。 


巧回スケジュール •一,,ゎ‘'ん編' 

ブリ它ット 速度が...速度店）封止時間 

1 一 胤し1 


「■上へ 1—1 おお速度 （ PT ): 1 

1下へ1 

^- ' おお)度 （ Z ) : 1 

いり様1 

1ブレビュー1 辞止時間(枯）： 0 



2. プリセット設定エリアの「プリセット」か!5、巡 
回スケジュールに加えたいプリセット番号を選 
択し、[追加]ボタンをクリックします 

巡回スケジュールー覽にプ U セットび登録されます。 
最大2日個まで登録でさます。 


逃回スケジュール 


プリたツト 速度 （ P ... 速度 （ Z ) 辞止時間 

1胤 D 1 

ブリたッ M 1 1 0 

1上へ1 

1下へ1 

i 刖除 i 

1ブレビュー1 


3. 巡回スケジュールー覧でプリセツトを選択し 、 巧が娃度 （ PT ): 1 Q - 

「移動速度 （ PT )」、 r 移動速度に)」、「静止時間 1 

(秒)」のスライドバーで各プリセツトのパン- 
チルト- ズームの速度と、プリセツト位置で詩 D な 

止する秒数を設定します 


[プレビュー]ボタンをク U ツクすると、選択したプ U セツト設定値をプ U セツトプレビュー 
枠に反映させます。また、本機のカメラアングルびこのプ U セットに切り換わり、管理者 
ビューワーから確認でさます。 


4. [適用]ボタンをクリックします 


ステータス U ストで正しく適 
用されたことを確認して、[プ 
U セット情報の保を]ボタン 
をク U ックすると、本機に設 
定値び保存されます。 




ブリたットを伴ち縣辟)： 
ブリ t ットを旧本語)： 


チルト： 



トロ000〜170孤） 
卜巧孤〜如脚 


I 切 - J 


ーカスモード：巨■ート 


降 I 


) [ブ Uf ュ-]庐通巧！^ 


m プ U セツト巡回を使用する場合は、動き検知機能を使用しないでください。また、「デ 
»イナイト」の設定を「オート」にした場合、静止時間び延びる場合びあります。 



ホームポジションを巡回スケジュールー覧に追加することはでさません。 
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動を検知設定ツール 


被写体び動くことで映像の一部に変化びあった場合、その時点でアップ□ード、ビューワーへの 
通知、□グの記録などを行う動さ検知機能を設定するためのツールです。カメラの映像を見なび 
ら、動さ検知領域の位置や大ささ、検知する時の判定条件の設定などび行えます。 



動を検知設定ツールで簡単に 
動き検知機能を設定できます。 


口！*け巧巧ソ19： 1 M 15 C 4 
I ク •— ィ;ベむ 



動き検知度は、ビューワー上の動き検知領域枠内の映像に変化び生じた場合、「どの程度変化した 
ら（感度)」、「変化した部分の面積びどのくらいの割合になったら（大きさ)」、「変化の継続びど 
のくらいの時間に達したら（判定時間)」、本機び「検知あり」状態となり、イベントアップ□一 
ドなどの設定した動作を実行するかミ夫めるちのです。 


回 

お願い 


本機ご利用上のま意事項 

動き検知機能は高い信頼性び巧められる用途には適していません。監視などで常に高 
い信頼性び要巧される用途では、使用しないことをおすすめします。動き検知機能の 
動作の結果生じた事故、損害などについて、弊社では一切の責任を負いかねます。 


VB 管理ツ—ル 
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動を検知設定ツール 



■動を巧知設定ツールの表示画面について（ライブ映像モード) 


①⑨ 


I 


I 


⑥ 


⑥ 


⑦ 


-⑩ 


① [動き検知設定の読み込み]ボタン 

本機の現在の動さ検知設定を読み込みます。 

② [動を検知設定の保存]ボタン 

本ツールで編集した動さ検知設定を保存します。 

動き検知設定を行った際は、必ず[動き検知設定の保存]ボタンで設定値を保巧してください。 

③ 映像モードタブ（ライブ•録画） 

•ライブ映像 

映像表示とカメラ制御を行います。また、表示された映像の録画を行います。 

-録画映像 

録画した映像を再生しなびら、動さ検知の判定条件設定びでさます。具体的な画面表示や操作方法につい 
ては、 P .2-35 をご参照ください。 

④ カメラ選択ボックス 

接続しているカメラのカメラ名を表示します。 

⑥ビューヮー 

映像表示とカメラ制御を行います。 

⑥ 動を検知領域枠 

動さ検知を行ラ範囲を、点線の枠で表示します。ドラッグ操作で枠のサイズ変更•移動びでさます。 

⑦ 録画開始ボタン 

映像の録画を開始します。 

⑥ 働き検知を有効にずる] 

動さ検知機能を有効にする場合は、チェックを入れてください。 

⑨ 設定タブ（カメラ•領域） 

•カメラタブ 

フレームレートとプリセット位置を設定します （一 P .2-30)。 

•領域タブ 

動さ検知を行ラ領域の選択や、各領域の感度-大ささ-判定時間の設定をします。具体的な画面表示や操 
作方法については、 P .2-31 をご参照ください。 

⑩ [カメラの動き検知結果を表示ずる] 

チェックを入れると、カメラの動さ検知結果を表示します。設定値び本機で有効かどラか確認でさます 
P .2-32)。 
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動き検知設定ツール 


■動を巧知設定の流れ 

動き検知機能は次の手順で設定します。設定ち法の詳細については、各参照ページをご覽くださ 
い。 

1. 動きお知設定ツールを起動します 

動さ検知設定画面び表示されます（「動さ検知設定 
ツールの表示画面について」（一 P .2-28)。 

動さ検知の設定は、画面ちの設定タブで行います。設 
定タブには、[カメラ]、[領域]の2つのタブびあり 
ます。 

2. カメラのフレームレートと、検知したいカメラ 
の向きを設定します（[カメラ]タブー P .2-30) 

3. 検知領域を設定します（[領域]タブ^ド.2-31) 

4. どの程度の映像変化で「検知あり」と判定するか、その条件を設定します（臨域] 
タブー P .2-31) 

日.設定を保存します 


♦ 動き検知設定ツールのビューワー画面では、カメラの設定にかかわらず、 ]6 C)x 
12日の白黒映像び表示されます。 

♦ [領域]タブでは、画面左のビューワーで映像を確認しなびら、各領域の「検知あ 
り」の判定条件を設定することびできます。その際の画面表示などについては、 
「『検知あり』状態と画面表示について」卜 P .2-34) を参照してください。また、 
[ライブ映像]タブで録画した映像を再生しなびら判定条件を設定することもできま 
す（一 P .2-3 己）。 

♦ 動さ検知機能について 

-設定するにあたって実際に検知を行い、正しく検知でさるか確認してください。 

-被写体の動さび速い時や映像全体び暗い時には、動さ検知び正しく動作しない場 
合びあります。 

•光や風などの影響で映像に変化び生じた場合は、誤って検知する場合びあります。 




VB 管理ツ—ル 


2-29 












動き検知設定ツール 


■動を巧知を設定ずる 

設定のしかた 

1. 動き検知を有効にします 

[カメラの動さ検知を有効にする]にチェックを入れます。 


2. カメラのフレームレートと検知したいカメラ位 
置を設定します（[カメラ]タブ） 

カメラのフレームレートとカメラ位置を設定します。 
カメラ位置は、ライブ映像のビューワーで任意の検知 
場所を設定するか、[カメラ]タブでプ U セットを選 
択します。 

あらかじめプ U セット設定ツールで、プ U セットの設 
定を行ってください（一 P.2-21) 

① フレームレートを 設定ずる 

チェックを入れると、本機の動さ検知のフレームレートを 
変更でさます。 0.5 〜30.0 fps の範囲で入力してくださ 
し、。 

⑨プリセットを指定ずる 

チェックを入れると、カメラ位置をプ U セットから選択で 
さます。 


图力巧のかきがかをち細こする 


がラ 1 領域 1 

广 ■ ■ -一一 > 


フレームレート： 如0 fps の5〜撕 JO) 


图ブ化》卜対旨定する • - 

ブ化 タト： ||(Preset 2) 



回 

お願い 


「最大フレームレート：映像送信卜 P. M9)J の設定値び、本ツールのフレームレー 
卜の設定値よりも大さな値である必要びあります。 



♦ ネットワークの負荷び重い場合は、設定したフレームレートび得られない場合び 
あります。 

♦ 遅いフレームレートに設定することで、キヤプチヤした映像から間引いた映像び、 
動さ検知の対象となります。これにより動さの遅い被写体などでち動さ検知する 
ことびでさます。 

♦ ここで設定したフレームレートは、動き検知に対してのみ適用されます。 

♦ 可視範囲外のプ U セツトは、プ U セツトの一覧に表示されません。 
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動き検知設定ツール 


① 使用領域 

使用する動さ検知領域の番号にチェックを入れると、検知領域枠びビューワー内に表示されます。最大 
4つまで検知領域を作成することびでさます。 

② 領域選択 

複数の動さ検知領域枠を作成した場合、各領域枠に個別の動さ検知度を設定することびでさます。 

③ 感度 

動さを検知する感度を1〜2曰目の範囲で設定します。スライドバーをドラッグして値を設定します。 
数値び大さくなるほど高感度で検知を行います。 

④ [自動]ボタン 

[自動]ボタンをク U ックすると、動さ検知領域内の映像を基準として、それ！;(上の変化び映像中にあっ 
た場合に「検知あり」となる感度設定を自動で行います。動さのないタイ三ングを選んで設定を行って 
<ださい。 

⑥ 検知インジケーター 

本機び検知した動きの大きさを、 U アルタイムでグラフ表示します（一 P .2-34)。 

⑥ 大きさ 

選択した検知領域枠（青の実線枠）の面積に対し、本機び変化を検知した領域（ホまたは黄色の矩形で 
表示）の面積の割合び、ここで設定した値を超えたとさ、本機は「検知あり」の状態となります (- P .2- 
34) 〇 ただし、設定した「大ささ」の値を超えてち、「判定時間」で設定した秒数に満たない場合は「検 
知あり」の状態にはなりません。スライドバーをドラッグして、〇〜100%の範囲で設定します。 

⑦ 判定時間 

検知領域内の映像の変化び、③「感度」、⑥「大ささ」で設定した条件を満たす状態び「判定時間」 I ソ上 
継続した場合、本機は「検知あり」の状態となります。 

「判定時間」は、通常「0.2」で固定されていますび、[詳細設定]のチェックボックスにチェックを入れた 
場合、数値入力およびスライドバーのドラッグで〇〜己秒の範囲で設定でさます。 



3. 動き検知領域を設定します（[領域]タブ） 

動さ検知領域は、最大4つまで作成でさ、各領域枠をドラッグしてサイズ変更•移動させま 
す。サイズ変更は枠の四隅四辺の" ■" をドラッグ、移動は枠内をドラッグして行います。ま 
た、各領域に個別の動さ検知度の設定び巧能です。本機では、「ライブ映像」タブで録画した 
映像を再生しなびら、動き検知度の設定を行うこともできます （^P.2-35)。 
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動き検知設定ツール 


⑧ [詳細設定] 

チェックを入れることで[感度][大ささ][判定時間]の値を数値入力で設定でさます。チェックを外 
していると胖 I 」定時間（秒)]は「0.2」に固定されます。 



♦ ビューワー上の動さ検知領域枠の映像に変化び生じてち、「感度」び低<設定され 
ている場合は、本機はそれを「動さ」とは認識しません。また、感度を上げても、 
領域枠における動さのあった部分の「大ささ」や、動さの「判定時間」び設定し 
た値に達しないと、本機は「検知あり」の状態にはなりません。 

♦ 設定したい動さ検知領域枠をビューワー上でク U ックすることによってち、設定 
領域の選択は巧能です。選択された検知領域枠は、青い実線枠で表示されます。 

♦領域選択を「選択なし」にすることで、作成したすべての動さ検知領域の検知状 
態を同時に表示でさます。また、ビューワー上で領域枠に設定していない箇所を 
ク U ックしてち、同様の動さになります。 


4. カメラの動き検知結果を確認します 

設定した内容で動さ検知の動作レベルを確認するには、[カメラの動さ検知結果を表示する] 
にチェックを入れてください。動さ検知結果びのアイコンで表示されます。 

なお、[カメラの動さ検知結果を表示する]にチェックを入れた状態では設定の保をびでさま 
せん。設定の保ををする場合はチェックを外してください。 

[検知無効] _ _ 

I •' P 力 y ラの旣きお对捐果き表示する お知なし t 

ぶ [検知あり] 

上 [検知なし] 


n • プ□キシを経由している場合、プ□キシの負荷によっては映像配信フレームレー 
» 卜び低下する場合びありますので、設定中はプ□キシを経由しないで接続するこ 

とをおすすめします。 

♦ 動さ検知度の設定は、でさる限り実際の運用に近い状態で設定することをおすす 
めします。 
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動き検知設定ツール 


固 

メモ 


♦ 本 ツールの 「検知あり（ピークブ□ック表示)」と「カメラの動さ検知結果」の表 
示、および本機での実際の動さ検知状態は、完全に一致しない場合びあります。 

♦ 本機の動さ検知機能有効時は本機の処理負荷び高いため、無効時に比べ、映像配 
信フレームレートび低下する場合びあります。 

♦ メニューバーの「編集」の「感度設定値をコピー」を選択すると、その時点で選 
択されている領域（〔1〕〜〔4〕）の「感度」「大ささ」「判定時間」の設定値び 
コピーされます。その後、別の領域（〔]〕〜〔4〕）を選択し、同じくメニュー 
バーの「編集」の「感度設定値を貼り付け」を選択すると、コピーされた設定値 
び、選択された領域に貼り付けられます。 


日.[動き検知設定の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してください。 


VB 管理ツ—ル 
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動き検知設定ツール 


^ r 巧知あり J が態と画面表示について 

メモ 



想度： 

2451 1 

へ 

U 256 ' 


i 白れ （ i 1)1 


ホきさ： 

- n -。 


9.7 0 U 

100 

判定巧間（巧）： 

_ _ _ 

05 0 i - T " 

5 

图詳細設定 

- ► 


本機び動さ検知を行っている領域枠は、 
ビューワー上に青い実線枠で表示されます。 

設定した感度で本機び動さを検知している領 
域は、動さ検知領域枠内に黄色またはホい矩 
形で表示されます。 

黄色い矩お: 本機は動さを検知したび、 r 大 
ささ」または「判定時間」び設定値に達し 
ないため、 r 検知あり」の状態にはない場合 
ホい矩お： 本機は動きを検知し、かつ r 大 
きさ」および「半崎時亂び設定値に達し、 
「検知あり」の状態にある場合 

映像に変化びあった場合、インジケーター内 
には、「大ささ」で設定した値び縦棒で表示さ 
れます。インジケーターの色表示には、似下 
の2通りびあります。 

緑色： 本機び検知した動さの面積び「大さ 
さ」に達していない場合 
黄色： 本機び検知した動さの面積び「大さ 
さ」に達した場合 

ピークブ〇ック 

「大ささ」、「判定時間」とをに条件を満たし、 
本機び「検知あり」の状態となった場合、ホ 
色のピークブ□ックび表示されます。どの程 
度の動さに対してピークブ□ックび表示され 
るかを実際に確認しなびら動さ検知度を設定 
します。 


(動を大きさ） 
設定値な上 

設定値未満 
インジケーター色 


緑 i 


黄 





緑 


時間 


検知結果 


1 1ピ—クブ□ック表示（ホ） 


i 検知なし 

j 検知 so 

検知なし 


動きび「大きさ」上の状態び判定時間上続いたときに、「検知あり」の状態になり、ピー 
クブ□ックび表示されます。ピークブ□ックび表示される「検知あり」の状態で、設定した 
大ささ未満になっても、判定時間だけ「検知あり」の状態を維持します。 
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動き検知設定ツール 


固 

メモ 


録画した映像を確認しなが6、動き巧知度を設定する 


本機び r 検知あり」となる動さ検知度を設定するには、ビューワーで実際の動作を確認しな 
びら、設定値を調節することび有効です。本機では、モードタブのライブ映像 (- P .2-28) 
で録画した映像を、再生しなびら動さ検知度の設定びでさるため、カメラの前で実際の動作 
を繰り返し行ラ必要びありません。 

《 SP 1 非適用の Windows Vista では、動き検知設定ツールによる録画び行えない場合びあります。 

1. メニューバーの「ツール」か5「録画オプション設定」を選択すると録画オプ 
ション設定ダイア □ グび表示されます 

録画オプシヨン設定ダイア□グ 


録西オプション巧を 

回 

最亢録画時間(邮： 

1 日日 ttJ」 秒（日日〜 3 日の • - 

たルつタイマー(を： 

1 日對秒の〜の）*- 


0K I [ キヤンたル 


-① 

-② 


① 最大録画時間 

最大録画時間を設定します。目 0- 


-300秒の間で設定します。 


⑤セルフタイマー 

録画開始ボタンをク U ックしてから、録画を開始するまでの時間を設定します。〇〜30秒の間で設 
定します。 

2. カメラ位置を合わせ、「ライブ映像」の録画開始ボタンをクリックします 

ビューワーに表示されている映像の録画び開始され • I 
ます。カメラの前で動作を行うなどして、動き検知- 

度の調整に必要な映像を録画します。 _■ J 錶画ゃ邮つ 4 /日 3 加(最の 

録画を停止するには、録画停止ボタンをク U ックし 

ます。 


3. r 録画映像」で映像を確認しなび!5、臨域] 
タブで動き検知度の調整を行います 

① 録画リスト 

録画した映像の一覧を表示します。 

⑤ 悄! I 除]ボタン 

録画リストで選択した映像を削除します。 

③コント□—ルボタン 

左から、「先頭へ移動」、「巻き戻し」、「再生」、「早送り」、①. 
「末尾へ移動」を行います。[繰り返し再生]にチェック 
を入れると、映像を繰り返し再生します。 



Bwag 畑忙化が . fjj 


-⑨ 


Hi I M I ► I ►► I ►H I 。級 D 巧し再を 


-③ 


VB 管理ツ—ル 
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□グビューワ ー 


本機の動作状況の□グを閲覽でさるビューワーです。 


1を 日ヴピュ-つ—- 192.168.100.1 

口励回 

ファイ jKE ) 巧巧拒）ち示00〜レプお） 



固 

メモ 


□グビューワーは□グの閲覽を行う機能のみで、□グの削除はでさません。 
□グの保をは、メニューバーの「ファイル」から「保存」を選択します。テキス 
卜形式で保をでさます。 


ログファイルをダウン□-ドする 


ダウンロードのしかた 

V目管理ツールから、□グビューワーを起動すると、 
自動的に最新の□グファイルを取得し、表示します。 
新たに□グファイルの一覧を取得するには、メニュー 
バーの「ファイル」から「ダウン□ード」を選択しま 
す。 


& C ヴビユ ーフー 


ファイル(日1病集拒） 

表を (Y) 〜レス hi) 

ご一ーダウン□-ド (D).. 

• Ctrl+IT^ 

を 

閱くい)... 

Ctrl+O 

= 192 

柄?间… 

Ctrl +5 

t=19； 

巧了 (X) 

M 口 … W … ii.A 


t>19: 

し 92 


一覧の取得び完了すると、□グファイルの一覧をダイ 
ア□グ表示します。閲覽したい□グファイルを選択 
し、[ダウン□ー ド]ボタンをク U ックすると、選択 
した□グファイルをダウン□ー ドします。 


□グファイルー度 


回 


ファイルる 最が更巧日時 ファイルヴイズ。、"イト） 


。夕。ンロ-ドり □ 


ログを閲覽する 


□グには！;(下の内容び表示されます。 

参コード 

□グコードび表示されます。□グコードは「□グメッセージー覧」（一 P. 己- 6) を参照してくだ 
さい。 

□グコードとともに、そのレベルに応じた3種類のアイコンび表示されます。 

また、□グコードなしの□グは、アイコンなしで表示されます。 
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〇グビューワー 


メニューバーの「ファイル」か5「開く」を選 
び、閲覧したい□グファイルを選択します 

■□グのコピーや巧索 

表示されている□グのコピーや検索びでさます。 

コピーのしかた 

コピーしたい□グをクリックで選択し、メ 
ニューバーの「編集」か5「コピー」を選択し 
ます 

検索のしかた 

1. メニューバーの r 編集」か5 r 検索」を選択します 

検索ダイア□グび表示されます。 

2. 検索する文字列を入力して[検索]ボタンをクリッ 
クします 

■ずべての□グを表示ずる 

表巧のしかた 

メニューバーの「表示」か5「すべての□グを 
表示する」を選択します 

設定ページの「メンテナンス」一「イベント□グを見 
る」 (- P .1-43) と同様に、□グメッセージー覧（一 
P . 己- 6) で規定されている□グを含め、すべてのイべ 
ント□グび表示されます。 


□ヴビユーフ ー -192.168.100.1 


ファイル (£)1 辑室(を 

表を(乂）〜レプ (id) 

ダウン□-ド (D).. 

Ctrl+D j ジ 

C3 ぅくい)… 

。， -1=192 

保を巧)… 

Ctrl+S Li9 ： 

沒了化 '^ 

lt=19 ： 


& C グビューワ ー - 192.168 .100.1 


フアイ JKF) 〔填害作。表を (V) 〜レプ (H) 


つ-ド E 

こ与ピ-に） CtrlTQ 

国] A030 0 
国 A031 0 
国] A030 0 

すべて遥巧 (A) Ctrl 牛 A 

検ち (S)... Ctrl+K 


& C グビユーワ ー - 192.168 .100.1 
フアイ; iKF) (填塞作)]表を (V) 〜レブ (H) 


つード 

i コピーに） 

Ctrl+C 


国] A030 
国] A031 

oi すべて選巧 (A) 

Ctrl 牛 A 

l.ic 

。|^3 則 … 

Ctrl+K；^ 

8.1 

同 A030 

Ou/U9 ii.iU. 师 U TV — 

■'U-L- 口こ‘ム L 

8.1 


色3 □クビユーワ ー-192.168.100.1 


ファイル (F ) お集 ( E ) 

雨巧巧！〜レブが） 

コード 

与時 

フイ；1/^— (F)... 

Ctrl+F 


国 |A030 

06/09 11:2 

前のファイル (P) 

Ctrl+P 

:'Pt 

固 A031 

06/09 11:2 

巧のファイル (N) 

Ctrl+N 

い 

固 |A030 

06/09 11:2 

再寅み込み (R) 

巧 

い 

固 A030 
同 A031 

06/09 11:2 

06/09 11:2 

■ベての□ヴを表示する 

Ctrl+L^ 

'Pt 


•日時 

□グの発生日時び表示されます。 

♦メッセージ 

□グのメッセージび表示されます。 

■ □グをファイルに保巧/保巧したファイルを開く 

表示されている□グをファイルに保をしたり、じ(前保をした□グファイルを閲覽することびできます。 

保巧のしかた 


メニューバーの「ファイル」か5「保存」を選 
択します 

閲覧のしかた 


宙□ヴビユーワ ー - 192.168 .100.1 


ファイル (£)1 辑隻拒） 

表を(乂）〜レプ(ピ） 

ダウンロード (D).. 

Ctrl+D j ジ 

間く (0) … 

Ctrl+0 Li92 

存巧… 


沒了化） 

t =19： 


> B 薑ツ—ル 
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□グビューワー 


■条件で□グを選別して表おずる 

□グの種別、コード、日時でフィルタ U ングし、必要な情報だけを表示させることびでさます。 


設定のしかた 


1 . メニューパ’一の「表示」から「フイルター」を 
選択します 


gb □グビユーつ一- 192.168.100.1 


ファイル (F ) 巧萬 ( E ) 

1麻 fV り〜レプ M 

コード 日時 

こ 7" フィ (り。. Ctrl^i^ 


IQA030 06/的11; 

2 刖のフアイ;;レド） Ctrl+P 

, pr 

固 A031 06/的11; 

2 巧のフアイ jKN ) Ctrl+N 

い 

IQA030 06/的11: 

2 再読み达み (R) 巧 

い 

IQA030 06/0911; 

1 ずべてのロクを表をずる Ctrl+L 

'ド 


2. フィルターダイア□グび表示されます 

lU 下の条件を設定して [ OK ] ボタンをクリック 
すると、設定した条件に合致する□グのみ表示 
されます 

フィルタ U ングしない場合は[キャンセル]ボタンを 
ク IJ ックします。 


巧ちしむい 
a ながを巧定する 


因 図エラー 因 アブ U ケーシコン 
に]因 营吿 に] HTTP サーバー 



:.コードを指定する： 


に] P— 3 妃日巧を}邑定する： 
因が了日時を指定する： 




r □グ種別」 

□グの種別でフィルタ U ングする場合は[種別を指定する]または[コードを指定する]に 
チェックを入れます。また、フィルタ U ングしない場合は[指定しない]を選択します。□グ 
コードなしの□グは、メニューバーの「表示」の「すべての□グを表示する」にチェックび 
入った状態で、[指定しない]び選択された状態でのみ表示されます。 

♦種別を指定する 
□グのレベルを指定 

[エラー][警告][情報]のレベルで、表示させるレベルにチェックを入れます。 

□グを出力したモジュールを指定 

[アプ U ケーシヨン] [ HTTP サーバー][システム]のモジュールで、表示させる出力元モ 
ジュールにチェックを入れます。 

♦コードを指定する 

□グのコードを指定します。入力された文字と比較して、該当するコードの□グのみを表示 
します。たとえば、 「A 日」と入力した場合、コードの先頭び 「A 日」の□グを表示します。 

旧時」 

♦開始日時を指定ずる 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時！;(降に発生した□グび表示されます。 

参終了日時を指定する 

チェックを入れ、日時を入力すると、指定された日時前に発生した□グび表示されます。 



[アプ U ケーシヨン][システム]は□グメッセージー覽（一 P. 己- 6) に対応していま 
す。 


2-38 


























VB-C60 ビューヮー 

Web ブラウヴーを使ってカメラにアクセスし、ライブ映像の表示 
や、カメラのパンチルトズーム制御、露出制御、暗視機能制御、ホ 
ワイトバランス調整、フォーカス制御、スマートシェード補正機能 
の制御などび可能な VB - C 目日ビューワーについて説明します。 


VB - C 60 ビューワーの概要 


VB-C60 ビューワーは Web ブラウヴーを使ってネットワークカメラ VB-C6 日にアクセスし、映 
像表示やパン•チルト-ズーム制御などカメラの操作を行うためのビューワーです。 

VB-C6 日ビューワーには、管理者ビューワー、V巨ビューワーの2種類のビューワーびあります。 




ra 本機の mpeg -4 の映像を表示する場合は、 VK-Lite ビユーワーをご使用ください。 
^内蔵の VB-C60 ビューワーで表示できるのは JPEG の映像のみです。 


管理者ビューワーと VB ビューワーの主な違い 

•操作でをる節囲び異なりまず 

管理者ビューワー：カメラ映像表示、パン•チルト-ズーム操作など基本的なカメラ制御に加 
え、フオーカス、露出、ホワイトバランスなど、管理者コント□ールの機 
能び使用でさます。 

V巨ビューワー：カメラ映像表示、パン•チルト-ズーム操作など基本的なカメラ制御に限 
られます。 


♦アクセス制御び異なります 


管理者ビューワー：特権カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 

パスワード認証び必要です。 

登録ユーヴーで使用する場合は、事前に管理者び特権カメラ制御権を付与 
する必要びあります（一 P1-3 已）。 

V巨ビューワー：一般カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 

設定によっては、パスワード認証のあり•なしを切り換えることや、カメ 
ラのパン•チルト-ズーム制御を制限することなどびでさます。 
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VB-C60 ビューワーの概要 


ユーヴー権限とカメラ制御権 


ユーヴー権限とカメラ制御権の関係は1；(下の通りです。 


ユーザー権限 


カメラ制御権 


特権カメラ制御 


一般カメラ制御 


映像配信 


音声配信 


管理者 


〇 


〇 


〇 


〇 


登録 ユーヴ ー 


〇 

(変更可能） 


〇 

(変更可能） 


〇 

(変更可能） 


〇 

(変更可能） 


一般ユーヴ_ 


〇 

(変更可能） 


〇 

(変更可能） 


〇 

(変更可能） 


※変更可能：管理者によって、登録ユーヴーまたは一般ユーヴーの権限を変更することびでさます。 

ユーヴーには、特権カメラ制御、一般カメラ制御、映像配信、音声配信の4つの権限び設定でさ 
ます。 

管理者ビューワーを使用するには特権カメラ制御権限び必要です。 

V 巨ビューワーで映像を表示するには映像配信権限び必要です。 V 目ビューワーでカメラ操作も行 
う場合は、さらに一般カメラ制御権限び必要になります。 

音声配信権限は、管理者ビューワーおよび VB ビューワーで音声を受信する場合に必要となりま 
す。 

「管理者」 

すべての権限び与えられたユーヴーです。ユーヴー名は " root " に固定されています。 

トップぺージの慣理者ビューワ ー] U ンクから管理者ビューワーを起動することびできます。 

r 登録ューザー」 

登録ユーヴーは、特権カメラ制御権限権び与えられている場合、トップページの[管理者 
ビューワー] U ンクから管理者ビューワーを起動することびでさます。特権カメラ制御権限を 
削除された場合、管理者ビューワーを起動することびでさなくなりますび、 V 目ビューワーを 
起動することは巧能です。また、登録ユーヴーのすベての権限を無効にすることで、 V 目ビュー 
ワーの起動ち禁止することびでさます。 
r — 般ューザ ー J 

カメラのパン•チルト • ズーム制御、逆光補正、映像表示、音声配信のみび可能なユーヴーです。 
トップページの[ V 巨ビューワー] U ンクから V 巨ビューワーを起動することびでさます。管 
理者は一般ユーヴーのすベての権限を無効にすることで、一般ユーヴーのカメラへのアクセス 
を完全に禁止することびでさます。 


回 

お願い 


「管理者」び起動した管理者ビューワーは「登録ユーヴー」び起動した管理者 
ビューワーから、いつでもカメラ制御権を奪うことびできます。また、そのまま 
カメラ制御権を保持し続けることも可能ですび、その間、登録ユーヴーはカメラ 
制御権を取得でさません。閲覽び終わった後には必ず終了するか、[カメラ制御権 
取得/解放]ボタンをク U ックして、制御権を解放してください。 
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VB - C 60 ビューワーの概要 


♦ 「管理割び起動した管理者ビューワーは同時に1つしかカメラに接続することび 
でさません。ある PC から管理者権限で接続している場合、他の PC から管理者 
権限で接続することはでさなくなります。これに対し、「登録ユーヴー」び起動し 
た管理者ビューワーは同時に複数の PC からカメラに接続することびでさます。 
ただし、カメラを制御する場合、制御権は後優先になります。 


m ♦工場出荷設定では、「登録ユーヴー」も特権カメラ制御権び与えられています。 
♦ 一般ユーヴーのすベての権限を無効にした場合、 VB ビュー ヮ ーの起動時にユー 
ヴー認証ダイア□グび表示されます。ここで登録ユーヴーか管理者のユーヴー名 
とパスワードを入力することで、登録ユーヴーあるいは管理者の権限で V 目 
ビューワーを使用することびでさます。 


♦ 登録 ユーヴーのユーヴー 権限 一覽 

登録ユーヴーの権限はそれぞれ下の通りに割り当てられています。 
[登録ユーヴーのユーヴー権限 一覧] 


ちえ5れた制御権 

ビューヮー 

操作 

特権カメラ制御権 
一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

管理者ビューワー 
(ビューワー画面） 

カメラの PTZ 操作、逆光補正の on/off 
切り換え、映像表示サイズの切り換え、 
音声ボタン操作、再接続ボタン操作、 

全画面表示、映像の一時停止 

管理者ビューワー 

(管理ちコント□ール画面） 

「管理者コント□ール」の全ての操作 

[詳細] 

スマートシエード補正、フォーカス、露出、 
ホワイトバランス、暗視機能、外部デ 
バイス入力の検知表示、動さ検知領域 
の検知表示、外部デバイス出力制御 

V目ビューヮー 

V目ビューワーで可能な全ての操作 

[詳細] 

カメラの PTZ 操作、逆光補正の on/off 
切り換え、映像表示サイズの切り換え、 
音声ボタン操作、再接続ボタン操作、 
映像の一時停止 

一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

V目ビューヮー 

V目ビューワーで可能な全ての操作 

[詳細] 

カメラの PTZ 操作、逆光補正の on/off 
切り換え、映像表示サイズの切り換え、 
音声ボタン操作、再接続ボタン操作、 
映像の一時停止 

映像配信 
音声配信 

V己ビューワー 

映像表示サイズの切り換え、音声ボタン操作、 
再接続ボタン操作、映像の一時停止 
※カメラ制御ボタンを押すと、ユーヴー認証 
ダイア□グび表示されます。ここで管理者 
のユーヴー名とパスワードを入力すると、 
カメラ操作び可能になります。 

映像配信 

V目ビューヮー 

映像表示サイズの切り換え、再接続ボタ 
ン操作、映像の一時停止 


※映像配信権限をオフにした場合、 VB ビューワーは使用でさなくなります。 
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VB - C 60 ビューワーを起動する 


VB - C 6 Q ビューワーを起動する 

VB - C 60 ビューワーのさまざまな設定は、 Web ブラウヴーによって本機にアクセスして行いま 
す。まずは設定タイトルページにアクセスします。 


ra 本書では、 IP アドレス " 192. 168.1 日日 .1" (工場出荷設定）を用いて設定の説明 
^をします。実際にはお客様び本機に設定した IP アドレスを入力してください。 


起動のしかた 

1. Web ブラウザーか！5 h け P:// 192.1目8.100 .1/ にアクセスします 

2. ユーザーに応じて「管理者ビューワー」または 
「VB ビューワー」をクリックします 


3. 「管理者ビューワー」の場合、ユーザー名とパ 
スワードを入力します 

工場出荷設定では、 

ユーヴー名 ： root 
パスワード： VB - C 60 
となっています OP . xii )。 

ユーヴー名「「日 ot 」 は、本機の管理者アカウントです。 

* パスワードは「V巨 -C 目0」となっています。「ネットワー 
ク」 の設定ページで必ず変更してください（一 P.1-7)。 

4. VB-CG0 ビューワーび起動します ニニ:': 




VB■ C60K-a—9— 























VB - C 60 ビューワーを起動する 


VB - C 6 Q ビューワーを終了する 


終了のしかた 


ビューワーの Web ブラウヴーを閉じて終了します。 


VB 管理ツールか6接続する 

管理者として接続するビューワーになります。 


起動のしかた 


1 .VB 管理ツールを起動します 

( V 目管理ツールの起動ち法については、第2章 V 目管理ツール(一 P .2-4) を参照してくださ 
い。） 


2. 「管理者ビューワー」をクリックします 



3. ユーザー名とパスワードを入力します 

工場出荷設定では、 

ユーヴー名 ： root 
パスワード： VB - C 60 
となっています（一 P . xii )。 

ユーヴー名 「 root 」 は、本機の管理者アカウントです。 


ユー ヴーちとバスワートがおまです， 
ュ - リ-ち 



* パスワードは「V目 -C 目0」となっています。 
「ネットワーク」の設定ページで必ず変更してください（一 
P.1-7)。 
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VB-C60 ビューワーを起動する 


4. Web ブラウザー上に管理者ビューワーび起動 
します 





ra ユーヴー名またはパスワードの入力を間違えた場合、カメラへ接続でさません。正し 
^いユーヴー名およびパスワードを入力して接続してください。 


V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


r 管理者ビューワ ー J の表示画面について 


管理者ビューワーを起動して表示されたボタンやボックスなどの機能の概要を説明します。 
①⑥③④⑥⑥⑩ © ⑩ 



①映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

③表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

③ 全画面表示ボタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 

④ 一時停止/再開ボタン 

映像表示を一時停止します。一時停止状態からク U ックすると、再びライブ映像び表示されま 
す。 

⑥再接続ボタン 

カメラに接続しなおします。 

⑥ 音声受信ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 

⑦ チルト用スク□ールバー 

カメラのチルト（上下）制御をするスク□ールバーです。 

⑧ パン用スク□ールバー 

カメラのパン（左ち）制御をするスク□ールバーです。 

⑨ ズーム 用スク□—ル バー 

ズーム倍率の制御をするスク □ールバーです。 

つまみを上ち向に移動するとズームイン（望遠)、下ち向に移動するとズームアウト（広角） 
します。 
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VB-CGO ビューワーの操作ち法 


⑩逆光補正ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使用すると効果びあります。ちう一度ボ 
タンをク IJ ックすると解除されます。 

⑩制御権表示領域 

現在表示中のクライアントび、カメラに対し制御権を保持しているかいないかび表示される領 
域です。 

⑩カメラ制御権取得/解放ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。 

⑩パノラマ表示領域 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パノラマ表示領域内の枠線を操作するこ 
とにより、カメラの操作を行います。 

〇プリセット選択ボックス 

カメラにあらかじめ登録されているプ U セットにより、カメラを制御することびできます。 

© イン フオメーシヨ ン領域 

ビューワー使用者に対して、情報メッセー义警告メッセージ、エラーメッセージを表示しま 
す。 

⑩管理者コント□ールボタン 

管理者コント□ールの操作用パネルを、表示/非表示するためのボタンです。管理者ビュー 
ワーでのみ使用でさます。 

⑩設定ページボタン 

設定メニューページに移動します。 

⑩トップぺージボタン 

カメラのトップページに移動します。 

⑩ フオー カス 

フオーカスを操作します。 

@露出 

露出を操作します。 

⑩カメラ操作ボタン 

カメラのパン、チルト、ズームの操作します。またその速度を変更でさます。 

@外部デバイス出力 

外部デバイスの出力を操作します。 

@外部デバイス入力 

外部デバイスの入力状態を表示します。 

@)ホワイトバランス 

ホワイトバランスを操作します。 

透）動き検知 

動さ検知の状態を表示します。 

@スマートシエー ド補正 

スマートシエード補正を操作します。 

贷）暗視機能 

デイモード/ナイトモードの切り換えを行います。 


V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


rvB ビューワ ー J の表示画面について 


V 目ビューワーを起動して表示されたボタンやボックスなどの機能の概要を説明します。 


① ⑨ 


③④⑥ 



① 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

② 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

③ 一時停止/再開ボタン 

動画表示を一時停止します。一時停止状態からク U ックすると、再びライブ映像び表示されま 
す。 

④ 再接続ボタン 

カメラに接続しなおします。 

⑥音声受信ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 

⑥ ズーム用 設定 バー 

ズーム倍率の制御をするノ く一です。 

⑦ 逆光補正ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使用すると効果びあります。ちう一度ボ 
タンをク U ックすると解除されます。 

⑧ 制御権表示領域 

現在表示中のクライアントび、カメラに対し制御権を保持しているかいないかび表示される領 
域です。 

⑨ カメラ制御権取得ポタン 

カメラ制御権を取得するためのボタンです。 

⑩ パノラマ表示領域 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パノラマ表示領域内の枠線を操作するこ 
とにより、カメラの操作を行います。 

⑩プリセット還択ボックス 

カメラにあらかじめ登録されているプ U セットにより、カメラを制御することびできます。 

⑩インフォメーシヨン領域 

ビューワー使用者に対して、情報メッセージ、警告メッセージ、エラーメッセージを表示しま 
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VB-CGO ビューワーの操作ち法 


カメラ制御権の取得 


カメラの制御は同時に複数のユーヴーからは行えません。制御権を取得したユーヴーだけびカメ 
ラを制御できます。パン•チルト-ズーム操作、逆光補正やプ U セットなど、カメラの制御を行 
うには、まず制御権を取得する必要びあります。 

操作のしかた 

[カメラ制御権取得/解が]ボタンをクリックして、制御権を取得します 


管理ちビユーワー 




陆 IJ 御権表示]領域 


カメラ制御権の状態を 
表术します。 


[カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放します。 

《 V 目ビューワーではカメラ制御権の取得のみび可能です。 


■カメラ制御権表示領域について 

カメラ制御ボタンとカメラ制御権表示領域の表示色は、ビューワーの種別によって1；(下のよう 
に変わります。 


ビューヮー種別 

領域/ボタン 

制御権取得中 

制御権解放中 

管理者ビューヮー 

[制御権表示]領域 

青 

グレー 

[制御権取得/解放]ボタン 

オレンジ 

青 

V 巨ビューヮー 

[制御権表示]領域 

青 

グレー 

[制御権取得]ボタン 

白 

水色 


V 目ビューワーで制御権取得待ち状 
態に入っている場合は、[制御権表 
示]領域に残り待機時間び表示され 
ます。 


固 


映像の一時停止中（一 P .3-18) は、 
[制御権表示]領域に一時停止を示 
すアイコンび表示されます。 


V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


カメラを制御する 


■カメラのアングルを変更する 

操作のしかた 



下記のいずれかのち法で操作び行えます。 

パン用スク□ールバーまたはチルト用スク□ールバーのつまみを移動します 

スク□ールバーのつまみの位置にあわせてカメラのアングルび変わります。スク□ールバーの 
つまみのない部分をク U ックしても、つまみび移動します。 



画像上をクリックすると、その位置にカメ 
ラの中 <こ、を移動することびでをます。 

チルト用スク□ールバー 

カメラのチルト（上下）を変更するスク 
□-ルバー。 

パン用スク □ールバー 

カメラのパン（左ち）を変更するスク□一 
ルバー。 




画像上をクリックすると、その位置にカメ 
ラの中むを移動ずることびできます。 


《 V 目ビューワーにはチルトおよびパン用スク 
□ールバーはありません。 
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VB-CGO ビューワーの操作ち法 


■パノラマ表示領域でカメラのアングルを変更ずる 


領域内に表示される枠は、現在カメラび撮影し 
ている範囲を示しています。 

青い枠表示の場合：制御権を取得していません 
黄色枠表示の場合：制御権を取得しています 

クリックで移動 

パノラマウィンドウ上をク U ックすると、ク U ックした場所び中必となるように、パン•チ 
ルトを移動します。 

ドラッグで移動 

パノラマウィンドウ上の黄色の枠の内側をドラッグして移動すると、その枠内を撮影するよ 
ラにパン-チルトを移動します。 


♦ VB - C 6 日ビューワーの画面ク U ックによるカメラ制御は厳密な精度で制御される 
ちのではありません。 

♦ 管理者権限で管理者ビューワーを使用すると、可視範囲制限を無視してカメラを 
操作でさます。 

登録ユーヴー権限で管理者ビューワーを使用した場合は、可視範囲制限内のみの 
カメラ操作になります。 

♦ V 目ビューワーでは、可視範囲制限内のみのカメラ操作になります。 




V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


■カメラのズーム倍率を変更ずる 


操作のしかた 



ズーム用スク□ールバーのつまみを上下に移動します 


スク□ールバーのつまみの位置にあわせてカメラのズーム倍率び変わります。スク□ールバー 
のつまみのない部分をク U ックしても、つまみび移動します。 



バームアレ It 而 


光学テレ端 (デジタルズーム日 N の場合のみ) 


ズーム用スク□ールバー 

上ち向に移動するとズームイン（望遠） 
下ち向に移動するとズームアウト（広角) 

ワイド端 



♦ 設定ページの「カメラ」で「デジタルズーム」を「使用する」に設定すると、光 
学テレ端を表すアイコンび表示されます（一 P .1-1 已）。 

♦ カメラ操作ボタンでもズーム操作び行えます（一 P .3-23)。 



ズーム用設定バーをクリックします 

ク IJ ックする場所の相対的な上下位置にあわせて、カメラのズーム倍率び変わります。ズーム 
用設定バーの上下にあるアイコンをク U ックしても、ズーム操作できます。 



ズーム用 設定 バー 

上端びズームイン限界値（望遠） 
下端びズームアウト限界値（広角) 
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VB-CGO ビューワーの操作ち法 


I パノラマ表示領域でズーム倍率を変更ずる 




ドラッグで変更 

パノラマウィンドウ上の黄色の枠線上をドラッグして、枠のサイズを変更すると、変更した 
枠内を撮影するようにズーム倍率び変わります。 


固 

メモ 


黄色の枠の外でマウスをク U ックし、そのままドラッグすると青色の枠び描画されま 
す。マウスを離すと、青色の枠び黄色く変化し、枠内を撮影するようにパン•チルト • 
ズームび移動-変更します。 


■プリセットを使用する 

カメラにあらかじめ登録されているプ U セツトにより、カメラを制御することびできます (- 
18)。 


P .2- 


操作のしかた 

1. プリセット選択ボックスをクリックしてプリセットのリストを表示します 

2. リストの中か5プリセツトを選択すると、選択したプリセツトのカメラアングルに 
移動します 


プリセツト還択ボックス 



固 

メモ 


プ U セットはあらかじめ、 V 巨管理ツールで登録してください （- 
したプ IJ セツトび、プ U セツト選択ボックスに表示されます。 


P .2-21)。 登録 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


■逆光を補正ずる 

映像び逆光で暗いとさに使用すると効果びあります。 

操作のしかた 

逆光補正ボタンをクリックすると、逆光で暗かった映像び明るくなります 

もう一度ボタンをク U ックすると解除されます。 
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VB-CGO ビューワーの操作ち法 


映像や音声を設定する 


映像サイズ変更、表示画面サイズ変更、全画面表示、映像の一時停止、カメラへの再接続、音声 
受信の設定びでさます。 



■映像ヴイズを変更する 

カメラから受信する映像サイズを設定できます。「1目日 X 12日」、「32日 X 24日」、「64日 
48日」から選択します。 


I 胃 碰 W T I 

閥20 ■ 


■ 表示画面ヴイズを変更ずる 


映像を表示する画面サイズを変更できます。「16日 X 12日」、「32日 X 24日」、「64日 x 48日」 
から選択します。 


l[p^ |1 13^0>^40 I ^1 

I 16^40^0_ I 


i ： 


ビューワー起動時の映像サイズは、カメラの設定び適用されます（一 P .1-1 9)。 
ビューワー起動時の表示画面サイズは、「32日 X 24日」です。 
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VB - C 60 ビューワーの操作方法 


■を画面表示にする（管巧者ビューワーのみ） 

ディスプレイ全体に映像を表示することびでさます。ク U ックすると全画面表示用に別ウィンド 
ウび立ち上びります。 

[國て" 1 さ I 為 I 


全画面表示ウィンドウを閉じる時は、全画面表示ウィンドウのク□ーズボタンをク U ックしてく 
ださい。 

■映像の一時停止-再開をずる 

映像の一時停止/再開び行えます。 

I 了 II にさ I'cf 


映像の一時停止/再開をするには、このボタンをクリックします 


■— B き停止したが態の画像を保をする 


操作のしかた 



1. 一時停止/再開ボタンをクリック 
して、映像を一時停止します 


2. 映像画面上にカーソルを置いて、 
マウスをちクリックすると、メ 
ニューび表示されます 


3. 「名前を付けて画像を保巧」を選 
択します 


4. ファイル名を付けて保存します 


※画面例は管理者ビューワーでずび、 VB ビューワーでも同様の操作で画像の保存びできまず。 



一時停止すると管理者コント□ールパネルび非表示になります。再開すると元に戻り 
ます。 
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VB - CGO ビュー ワーの 操作ち法 


■再接続する 

カメラと接続しなおす機能です。 



カメラとの再接続をする場合は、このボタンをクリックします 


因 

メモ 


再接続を実行した場合、音声受信び停止します。 

また、制御権は破棄された状態となり、映像サイズ、表示画面サイズち初期値に戻さ 
れます。 


■音声を受信ずる 

カメラ側に取り付けたマイクを通じて、音声の受信を行うことびでさます。 


11 


さ 


音芦を受信する場合は、このボタンをクリックします 


固 

メモ 


音声を受信するには、あらかじめ設定ページで「サーバー」の「オーディオサー 
バー」で「カメラからの音声送信」を「送信する」に設定します （^ P .1-27)。 
プ□キシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれません。 


V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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VB-C60 ビューワーの操作方法 


情報を表巧する 

ビューワー上の情報や警告メッセージなどび表示されます。 



jj 情報メッセージ 

H アイコンは青です。 

カメラの操作び正常に行われたとさのメッセージです。 

各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセージ、カメラからのパン•チル 
卜•ズーム情報、フレームレート情報、ブレ補正の設定などを表示します。 


2) 警告メッセージ 

□ アイコンは黄色です。 

ヴポート外のブラウヴーを利用した場合や、音声受信び停止した場合など、ユー 
ヴーへのミ主意を促すメッセージを表示します。 


3 j エラーメッセージ 

□ アイコンはオレンジです。 

ビューワー上でエラーび発生した場合のメッセージです。 


ra ブレ補正機能を日 N にした場合は、実際の映像表示画角はインフオメーシヨン領域に表 
^示される画角の値よりルさくなります。 （ Onl 設定晚約83〇/〇|加2設定時約己日％) 
また、パノラマ表示領域に表示される画角（枠）よりも実際の映像表示画角はルさく 
なります。 


固 

メモ 


上記メッセージの詳細ついては 「 VB - C 6 日ビューワーメッセージー覽 （ P . 己-12)」 
をご覧ください。 
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管理者としての操作と設定を巧ラ 


管理者ビューワーのみび行える操作と設定について説明します。 

管理者コントロールパネルを才ープンする 

操作のしかた 

1. 「カメラ制御権取得/解が」ボタンをクリックして、制御権を取得状態にします 


2 . 


3. 管理者コント□ールパネルび表示されます 
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管理をとしての操作と設定を巧ラ 


か部デバイス出力の操作 


外部デバイスの出力を操作し、現在の状態をアイコンで表 
术しま9—。 

アイコンをク U ックすると、「入」/「切」の状態を 
切り換えることびでさます。 


[例] 

上段：出力日 FF 状態 
下段：出力日 N 状態 



か部デ7 V イス入力のが態を表巧する 


外部デバイス入力の状態を確認し、アイコンで表示しま 
す。 

外部デバイスによる接点入力信号を受けると、入力び日 N 
となりアイコンで表示します。 


I ：例] 

上段：入力 OFF 状態 
下段：入力 ON 状態 


かなデ K で力 



動を巧知のが態を表示する 


動さ検知機能の検知状態を表示します。 

[例] 

領域]〜 3: 検知状態日 FF 
領域 4 :検知状態 ON 


巧を巧さ口 



綱 ， ’i 

1巧巧2 

巧巧31 

1巧巧4 

ホ 

ホ 

m 

• 



動さ検知は VB 管理ツールの「動さ検知設定ツール」 
設定を行ってください。 


(一 P .2-27) で、あらかじめ 
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管理ちとしての操作と設定を巧ラ 


カメラの操作-設定をする 


カメラ操作ボタンをク U ックして、パン•チルト’ズームの操作、およびその速度の設定をします。 


① 


② 


③ 


④ 


① r パン-チルト」ボタン 

各矢印の方向にパン•チルトを行います。押し続けると動作し、放すと停止します。中必のボタンをクリツ 
クすると、カメラは正面を向さます。 

② 「ズーム」ボタン 

ズームイン-ズームアウトを行います。押し続けると動作し、放すと停止します。 

③ r パン/チルト」スピード 

操作速度を链い]、[普通]、[遅い]から選択します。 

④ r ズーム」スピード 

操作速度を[速い]、[遅い]から選択します。 


「パン/チルト」スピード、「ズーム」スピードの設定を変更しても、スライダーおよ 
びパノラマ上でのパン•チルト-ズーム操作の速度は変更されません。 




V CQ I CD 目 Q ビユ ^™ ワ ^™ 
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管理をとしての操作と設定を巧ラ 


フォー カスを設定する 

フォーカス設定を[オート]、[マニュアル]、[無限遠固定]から選択します。 



[オート] :自動的にピントを合わせます。 

[マニュアル]: [^ ( 遠） pT ] (近）のボタンを押し続けることで、 フオー カスを調整でさます。 

[ワンショット A 円ボタンをク U ックすると、オートフ オー カスび作動し、ピントび合つ 
た後に、マニュアルフ オー カスで停止します。 

[無限違固定]: 無限遠近傍にフオーカスを固定したままにでさます。 


♦ VB - C 目日ビューワーでフォーカスモードを変更しても、設定ページの設定には反 
映されません 

♦ マニュアルフォーカスの設定をするとフォーカスび固定されたままになるのでを 
意してください。 

♦ VB - C 目日ビュー ヮ ーで設定すると、他のユーヴーも同様のフォーカスモードにな 
ります。 

•マニュアル露出時（一 P .3-2 己）にシャッタースピードで]/1〜1/4を選択し 
た場合、カメラコント□ールのフォーカスの「オート」、「ワンシヨット AF 」 び無 
効になります。フォーカスを「マニュアル」に切り換えてピントを合わせてくだ 
さい。 

♦ ナイトモード（一 P .1-16, 3-28) を設定した場合のピントの合う範囲は、 P .1- 
] 己のメモをご参照ください。 
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管理ちとしての操作と設定を巧ラ 


露出を設定する 

露出操作に関する設定をします。 



① 


② 


③ 


④ 


① 露出モード 

[才ート][マニュアル][才ート（フ IJ ッカーレス)][才ート（シャッター優先)]から選択します。 

設定ページの「カメラ」で「デイナイト」を「オート」にしてご使用の場合（一 P .1-1 目は、[オート][オー 
卜（フ U ッカーレス)][オート（シャッター優先)]を選択してください。 

露出モードの各設定項目に関する説明は、設定ページ（一 P 1-14) をご参照ください。 

② 露出補正 

露出モードび[才ート][才ート（フリッカーレス)][才ート（シャッター優先)]の時、7段階 （-3 〜 +3) 
の露出補正値をボタンで選択することびでさます。 

映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい場合はプラスの値を選択してください。 

③ 測光方式 

露出モードび[オート」[オート（フ U ッカーレス)][オート（シャッター優先)]の時、測光方式を「中央 
部重点」「平均」「スポット」から選択します。 

「中央部重点」 

画面中央部に重点をおさなびら、画面全体を測光する方式です。 

画面周辺に多少明暗びあってち、中央付近の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体び画面中央付近の場合にご使用ください。 

「平均」 

画面全体を平均して測光する方式です。 

画面内の明暗差び大さい撮影環境でち安定した露出び得られます。 

車の通過、人の出入りびあるシーンなどで露出を安定させたい場合にご使用ください。 

「スポット」 

画面中央部を測光する方式です。 

画面周辺の明暗に左ちされることなく、画面中央部の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体にスポット光び当たっている場合や、逆光の場合などで画面中央部に露出を合わせたいとさにご使 
用 < ださい。 
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管理をとしての操作と設定を巧ラ 


④シャッタースピード 

露出モードび[マニュアル][オート（シャッター優先)]の時に、シャッタースピードを選択します。 
[マニュアル]の場合は「1/1 sec 」 〜 「 l /8000 sec 」 の間でプルダウンメニューから設定します。 

[才ート（シャツター優先)]の場合は 「 l /8 sec 」 〜 「 l /8000 sec 」 の間でプルダウンメニューから設定 
します。 


⑥ 絞り 

露出モードび[マニュアル]の時に、絞りの値を設定します。 
スライダーを左に動かすほど絞りび絞られ、 

映像は暗くなります。一方、ちに動かすほど 
絞りび開かれ、映像は明るくなります。 



⑥ ゲイン 

露出モードび[マニュアル]の時に、ゲインの値を設定します。 

スライダーを左に動かすほどゲイン（明るさに対する感度）び低くなり映像は暗くなります。一方、ちに動 
かすほどゲインび高くなり、映像は明るくなります。 


信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点滅して表示されることびあ 
ります。 

露出モードを[オート（シャッター優先)]に変更して、]/1日日より低速のシャッター 
スピードを選択すると、現象び緩和される場合びあります。 
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管理ちとしての操作と設定を行ラ 


ホワイトバランスを設定する 


ホワイトバランスに関して[オート][光源選択][□ック]から選択します。 


① [才ート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 

② [光源選択] 

光源を使用状況に合わせて、下のプルダウン 
メニューから選択します。 

「堂光灯昼光色」：昼光色堂光灯のちとで撮影する 
場合に選択してください。 

「堂光灯白色」：昼白色堂光灯、白色董光灯のちとで 
撮影する場合に選択してください。 



暖色堂光灯のちとで撮影する場合に選択してください。 

水銀灯のちとで撮影する場合に選択してください。 

オレンジ色のナト U ウム灯のちとで撮影する場合に選択してください。 
八□ゲン電球、白熱電球のちとで撮影する場合に選択してください。 


「堂光灯暖色」 

「水銀灯」 

「ナト U ウム灯」 

「八□ゲン灯」 

③ [□ック] 

現在受信している映像でホワイトバランスを固定します。 
またホワイトバランスを光源に強制的に合わせて固定する 
場合、[ワンショット W 巨]を使用してください。 

[設定方法例] 

白い被写体（白い紙など）を光源で照らし、被写体を画面 
し、つぱいに撮影した状態で[ワンショット W 巨]を実行し 
ます。 



回 

お願い 


•光源選択は代表的な特性に合わせていますので、お使いの光源によっては、適切 
な色合いにならない場合びあります。その場合には「ワンシヨット WB 」 機能を 
お使いください。 

♦「オート」モードに設定され水銀灯光源下で画面び緑色を帯びる場合は、光源選択 
「水銀灯」モードをご使用ください。また、光源選択「水銀灯」モードに設定され 
ても水銀灯光源下で画面び適切な色にならない場合には、「オート」モードをご使 
用 < ださい。 

♦ 昼夜連続で撮影する場合のを意 

屋外での昼夜連続撮影など、光源び徐々に変化する場所で、変化び少ない被写体 
を撮影した時、映像び適切な色にならない場合びあります。 

その場合はパン•チルト-ズーム操作などで撮影される映像に変化を与えると適 
切な色になります。 

♦ 単一色の被写体およびナト U ウム灯、水銀灯や一部の堂光灯などの照明を使用す 
る環境下では、自動でカメラの色合いを調整でさないことびあります。 
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管理をとしての操作と設定を巧ラ 


スマートシエード補正を設定ずる 


スマートシエード補正機能は逆光補正機能と異なり、明るい部分はそのままに暗い部分を明るく 
する機能です。 


① スマートシ: L- ド補正 

[切][入]を設定します 

② スマートシェード補正強弱 

スマートシェード補正び[入]の時、補正の強弱を 
1 ( 弱）〜7 (強）の7段階にて設定します。 



① 

② 


例）背景び明るくて被写体び見にくい場合に、暗い部分を明るくして見やすくでさます。 
逆光補正と比べ、明るい部分の白飛びを緩和することび出来ます。 



OFF スマートシ: L— ド補正 逆光補正 



♦ スマートシェード補正を「入」に設定すると、映像のファイルサイズび大きくな 
ります。 

♦ スマートシェード補正を「入」に設定すると、画面ノイズび増える場合びありま 
す。ノイズび気になる場合には、補正強度を弱めに設定して下さい。 


暗視機能を設定する 


[デイモード][ナイトモード]を切り換えます。 


m 暗視機能は設定ページの「カメラ」でデ 
^イナイトびけ-りに i 就されている 
と操作でさません（一 P .1-1 6)。 


[デイモード]: 

通常のモードでカラー映像を見ることびでさます。 

[ナイトモード]: 

ホ外線カツトフィルターび外れ、映像び白黒になります。 





^ナイトモードト P .1-16, 3-28) を設定した場合のピントの合う範囲は、 P .1-1 己 
^のメモをご参照ください。 
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映像配信用ホームページを 
作巧しましよ5 

この章では本機を利用した映像配信のしかたを説明します。 

ホームページ上に動画や静止画を表示させたり、複数画像を表示させ 
るなどさまざまなち法で映像を配信でさます。 


映像配信用ホームぺージについて 


本機を設置して情報配信を行うためには、専用のホームページを作成することになります。本機 
で利用できるビューワーは 「VB-C6 日ビューワー」びあり、細かなパラメーターの設定びできる 
よラになっています。 



①において映像要巧に対応する U ンクを選択した場合に、②で Web サーバーから本機の IP アド 
レス情報を含んだファイルび送られます。 VB ビューワーを利用する場合には③の要巧に対して本 
機からビューワー PC に映像び配信されます。 

■映像配信用ホームページの例（本機巧蔵ページ） 



上記ページは本機に内蔵されています。下記からアクセスでさます。 
http:// 192.16 8.100.1/ 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P. 1-8)。 
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映像配信用ホームぺージについて 


本機には Web サーバーび内蔵されています。映像配信用ホームページのコンテンツ 
UbI を本機内蔵のフラッシュメモ U に書き込んでおけば、本機]台で Web を使ったホー 
ムページ配信と映像配信び巧能です。ホームページのデータの保存ち法は P .4-6 を 
参照してください。 



メモ 


ブラウヴーの言語設定を利用すれば、多言語に対応した Web の作成び巧能です。た 
とえば、国内向けのトップページを index - ja . html 、 海外向けの英語ページを 
index . html とし、 http ://1 92.168.100.1 / sample / というようにスラッシュで 
区切った URI をユーヴーに案内しておけば、アクセスしてさたブラウヴーの言語設 
定に応じて、適したファイルをヴーパーび発信します。言語設定機能の詳細について 
はブラウヴーのヘルプをご覧ください。 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください 
(一 P .1-8)。 









サンプルページを見る 


本機には、あらかじめ映像配信用のサンプルページび準備されており、下記の方法で見ることび 
でさます。ホームページ作成の際の参考にしてください。 


閲覧のしかた 

1. Web ブラウザーを起動し、下記の URI を入力します 
http:// 192.168. 100.1 /sample/ 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください (-> P . l -8 )o 
* トップページの「サンプルページ」から表示することもでさます (- P . ix)o 


2. 下のページび表示され、それぞれ閲覧したい 
サンプルページをクリックします 



■サンプルページの例 

静止画サンプル 



カメラから静止画を取得して表示するサンプル 
ページです。 


動画サンプル 



ライブ映像を表示するサンプルページです。 


携帯電話向けサンプル 



を]ノ[端 


携帯電話向けのカメラ操作機能付さ静止画表示ヴ 
ンプルページです。（通常の PC の Web ブラウヴー 
で表示することもでさます。） 
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VB ビューワーを使用して映像を配信する 


ここでは VB ビューワーを使用した映像提供の方法や応用例を説明します。 

VB ビューワーを使用したホームぺージの作ぶ方法 

提供するホームページ内に V 巨ビューワーを組み込んで表示することびでさます。 

<iframe src="http://1 92.168.100.1 /viewer/live/ja/live.html" 
scrolling="no" 
width=490 height= 己 00 > 

</iframe> 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P . 1-8)。 
また、本機内のフラッシュメモ U 内に Web ページを保存する場合は、じ(下のように IP アドレスを省略した 
指定を可能です。 

<iframe s 「 c="/viewe 「 /live/ja/live.htmri ...> 




映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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VB ビューワーを使用して映像を配信する 


ホー ムぺ ージのデー タを巧巧する 


本機には フラッシュ メモ U び搭載されており、ホームページのデータび保をでさます。データの 
保をは、 FTP によるファイル転送で行います。データは/ usr/www/html/local の下にファイル 
として置いておさます。 


デバイス 

ファイルシステム （ FTP クライアントでアクセスずる場合） 

URI (Web ブラウザーでアクセスする場合） 

オンボード 
フラッシュメモ1」 

ftp://IP アドレス /usr/www/html/local 

http://IP アドレス/ local/ 


rg • フラッシュメモ U の空き領域び少なくなると、書き込み性能び低下することびあ 
Lh ります。フラッシュメモ U には、必要最ル限のファイルだけ置くようにしてくだ 

…‘し さぃ。 

♦ ホームページのデータサイズび大さくなり過ざると、本機の設定の変更を行えな 
くなる場合びあります。 

本機内蔵の フラッシュ メモ U にホームページのデータを保をする場合には、すべ 
てのデータの合計サイズび 3M バイト1；(内となるようにしてください。 

本機内蔵のフラッシュメモ U にホームページのデータを保存して運用する場合、 
設定変更を行った後に必ずイベント□グを確認して設定値の保をエラー 
(S3 日6ぶ3日 7) び表示されていないことを確認してください。エラーび発生して 
いた場合はホームページデータの削除を行った上で再設定を行ってください。 
エラーの詳細については P.5-1 1を参照してください。 


VB ビューワーを使用したホームぺージの作ぶ巧!！ 

ここでは VB ビューワーを使用したホームページの作成例を説明しています。 

ここで記載する作成例を応用して才 U ジナ U ティあふれるページを作成してください。 
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VB ビューワーを使用して映像を配信ずる 


sample.htm 

<html> 

<head> 

<title>VB Viewer Sample Page</title> 

</head> 

<body bgcolor="gray"> 

<cente「> 

<hl> 新宿アルタ前の映像でず </h1> 

<iframe src="http://1 92.168.100.1 /viewer/live/ja/live.html" 
scrolling="no" 
width=490 height=500> 

</iframe> 

</center> 

</body> 

</html> 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .1-8)。 
また、本機内のフラッシュメモ U 内に Web ページをイ呆存する場合は、じ(下のように IP アドレスを省略した 
指定ち可能です。 

<iframe src="/viewer/live/ja/live.htnnr' ...> 




映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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VB ビューワーを使用して映像を配信する 


VB ビユーワーのパラメーターについて 

パラメーターを変更して、用途や表現に合った Web ページを提供することびでさます。 
各パラメーターの内容をよく理解して使用してください。 


■ object タグの記述 


属性名 

省略 

内容 

src 

不可 

V 巨ビューワーの URI を指定します。日本語版と英語版の V 目ビューワーはそ 
れぞれ1；(下の URI で参照することびでさます。 

日本語版 src 二" http :// IP アドレス/ viewer / live / ja / live . html " 

英語版 src 二" http://IP アドレス/ viewer / live / en / live . html " 

本機内のフラッシュメモ U 内の Web ページでは、じ(下のように IP アドレス 
を省略した指定ち可能です。 

日本語版 src 二" / viewer / live / ja / live . html " 

英語版 src 二" / viewer / live / en / live . html " 

※スク□ールバーを非表示にしたい場合は、じ(下のパラメーターも指定して 
ください。 
scr 日 Ilin 呂二 " no " 

height 

不可 

VB ビューワーの表示領域の高さをピクセル単位で指定します。 

映像を QQVGA (1 60 x 120) あるいは QVGA (320 x 240) で表示する場をは、 
hi 呂 ht 二曰00じ(上を指定してください。 

映像を VGA (640 x 480) で表示する場合は hight 二740し^上を指定してくだ 
さい。 

width 

不可 

V 目ビューワーの領域の幅をピクセル単位で指定します。 

映像を QQVGA (1 60 x 120) あるいは QVGA (320 x 24 C )) で表示する場合は、 
width 二490しソ上を指定してください。 

映像を VG A (640 x 480) で表示する場合は width 二810しソ上を指定してくだ 
さい。 
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ブラウザーだけを ffi 用して映像を配信する 


WebView-HTTPプ□トコルを利用してブラウヴーに直接本機からの映像を提供することびでき 
ます。ここではその使用例を説明します。 

アクセス時のライブ映像を静止画として表示する 


クライアントび映像を提供するホームページにアクセスし 
たタイミングで、カメラび写した映像を静止画として提供 
することびでさます。 

具体的な利用例は、サンプルページを参考にしてくださ 
い。 


<IMG SRC=http://l 92.1 68.1 00.1 Awvhttp-Ol -/GetOneShot 〉 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください （一 P . 1-8)。 





映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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グローバルアドレス1個による映像配信の例 


本機でインターネットにライブ映像を公開する場合、固定のグ□ーバルアドレスび]個必要です。 
プ□バイダーの接続サービスで固定のグ□ーバルアドレスを]個提供してくれるサービスびあり、 
これを利用することびでさます。この場合、 NAT 機能を持ったルーターび必要となります。 


例：ここでは仮にプ□バイダーから割り振られたグ□ーバルアドレスび、192.16狂 1.1 日とします。 
さらに本機には□-カルアドレス1 92. 16泣1 00.2 を設定するとします。 

(ルーターは] 92.16泣1日日. 1) 



この場合、インターネット経由で http :// 192. 168.1 日日. 2/ sample / にアクセスしても V 巨 
ビューワーは表示できません。 「 Web ぺージのグ□-バルアドレス」（一 P .1-28) に 
] 92.168 .1.1 日を設定してください。また、映像配信用ホームページは1；(下のように記述して 
<ださい。 

VB ビューワーの記述 （一 P .4 -己）は、次のようにしてください。 

<iframe src="http://1 92. 168.1.10/viewer/live/ja/live.html" 
scrolling="no" 
width=490 height= 己 00 > 

</iframe> 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機の 「 Web ページのグ□ーバルアドレス」に設定した値を記述 
してください（一 P .1-8)。 


回 

お願い 


♦ルーターの設定については、各メーカーにお問い合わせください。 

♦音声を配信する場合は、必ず 「 Web ページのグ□ーバルアドレス ( P . 1-28)」を 
設定してください。 
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携帯電話へ静止画を配信する 


携帯電話の Web サービスを利用して、静止画の閲覧やカメラ制御び行えます。携帯電話向けの静 
止画配信用ページは、 ima 呂 e.c 呂 i のコマンドを用いた HTML を記述することで、簡単に作成する 
ことびでさます。本機には、携帯電話向けの静止画配信用サンプルページびあらかじめ用意されて 
おり、下記の方法で見ることびでさます。 

1. ブラウザーを起動して下記の URI を入力します 
http :// 192.168 .100.1/ m / 


* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください (- P . l -8 )o 

2. 言語を選択します（日本語/英語） 

3. サンプルページび表示されます 

サンプルページは、カメラの向きやズーム、明るさの調整などのカメラ制御び行えるよう作成 
されています。携帯電話のダイヤルキーを巧すことにより、备キーに対応した操作を実行する 
ことびでさます。 




回 

お願い 

携帯電話の機種によっては、映像び表示されなかったり、カメラの制御びできない場 
合びあります。 



図 

メモ 

他のユーヴーびカメラの制御権を取得していない場合のみ、カメラ制御び行えます。 




映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 


4-11 













携帯電話へ静止画を配信ずる 


サンプルページを書を換える 


本機内フラッシュメモ U に ftp でアクセスして、じ(下のパスに置かれている HTML ファイルを書 
さ換えることで、画面表示や操作内容を変更することびでさます。 

日本語版サンプルのパス： /mn し flash/www/html/sample/ja/mobile/ 

英語版サンプルのパス： /mntjlash/www/html/sample/en/mobile/ 

<IMG SRC="/-wvhttp-0 1 -/image.cgi?v=jpg:160x1 20&pan=-1 7000 &tilt=0&zoom= 己己 80" 
ALT=" ポジション 1"><BR> 

たとえば、ポジション [1] の制御位置を変更するには、 「pos1.html」 の下線部の値を書き換え 
ます。 ima 呂 e.c 呂 i コマンドのパラメーターについては、下表を参照してください。 


^本機内フラッシュメモ U のサンプルページを書き換える場合は、あらかじめ書き換え 
La るファイルのバックアップを作成した上で作業してください。 


■ ima 呂 e.c 呂 i のパラメーターについて 


コマンド 

説明 

pan 

カメラのパンを aoI 度単位で指定します。正の値を指定するとカメラびち方 
向にパンします。負の値を指定すると左方向にパンします。 

例.ちに90度与 pan 二9000 
左 I し35度与 p 3 n =-3500 

tilt 

カメラのチルトを0.01度単位で指定します。正の値を指定するとカメラび上 
方向にチルトします。負の値を指定すると下方向にチルトします。 

例.上に20度与川 t 二2000 
下に1己度与川 t 二-1己00 

zoom 

カメラの画角(水平方向)を0.01度単位で指定します。 

イ列.画角己0度与 zoom 二己000 
画角己度与> ZO 日 m 二己00 

V 

映像サイズを1；(下の書式で指定します。 

QQVGA 与 V 二 jp 呂 :160 xl 20 

QVGA づ V 二 jp 呂 :320 x 240 

VGA 与 V 二 jp 呂 :640 x 480 
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携帯電話へ静止画を配信ずる 



メモ 


pan、 川 t、zoom については、現在位置を表す" d" を使用することにより、現在位 
置からの相対位置を指定することび巧能です。 


例. 

現在位置から ] 日度右にパン与 pan=cl+l 日日日 
現在位置から日度下にチルト与川 t=d- 己日日 
画角を2度せまくする与 zoom=d-2 日日 
画角を2度ひろくする与 zoom=d+2 日日 

また、現在の画角に対する割合を表す"V"による指定を巧能です。この指定ち法で 
は、現在の画角を]日日とした割合を指定します。晒角の半分は日日、画角の2倍は 
2日日になります。） 


例. 

現在位置から画角分 (=] 画面分)もにパン与 pan=v+l 00 
現在位置から画面半分だけ下にチルト川 t=v- 日日 
画角を半分にする与> zoom=v+ 日日 
画角を2倍にする与 zoom=v+200 



ホ 

I 

ム 

ぺ 
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付録 




修飾子について 

1;(下の‘％文字’によるパラメーター記述び巧能です。 


%n 

撮影巧由（番号） 

0 (テスト）11(接点入力])12 (接点入力 2) 133 (インターバルタイマー） 
130 (動き検知【領域1】）1 13] (動き検知【領域2】） 

132 (動き検知【領域3】）1133 (動き検知【領域4】） 

%N 

撮影巧由（文字列） 

「外部デバイス入力名（半角英数字)」1「動き検知領域名1/2/3/4」 

「NULL (空白文字/インターバルタイマー-テストの場合)」 

%X 

画像の幅 

横ち向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦方向の画素数 

%C 

カメラ番号 

1 

%D 

カメラ名 

「カメラ名（半角英数字)」の設定値 

%P 

パン位置 

-179.99 〜180.00 

%T 

チルト位置 

-179.99 〜180.00 

%Z 

ズームも置 

0.1〜300.00 

%V 

カメラサーバー 

VB - C 60 

%y 

撮影時刻の年 

2001 -2031 

%m 

撮影時刻の月 

1 ~ 12 

%d 

撮影時刻の曰 

1〜 3] 

%w 

撮影時刻の週曰 

〇〜目（日曜〜±曜に対応） 

%H 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00-59 

%S 

撮影時刻の秒 

00-59 

%s 

撮影時刻の SU 砂 

000〜999 

%z 

撮影時刻のタイムゾーン 

-1200〜+ 1300 

%a 

撮影時刻の週曰名 

Sun 1 Mon | Tue | Wed | Thu | Fri | Sat 

%b 

撮影時刻の月名 

Jan 1 Feb 1 Mar 1 Apr 1 May 1 Jun 1 Jul 1 Aug 1 Sep 1 Oct 1 Nov 1 Dec 

%h 

ホスト名 



《不整合びあれば実行時エラーとなります。 

《未定義の文字については、‘％’び削除されます。 


■ 利用可能な修飾子について 

各設定項目での利用巧能な修飾テは、次の通りです。 

【 HTTP アップ□—ド】（一 P .1-22) 

「パラメーター (query string )」 

すべての修飾テび利用可能です。 

【 FTP アップ□—ド】（一 P .1-23) 
r 作成サブディレクトリ名」 

利用可能な修飾テは、 %y,%m,%d,%w,%H,%h,%n のみです。 

r 作成ファイル名」 

利用可能な修飾テは、 %y,%m,%d,%w,%H,%M,%S,%s,%n のみです。 

【メール通報】（一 P .1-24) 

「本効 

すべての修飾テび利用巧能です。 
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トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、 I ソ下のことを確認してください。□グメッセージ 
び表示されている場合は、□グメッセージー覽の内容と対策を参考にしてください。 


本機が起動しない 

♦ PoE 対応 HUB をご使用の場合、 LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してくださ 
い。 

♦ AC アダプター（オプション）をご使用の場合、 AC アダプターび正しく接続されているか 
確認してください。 

♦電源を入れ直してください（一逆スタートガイド P .2-7)。 


VB 初期設定ツールが動作しない 

♦ LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦本機の電源を入れ直してみてください (一 A スター トガイド P .2-7)。 電源を入れてから 
2日分上経過すると、 VB 初期設定ツールに反応しなくなります。 

♦本機と VB 初期設定ツールび動作している PC び、同じセグメント上の LAN に接続されて 
いるか確認してください。 

•Windows Vista / XP をご利用の場合は VB 初期設定ツールび動作しない場合びあります。 
そのときは 「Windows Vista / XP でご使用いただく場合のを意事勒（一 A スタートガ 
イド P .1-9) をご覽くださし、。また 、 Windows Server 2003 Standard Edition に PI ) 
で [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合も同様です。 

♦従来機種の V 目初期設定ツールを使っていないか確認してください。 


本機のトップぺージが表おされない 

♦ LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦本機のネットワークび正しく設定されているか確認してください。特に IP アドレス、サブ 
ネットマスク、デフオルトゲートウェイアドレスについては利用しているネットワークで 
使用可能な設定か確認してください。 

♦ IP アドレスの変更を行った場合には、本機び一度再起動するまで有効になりません。 

♦ Web ブラウヴーに入力している URI (本機の IP アドレス）び正しいか確認してください 
(一 P . ix ，3-5, 1-42)。 


映像が表示されない 

♦映像の品質び悪い場合は、本機の映像品質を確認してください卜 P .]-1 9)。また、ビュー 
ワー側の PC などの「画面の色」を確認してください。 

♦本機で同時にアクセスでさるビューワーの数は最大3日です。制限を超えた場合には映像 
び表示されずにメッセージび表示されます。 
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トラブルシューティング 


音声が利用でをない 

♦音声び利用できない場合は、本機のオーディオサーバーの設定を確認していただくととも 
に、 PC のサウンドとオーディオデバイスの設定もご確認ください。 

♦管理者ビューワーを管理者ユーヴー権限で使用する場合、 VK ビューワーなどの管理者権 
限で音声を使用するビューワーび本機に接続していないか確認してください。 

♦プ□キシサーバーを経由する場合、音声はご利用になれません。 


録画ストリームが利用できない 

♦ 「アップ□ー ド」メニューの「アップ□ー ドの動作」で、 HTTP または FTP アップ□ー ド 
する設定になっている場合、録画スト U —ムは利用できません。録画スト U —ムを利用する 
場合は、「アップ□ー ドの動作」を「アップ□ー ド無効」に設定してください（一 P .1-2])。 


カメラ制御がでまない 

•管理者ビューワーに管理者として接続するとカメラ制御権を占有します。管理者ビュー 
ワーに登録ユーヴーとして接続すると、管理者びカメラ制御権を解放しない限り、カメラ 
制御びできません。管理者に相談してください （^ P .3-3)。 



S 


ビューワーの接続が切れる 

♦ネットワークや PC に異常びないか確認してください。 

• PC を再起動し、接続してみてください。 


パスワードをちれてしまつた 

♦ IJ セットスイッチを用いて、本機の設定をすべて初期化でさます（一 P . 己-1己）。初期化設 
定の管理用パスワードは 「 VB - C 6 日」です。ただし、 IP アドレスやヴブネットマスクなど 
のネットワーク設定もすベて初期化されますので、再設定び必要になります。 


アップロードでまない 

♦「アップ□ー ド」メニューからアップ□ー ド先と、「イベント」メニューからイベントに対 
するアップ□ー ド動作の両方の設定び、正しくされているか確認してください。 

♦適用済みのアップ□ー ド先の設定は、「アップ□ー ド」メニューのテスト(一 P . 1-22, 23, 
24) を実行することで、動作確認をすることびでさます。 

♦「メンテナンス」メニューの「イベント□グ」やサーバー側の□グを見て、詳細な動作環境 
を確認してください。「イベント□グ」については、 P . 己-8の「アップ□-ダーのメッセー 
ジ」をご参照ください。 

また、 P .1-2] のお願いもご参照ください。 

♦サーバー側の設定については、システム管理者にお問い合わせください。 
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□グメッセージー覧 


本機の□グメッセージ 


□グメッセージは、1；(下の6種類に分類されています。 


分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

alert 

エラー 

己XX 

八ードレべルのパニック（システム動作停止） 

crit 

エラー 

4xx 

ソフトレベルのパニック（タスク動作停止） 

err 

エラー 

3xx 

動作に支障のある異常（動作継続） 

warning 

警告 

2xx 

動作に支障のない異常 

notice 

警告 

1 XX 

システム外部の異常 

info 

情報 

Oxx 

正常動作に関する情報 


■アプ U ケーシヨン（カメラ）のメッセージ 


• A 030 WebView Livescope クライアントの開始と終了 


内容 

% 1 %2 host 二< ホスト>， user 二< ユーヴ ー >， prio 二<優先度 > 

%1 

W : WebView セッション、V ;セッションレスビデオクライアント、 

N :セッションレスイベントクライアント。 

%2 

+ :接続、-:切断 

意味 

カメラサーバークライアントの接続と切断。 


• A 031 映像データ送信量 


内容 

〇/〇1二 host 二<ホスト>， user=< ユーヴ ー >， video 二 <jp 呂 | mp4>:< フレーム数> 

%1 

W : WebView セッション、V ;セッションレスビデオクライアント 


参 A 101 不正ユーザー名 


内容 

user < ユーヴー名 > not found 

意味 

登録されていないユーヴーによるアクセス。 


参 A 102 不正パスワード 


内容 

user < ューヴー名 > password mismatch 

意味 

パスワードび不正。 


• A 1 11不正ホスト 


内容 

host <IP アドレス> access denied 

意味 

禁止されているホストからのアクセス。 


• A 160 パンチルトサブシステムの復旧 


内容 

<pan 1 tilt> recovered 

意昧 

機能停止していたパンチルトサブシステムび復旧した。 

備考 

A460 参照。 


• A 201 登録パノラマ画像の異常 


内容 

corrupt panorama ima 呂 e - ignored 

意昧 

パノラマ画像ファイルび不正である。 

対策 

パノラマを再撮影し再登録。 

備考 

ファイルを開いて登録したよラな場合び想定される。 









































ログメッセージー覧 


• A 250 カメラ初期化時の制御異常 


内容 

camera control timeout - <カメラコマント > 

意味 

コマンドタイムアウトにより初期化に異常び生じた(正置•天吊、雲台初期化、ドーム)。 

対策 

再起動してち解消しない場合は故障。 


• A 260 パンチルト位置ずれ 


内容 

<pan/tilt> slipped - c=< エラーコー K> 

意味 

パンチルト位置ずれび発生した。 


♦ A 330ビデオ入力系の異常 


内容 

video input timeout - resetting 

意味 

ビデオ入力び停止したため、ビデオ入力系を U セツトした。 

対策 

繰り返し発生する場合は故障。 


♦ A 3 己0カメラ制御系 


内容 

camera status timeout - resetting (A3 已〇) 

意味 

カメラとの通信タイムアウトにより、カメラ制御系を U セツトした。 

対策 

繰り返し発生する場合は故障。 



♦ A 4 己0カメラ初期化失敗 


内容 

camera initialization failure - <エラーコード> (A4 己 0) 

意味 

カメラ制御系を初期化でさないため、カメラ制御機能を停止した。 

対策 

再起動してち解消しない場をは故障。 


• A 460 パンチルトサブシステムの機能停止 


内容 

<pan 1 tilt> St 日 pped - C 二< エラーコード > (A4 目 0) 

意味 

pan/tilt 制御中に異常び発生したため、制御機能を無効化した。 

対策 

再起動してち解消しない場合は故障。 

備考 

エラーコードは PTsub 仕様書 (Table 2) 参照。 
http://vbip/-wvhttp-0 1 -/platformreset で復旧(故障びない場合） 


■アプリケーション（アップ□ーダー）のメッセージ 


♦ A 004 アップ□一夕’一の起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 uploader (A004) 

%1 

起動 (starting) または停止 (stopping) 

意味 

アツプ□—ダ (uploader) の起動と停止。 


♦ A 1 20アップ□—ド送信先の名前解ミ夫失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot resolve the server name (A120) 

意味 

アップ□ー ド送信先の名前解決に失敗。 


♦ A 121 アップロード送信先の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server (A 121) 

意味 

アップ□-ド送信先への c 日 nnectO に失敗。 







































ログメッセージー覧 


♦ A 1 22アップ□-ド送信巧の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server (A122) 

意味 

A 120、 A121 1；(外の原因で、アップ□ー ド送信先への接続に失敗。 


♦ A 130録画ストリ ー ムのノいッファ復旧 [ notice ] 


内容 

stream buffer recovered - lost 二< 破棄フレーム数 > (A 1 30) 

意味 

録画スト U —ムの映像バッファび回復した。 


♦ A 1 34アップ□—ドの設定値不正 （ FTP / HTTP モード） [ notice ] 


内容 

ftp/http mode invalid, uploader set <none> Torcibly(Al34) 

意味 

アップ□ー ドち式の設定値不正。アップ□ー ドしない、に強制的にセットした。 


♦ A 13 己アップ□—ドの設定値不正 （ FTP の P 0 RT / PASV モード） [ notice ] 


内容 

ftp port/pasv mode invalid, uploader set <pasv> forcibly(Al3 己） 

意味 

FTP アップ□-ドにおける PORT/PASV モードの設定値不正。 PASV モード、に強 
制的にセットした。 


♦ A 1 3目アップ□—ドの設定値不正 （ HTTP の通知のみ/画像付きモード） [ notice ] 


内容 

http notice/image mode invalid, uploader set <image> forcibly(Al36) 

意味 

HTTP アップ□ー ドにおける通知のみ/画像付さモードの設定値不正。画像付さモー 
ド、に強制的にセットした。 


• A 137 アップ□-ドの設定値不正（メール通知） [ notice ] 


内容 

smtp mode invalid, uploader set <none> forcibly(Al37) 

意味 

メール通知の設定値不正。メール通知しない、に強制的にセットした。 


• A 138 アップ□-ドの設定値不正（メール通知の認証方式） [ notice ] 


内容 

authentication mode invalid, uploader set <smtp auth> forcibly(Al38) 

意味 

メール通知の認証方式の設定値不正。 SMTP_AUTH、 に強制的にセットした。 


♦ A 230ビデオ入力の警告検出 [ warning ] 


内容 

stream buffer overflowed (AS 3 0) 

意味 

録画スト U —ムの映像バッファびあふれて、画像の破棄び始まった。 


参 A 270アップ□—ドの映像バッファあふれ [ warning ] 


内容 

%1 images are lost due to upload buffer overflow(A220) 

意味 

アップ□ー ド画像び映像ノくッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。 

また、アップ□ー ド用の画質、映像サイズを調整する。 


♦ A 271 メール通報の通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

mail queue is full (A271) 

意味 

メール通報び通信ノ くッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するよラに調整する。また、アップ□ー ド用の画質、映像サイ 
ズを調整する。 
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ログメッセージー覧 


♦ A 272 アップ□—ドの通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

ftp/http queue is full (A272) 

意味 

アップ□ー ドび通信ノくッファからあふれた。 

対策 

イベント発生数を低減するよラに調整する。また、アップ□ー ド用の画質、映像サイ 
ズ、フレームレートを調整する。 


♦ A 470 アップ□—ダー初期化失敗 [ crit ] 


内容 

uploader initialization failure - %1(A 47 0) 

%1 

エラー番号 

意味 

アツプ□ーダーの初期化び失敗した。 

対策 

再起動してを解消しない場合は故障。 


■アプリケーシヨン（才ーディオヴーパー）のメッセージ 

♦ BOOT オーディオサーバーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 wvaudio 

%1 

startin 呂 1 shutdown 

意味 

オーディオサーノ く一び起動/停止した。 


• B 01 1才ーディオクライアントの開始 [ info ] 


内容 

[% 1 ] %2 connected n 二〇/〇3 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意味 

オーディオクライアントび接続した。 


• B 01 2オーディオクライアントの終了 [ info ] 


内容 

[%1]%2 closed [%3] 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

切断種后 IJ (active | passive | senderr) 

意味 

オーディオクライアントとの接続び切れた。 


• B 101 異常リクエストの受信 [ notice ] 


内容 

%1 unusual request [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種別 (400 1 404 1 ...) 

意味 

コマンドエラー (400)、 パラメーターエラー (404) により、 U クエストを拒否した。 



S 
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ログメッセージー覧 


♦ B 1 02クライアントの接続拒否 [ notice ] 


内容 

%1 request denied [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 43 1 ...) 

意味 

認証エラー (41). リソース不足（43)、非対応コーデック指定 （4 己)、非対応ストリー 
ム指定 (4 目）、クライアント数制限（49)、動作モード (4a) により、クライアント 
の接続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーヴー名、パスワード、もしくはユーヴー U ストを確認する、43:再 
接続または再起動する、4己〜4目；対応しているクライアントソフトを用いる、49: 
クライアント数設定を確認する、 4a :オーディオサーバーを使用する設定になっている 
か確認する。 


♦ B 1 03クライアントの強制切断 [ notice ] 


内容 

%1 access denied [%2] 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 43 1 ...) 

意味 

開始時は接続び許可されていたび、設定変更によってアクセス禁止となったため、強 
制的に切断された脂否種別は目102と同じ）。 


• B 301 送信用オーディオデバイス異常 [ err ] 


内容 

cannot use audio device for tx[% 1 : 〇/〇2」 

%1 

エラー処理 （Id 1 buff) 

%2 

エラー番号 

意味 

オーディオデノ くイスの異常を検出した。 

対策 

再起動で復旧しないとさは、サービスマンコールび必要。 


• B 401 才ーデイオデバイス初期化失敗 [ crit ] 


内容 

audio device initialization error [% 1 ] 

%1 

エラー番号 

意味 

オーディオデノくイスの初期化に失敗した。オーディオサーノく一は停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、ヴービスマンコールび必要。 


♦ B 402才ーディオヴーパー初期化失敗 [ crit ] 


内容 

wvaudio initialization 6「「〇「[〇/〇1」 

%1 

エラー番号 

意味 

才ーデイオヴーバーの初期化に失敗した。才ーデイオヴーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ B 403設定変更失敗 [ crit ] 


内容 

cannot set confi 呂 [ 〇 / 〇 ]] 

%1 

エラー番号 

意昧 

設定値の更新に失敗した。オーディオサーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 
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ログメッセージー覧 


■ HTTP ヴー/ V—のメツセージ 

♦ H 143ユーザー名の指定異常 [ notice ] 


内容 

(http auth.c.8 己 8) 呂 et password failed (HI43) 

意味 

ューヴー認証で未知のューヴーび指定された。 


• HI 44パスワードの指定異常 [ notice ] 


内容 

(http auth.c.86 己） password doesn't match for %1 % 2 (HI44) 

%1 

URL XSS 脆弱性対策実施 (ftpd 同等の処理)ユーヴー名 

%2 

ユーヴー名 

意味 

ユーヴー認証で誤ったパスワードび指定された。 


♦ H 14 已ホストアクセス制限による接続拒否 [ notice ] 


内容 

(mod haccess.c.XXX) host %1 access denied (HI4 己） 

%1 

IP アドレス 

意味 

ホストアクセス制限で接続拒否び行われた。 



♦ S 004 システムの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 web view 

%1 

起動 （starting) または停止 (stopping) 

意味 

映像サーバー (web view) の起動と停止。 


♦ S 00 己システムの設定変更 [ info ] 


内容 

(vbadmin.c.XXX) System settings updated (SOO 己） 

意味 

再起動なしの設定変更びあった。 


♦ S 240 カメラの異常 [ warning ] 


内容 

serviceman call (S240) 

意味 

カメラに異常びあり、サービスマンコールび必要 


♦ S 30 目設定値の保存エラー [ err ] 


内容 

Can't update system settings (S 30目） 

意味 

システムで設定値を保存する際にエラーびあった。設定値び保存でさていない。 

対策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領域の確保び必要。 


♦ S 307設定値の保存エラー [ err ] 


内容 

(vbadmin.c XXX) Can't update system settings (S 30 7) 

意味 

設定プロトコルで設定値を保存する際にエラーびあった。設定値び保存でさていない。 

対策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領域の確保び必要。 
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VB - C 60 ビューワーメッセージー覧 


インフオメーシヨン領域に表示されるメッセージ 

ビューワーのインフオメーシヨン領域に表示されるメッセージには、下の3つの分類びありま 
す。 


アイコン 

分類 

説明 

田 

情報メッセージ 

各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセージ、カメラからの 
PTZ 情報、フレームレート情報、ビットレート情報などを表示します。 

□ 

警告メッセージ 

ヴポート外のブラウヴーを利用した場合や音声セッシヨンび切断され 
た場合など、ユーヴーへのミち意を促すメッセージを表示します。 

□ 

エラーメッセージ 

ビューワー上でエラーび発生した場合のメッセージ表示します。 


I 胃®^^《の進琴罰旨獄八セ-ジを表示 


メッセージ 

GUI パーツ 

映像を表示する画面サイズを変更します。 

表示サイズ変更 UI 

カメラから受信する映像のサイズを変更します。 

受信サイズ変更 UI 

動画を全画面表示します 

全画面ボタン 

動画を一時停止/再開します。 

停止/再開ボタン 

カメラに再接続します。 

再接続ボタン 

音声の受信を開始/停止します。 

音声入/切ボタン、音声開始/終了ボタン 

管理者用カメラ操作パネルを表示します。 

管理者コント□ールボタン 

カメラのズーム倍率を変更します。 

ズーム操作領域 

カメラをズームインします。 

tele 操作ボタン 

カメラをズームアウトします。 

wide 操作ボタン 

逆光補正の入/切を切り替えます。 

逆光補正ボタン 

カメラ制御権の状態を表示します。 

カメラ制御状況ウィンドウ 

カメラ制御権を取得します。 

コント□ール開始ボタン 

カメラ制御権を取得/解放します。 

コント□ール開始ボタン 

ク U ック位置にカメラの中必を移動します。 

動画表示領域 

パノラマ画像を表示します。カメラの操作ちでさます。 

パノラマ表示領域 

プ U セット位置にカメラを操作します。 

プリセット 

各種情報を表示します。 

情報表示領域 


メッセージ 

説明 

カメラとの接続び切れました。 

カメラとの接続び切れた 

い} fps いり ps パン：似チルト：阳ズーム：材 

カメラと正常に通信中の表示 

{n}fps {n}bps パン：{がチルト：阳ズーム：即 S: 口'レ補正値} 

カメラと正常に通信中の表示 

音声接続び切れました。 

音声セツシヨンび切断されてち、映像セツシヨン 
び継続していた場合（送信系，受信系共用） 
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VB-C60 ビュー ワーメッ セージー覧 


■警告メッセージ 


メッセージ 

説明 

ご使用の Web ブラウヴーには対応していません。 

サポートしていないブラウヴーで表示した 


■エラーメッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラに接続でさませんでした。 

IP アドレスび正しくないなどで接続に失敗した 

ただいま混雑しています。 

接続制限数を越えている 

カメラ制御権を取得でさません。 

管理者ビューワーび占有しているなどの理由で制御 
権要求び拒否された 

カメラは接続制限されています。 

アドレス制限およびサービス時間外でカメラに接続 
でさない 

音声接続でさませんでした。 

音声受信のための接続に失敗した 

カメラに接続していません。 

カメラに接続していないのにカメラ操作しようとした 

カメラ制御権を取得してください。 

カメラ制御権びないのにカメラ操作しようとした 

既に他のユーヴーび管理者接続しています。 

管理者ビューワーび既に接続している 

別ウィンドウのビューワーび既に接続しています。 

別ウィンドウのビューワーび既に接続している 

Cookie び使用でさないかブロックされています。 

Cookie び使用でさないかブ□ックされている 

JavaScript び使用できないか無効化されています。 

JavaScript び使用できないか無効化されている 
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工場出荷設定に戻す 


本機は多様な機能をサポートしている関係上、各機能の設定値はメモしておくことをおすすめし 
ます。設定値を忘れてしまったなどで、本機を一から設定し直したい場合には、いったん工場出 
荷設定に戻してください。 

* 工場出荷の設定値については P .5-16 を参照してください。 


Web ブラウザーでメンテナンスのぺージか S 出荷設定に戻す 


1. Web ブラウザーを起動し、各種設定メニュー 
ページを表示します 

各種設定のメニューページを表示させるには、本機の 
IP アドレス、ユーヴー名、管理用パスワードび必要で 
す（一 P .1-8)。 


2. 各種設定のメニューぺージ上で「メンテナンス」 
をクリックします 




メンテナンスのページび表示されます。 


3. 「工場出荷設定に戻す」の[実行]ボタンをク 
リックします 


工場出荷設定に戻してもよいかどうかの確認を求める 
メッセージび表示されます。工場出荷設定に戻しても 
よい場合は[日ロボタンをク U ックします。 


Windows Internet Explorer 



m 工場お面設定 : こ戻 L/ ますか？ 



wm • 「工場出荷設定に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切らないでください。電 
» 源を切ると、正常に起動しなくなる場合びあります。 

♦ 一度[日 K ] ボタンをク U ックすると、工場出荷設定に戻す処理は中断できません。 


4. 本機の設定び工場出荷設定に戻ります 

管理用パスワード、または、本機の IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェ 
イアドレスなどネットワーク関連、日付•時刻とタイムゾーン1；(外の設定び工場出荷設定に戻 
ります。 
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工場出荷設定に戻ず 


本体リセットスイッチか S 初期化ずる 


本機の IP アドレスや管理用パスワードび不明であったり忘れてしまった場合は、ネットワーク経 
由での操作びできません。この場合は、本機背面の U セットスイッチを押します。 


1. 本機の電源を切ります 

本機の電源を「入」/「切」する方法は、スタートガイドの「電源の「入」/「切」について」 
(一逆スタートガイド P .2-7) を参照してください。 

2. リセットスイッチを巧したまま電源を入れ、曰秒似上巧し続けます 

U セツトスイッチは背面よりち奥にあります。ゼムク U ップの先端など、細いもので押してく 
ださい。 

本機の全設定び初期化されます。 




S 



U セットスイッチを巧して初期化すると、本機の IP アドレス、ヴブネットマスク、デ 
フォルトゲートウェイアドレスなどネットワークに関連した設定値もすベて初期化さ 
れるため、接続していた PC から操作びでさなくなります。カメラの初期設定時、パ 
ソコンにインス!-ールされた「 V 巨初期設定ツール v 4 .日」で、ご使用の環境に適合 
した IP アドレスを設定してください（一息スタートガイド P .2-9)。 
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工場出荷設定一覧 


工場出荷の設定値です。設定を変更した際は、必ず設定値をメモしておさましよラ。 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値2 (年月日） 

• ユーヴ名（管理ちの） 

root 



参管理用パスワード 

VB - C 60 



• 設定ページのパス 

admin 



• LAN 




アドレス設定ち式 

マニュアル設定 



IP アドレス 

192.168.100.1 



ヴブネツトマスク 
デフオルトゲートウェイアドレス 

2已已 .2 已已 .2 已已 .0 



LAN インターフェース 

才ート 



最大パケツトサイズ 
参 IPv 6 

1已〇〇 



IPv 日の使用 

IPv 日アドレス 

使用する 



参 DNS 




ネームサーバーアドレス I 
ネームヴーバーアドレス2 
ホスト名 

ホスト名の DDNS 登録 

登録しない 



参 SNMP 




SNMP の使用 

使用しない 



コ5ュニティ名 

public 



管理ち連絡先 
管理用の機器名称 
設置場所 

VB - C 60 



• 現在の曰付と時刻 
♦ 設定 




ぉ疋方ぶ 

手動で設定する 



NTP サーバー ( IP アドレス） 
タイムゾーン 

( GMT + 朋:〇〇)大阪、も幌、東京 



• カメラ名 




カメラ名（半角英数字） 
カメラ名（日本語） 

Cam 已 「a 



• 起動時設定 




AE モード 

オート 



ス□—シ ヤツター 

使用しない 



シ ヤツ タースピード 

1/100 



フオーカスモード 
参カメラ制御 

才ート 



デジタルズーム 

使用しない 



ブレ補正 
参デイナイト 

使用しない 



モード 

マニュアル 



切り換える明るさ 

標準 



応答性（秒） 

20 



参設置条件 




ドーム 

使用しない 



LED の点灯 

点灯する 



設置ち法 

参カメラ位置制御 

天吊り 



プ U セツトに限定 

限定しない 



制御権を持たない時の動作 
参外部入カデバイス I 

ホームポジシヨンへ移動しない 



デバイス名（半角英数字） 
デバイス名（日本語） 




♦外部入カデバイス吕 




デバイス名（半角英数字） 
デバイス名（日本語） 




♦外部出カデバイス I 




デバイス名（半角英数字） 
デバイス名（日本語） 




• 外部出カデバイス2 




デバイス名（半角英数字） 
デバイス名（日本語） 
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工場出荷設定~覧 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値2 (年月日） 

参 」PEG 




映像品質： I 60 XI 20 

3 



映像品質： 320 X 240 

3 



映像品質：日40 X 480 

3 



映像サイズ：映像送信 

320 X 240 



最大フレームレート：映像送信 

30.0 



映像サイズ：アップ□ード 

320 X 240 



参 MPEG -4 




映像品質 

3 



映像サイズ 

320 X 240 



キャプチャーフレームレート 

30 



• アップ□ー ド全般 




アップ□ー ドの動作 

アップ□ー ド無効 



参 HTTP アップ□-ド 




通報内容 

HTTP で通報のみ行ラ 



URI 




ューヴー名 




パスワード 




プ□キシサーパー 




プ□キシポートま号 

扫〇 



プ□キシューヴー名 




プ□キシパスワード 




パラメーター （query strir 

邑） 



• FTP アップ□-ド 




通報内容 

映像を FTP する 



FTP ヴーパー 




ューヴー名 




パスワード 




PASV モード 

使用する 



ファイルアップ□-ドパス 




ファイル名記録ち式 

年月日時分秒 ms 



作成サブディレクト U 名 




作成ファイル名 

ima 邑 e.jp 旨 



最大ループ数 

0 



• メール通報 




通報内容 

テキストのみ 



メールサーバー 




メールポート番号 

2已 



差出人メールアドレス ( From ) 




宛先メールアドレス （ To ) 




メール認証ち式 

なし 



ューヴー名 




パスワード 




POP ヴーバー 




表題 




本文 




• 映像サーバー 




最大クライアント数 

30 



最大制御権待ち数 

30 



最大接続時間（秒） 

0 



カメラ制御時間（秒） 

20 



参オーディオサーパー 




カメラからの音声送信 

送信しない 



入力音量 

已〇 



無音検出 

検出しない 



ビューワーからの音声受信 

受信しない 



出力音量 

已〇 



エコーキャンセラー 

使用しない 



音声入カモード 

ライン-イン 



参 HTTP サーバー 




HTTP ポートま号 

呂〇 



Web ページのグ□-バルアドレス 

IP アドレス 



IP アドレス ( Web ぺ-ジのグ□-バルアドレス) 




ポートま号 ( Web ぺ-ジのグ□-バルアドレス） 
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工場出荷設定~覧 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値2 (年月日） 

• 映像バッファ 




フレームレート 
イベント前バッファ（枚数） 

I 

0 



イベント後バッファ（枚数） 

参動を検知 

0 



動を検知イベント 

有効 



ON イベント時の動作 

無効 



OFF イベント時の動作 

無効 



検知あり状態時の動作 

無効 



アップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

実行しない 



ON イベント時の音声再生 

再生しない 



OFF イベント時の音声再生 

再生しない 



再生音 




音量 

已〇 



ON イベント時の自動追尾 

動作しない 



最大追尾時間（秒） 

60 



参外部デバイス入力 

外部デバイス入カイベント 
♦ 外部デバイス入力 I 

有効 



ON イベント時の動作 

無効 



OFF イベント時の動作 

無効 



プ U セット 

プ U セットを指定しない 



アップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

実行しない 



ON イベント時の音声再生 

再生しない 



OFF イベント時の音声再生 

再生しない 



再生音 




音量 

已〇 



参外部デバイス入力2 




ON イベント時の動作 

無効 



OFF イベント時の動作 

源力 



プ U セット 

プ U セットを指定しない 



アップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

実行しない 



ON イベント時の音声再生 

再生しない 



OFF イベント時の音声再生 

再生しない 



再生音 
音量 

已〇 



参インター八'ルタイ7— 




インターバルタイマーイベント 

有効 



タイマーの間隔 

I 分 



アップ□-ド 

実行しない 



メール通報 

•再生音ファイル登録] 

実行しない 



参照ファイル 
再生音名 




参再生音ファイル登録2 




参照ファイル 
再生音名 




参再生音ファイル登録3 




参照ファイル 
再生音名 




参登録ユーヴーアカウント 




ユーヴー名 
パスワード 
ユーヴー U スト 
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工場出荷設定~覧 


項目 

設定値 

設定値 1 (年月曰） 

設定値 2 (年月日） 

• ユーヴー 権限 




登録 ユーヴー 




特権カメラ制御 

チェックあ0 



一般カメラ制御 

チェックあ0 



映像配信 

チェックあり 



音声配信 

— 巧スユ ー な一 

チェックあり 



一般カメラ制御 

チェックあ0 



映像配信 

チェックあり 



音声配信 

チェックあ0 



• ホストアクセス制御 




ホス H 」 ス [- 

HTTP サーバーにこのリストを適用 

適用しない 



映像を信にこの U ストを適用 

適用しない 



音声送信にこの U ストを適用 

適用しない 



参 IPsec セット I 




IPsec 設定ち法 

IPsec 無効 



IPsec 動作モード 
接続先アドレス ( IPV 4/ IPV 日） 

トンィルモート 



送信元アドレス ( IPv 4/ IPv 6) 
IPsec プ日トコル 

料ユ I 」ティダ-トウ I イのアドレス ( IPv 4/ IPv 6) 

ESP 



接続先のプレフィックス長 

0 



SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 



SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

HMAC _ SHAl _9 巨 



SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHAl _9 巨 



• IPsec セット2 




IPsec 設定ち法 

IPsec 無効 



IPsec 動作モード 
接続先アドレス ( IPv 4/ IPv 6) 
送信元アドレス ( IPV 4/ IPV 日） 

トンネルモート 



IPsec プ〇トコル 

料ユリティヴ-トウ I イのアルス ( IPv 4/ IPv 6) 

ESP 



接続先のプレフィックス長 

0 



SA ESP 晴号化アルゴリズム 

AES 



SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

HMAC _ SHAl _9 巨 



SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC _ SHAl _9 日 
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工場出荷設定~覧 


項目 

設定値 

設定値 1 ( 年月曰） 

設定値 2 ( 年月日） 

参 IPsec セット 3 




IPsec 設定ち法 

IPsec 無効 



IPsec 動作モード 

トンィルモード 



接続先アドレス (IPV4/IPV 日） 
送信元アドレス (IPv4/IPv6) 




IPsec プ日トコル 

料ユリティゲ-トウ I イのアルス (IPv4/IPv6) 

ESP 



接続先のプレフィックス長 

0 



SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 



SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

HMAC_SHA1_9 巨 



SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC_SHA1_9 巨 



参 IPsec セット 4 




IPsec 設定ち法 

IPsec 無効 



IPsec 動作モード 
接続先アドレス (IPv4/IPv6) 

トンィルモード 



送信元アドレス (IPv4/IPv6) 
IPsec プ〇卜]ル 
料ユリティゲ-トウ I イのアルス (IPv4/IPv6) 

ESP 



接続先のプレフィックス長 

0 



SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 



SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

HMAC_SHA1_9 日 



SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC_SHA1_9 巨 



参 IPsec セット已 




IPsec 設定ち法 

IPsec 無効 



IPsec 動作モード 
接続先アドレス (IPv4/IPv6) 

トンネルモート 



送信元アドレス (IPV4/IPV 日） 




IPsec プ〇トコル 
料ユリティヴ-トウ I イのアルス (IPv4/IPv6) 

ESP 



接続先のプレフィックス長 

0 



SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 



SA ESP 認証アルゴリズム 

SA ESP 暗号鍵（送信） 

SA ESP 認証鍵（送信） 

SA ESP SPI (送信） 

HMAC_SHA1_9 日 



SA ESP 暗号鍵（受信） 

SA ESP 認証鍵（受信） 

SA ESP SPI (受信） 

SA AH 認証アルゴリズム 

SA AH 認証鍵（送信） 

SA AH SPI (送信） 

SA AH 認証鍵（受信） 

SA AH SPI (受信） 

HMAC_SHA1_9 日 
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Cation 


お PS い合せ巧 


製品に関するお問い合せは、お客様相談センターをご利用ください。 

キヤノンお客様相談センター 

ネットワークカメラ/モニタリング機器 

〇已 0-5 已已-90074 

【受付時間】 

く 平 曰 > 9:日日〜] 2:日日/13:日日〜] 7:日日 

(± •曰-祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていたださます) 

※上記番号をご利用いただけないちは日 43-2] 1-9622 をご利用ください。 
《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつなびらない場 
合びあります。 

※受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


補修用性能部品について 


保守サービスのために必要な保守用性能部品の最低保有期間は、製品の製造巧 
ち切り後7年間です。 

(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 


キヤノン株式会社 

キヤノン マー ケティングジ ャノ くン株式会社 

干]日 8-8 日 ]] 東京都港区港南 2- 1 6-6 CANON S TOWER 


PUB.YT1-5062-000 


◎ CANON INC. 2008 






